
    
      
        
      
    

  
ご利用の端末によっては、文字サイズを大きくすると本文の表示が途中で止まることがあります。


その際は、文字サイズを小さくしてお読みください。
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Mardock City【マルドゥック市シテイ】


港湾型重工業都市。政令中枢に設置された〝天国への階段〟と呼ばれる螺旋階段状のモニュメントを都市名称の由来とする。





Mardock Scramble【マルドゥック・スクランブル】


マルドゥック市における裁判所命令の一種。人命保護を目的とした緊急法令の総称。





Mardock Scramble‐09【マルドゥック・スクランブル‐０９オー・ナイン】


緊急法令の一つ。非常事態において、法的に禁止された科学技術の使用が許されることをいう。





マルドゥック・スクランブル




The 1st Compression──圧縮




〔完全版〕







登場人物




ルーン[image: ]バロット……未成年娼婦


ウフコック[image: ]ペンティーノ……委任事件担当官


ドクター・イースター……同


シェル[image: ]セプティノス……賭博師


ディムズデイル[image: ]ボイルド……委任事件担当官


ミンチ・ザ・ウィンク……畜産業者


フレッシュ・ザ・パイク……同


レア・ザ・ヘア……同


ミディアム・ザ・フィンガーネイル……同


ウェルダン・ザ・プッシーハンド……同





彼女は愛おしむすべを持たない子供だった。




自分を取り巻く悪運や、




卑しい苦痛と和解したがっていた。




そのためになけなしの幸運を差し出したが、




与えられたのは、狂った炎だけだった。




炎は彼女を制圧し、またたく間に奪い去った。




命以外のなにもかもを。




燃え果てた後の塵と区別がつかぬほど、




最後に残されたものにも価値はなかった。




まだそのときは。







第１章　吸気　Intake









　　　　　１







「死んだほうがいい」


　ほとんど声にもならない、吐息のようなささやきがこぼれ出した。


　ささやいたあとで、少女はその言葉の意味を考えようとしたが、考え続けるには努力が必要だった。あまりに慣れきった感じがするせいで。


　無意識のひとりごとは、それほど多いほうではない。少なくとも少女自身はそう思っている。たまに脳裏で歌のようなものが聞こえることはあるが、それだって病気というほどではなかった。歌を止めたくて血が出るほど頭をかきむしるなんてことはないからだ。


　以前一緒に働いていた女の子たちの中には四六時中、喋り続けているような子がいた。相手がいてもいなくても同じ調子で喋るのだ。そういう子は、自分が何を口にしたかなんてろくに覚えていない。むしろ覚えていないことに安心するのだ。その子が手に入れると告げたあれこれについて、その後どうなったかと尋ねても睨み返されるだけだった。


　だが少女にとって口にしたことは覚えていて当然だったし、言葉の意味を考えることで安心を感じた。このときも大して意味のあるささやきではないのだと、すぐにわかった。それはただの言葉にすぎなかった。


　その言葉がどこから来たか想像することもできた。たとえば車の窓に映る自分の顔を透かして、夜のマルドゥック市シテイを眺めていたせいだろう、というように。高架道路から見下ろす街の冷たいきらめきが、ナイトクラブで愛の呪文モージヨーを歌い上げる女たちのように、そっとささやきかけていったのだと。ひどい悪運を歌っているくせに耳にすると奇妙に安心するフレーズ──死んだほうがいい──そういう慰めは、不安に満ちた日々の中で、手を変え品を変え現れるものだ。今のように、ひどく高価な車の中にいるときも。


　エア・カーと呼ばれる超高級リムジンの一種に少女は乗っていた。文字通り空エ中アを走る巨大な漆黒の宝石だ。重力素子グラビテイ・デバイス式のエンジンを搭載した重量四トンにおよぶ車体が──とはいえタイヤと呼ぶべきものはついていないが──少女の膝上ほどの高さで宙に浮かび、都市の超高層ビルの狭間を縦横無尽に張り巡らされた巨大な螺旋状の高架道路や、地上の専用道路を、途方もないエネルギーによって推進する。


　今夜は専属の運転手はおらず、完全な自動操縦での運行だった。行き先は一緒にいる男しか知らない。そのことに不安はなかった。不安は遠く離れていた。


　たとえば少女を囲む窓は全てマジックミラー式で、地上では危険なしろものだ。鏡張りの窓はギャングが好むことから警官殺しハンター・キラーと呼ばれ、市の許可を必要とした。そんな窓をした車がイーストサイドに現れようものなら警官どもからひときわ乱暴な扱いを受けることになる。なのに車を鏡張りにしたがる男たちは根強くいて、そういう車には注意が必要だ。危険に巻き込まれたり、中から何が飛び出すかわからないという以上に。引きずり込まれたが最後、自分の意志では出てこられないからだ。


　エア・カーは、そういう地上の心配事とは無縁だった。高架道路には警官もギャングもいない。どちらも遙か彼方だ。それは少女にとって信じがたいほどの幸運だった。まばゆい上流社会ワンダーランドにいて、恐怖と無縁でいられるということは。


　少女が仕事を始めた頃には、高架道路の建設ラッシュはひと段落し、エア・カーは生活格差やエネルギー源といった点で、地上を走るガソリン車や電Ｅ動Ｅカーとはすっかり縁を切ってしまっていた。結果、おびただしい数の交錯する空白スポツト・オブ・スポツトと呼ばれる都市構造が現れ、その巨大な螺旋状の階層構造が、ひどく直ちよく截せつ的な市民の階級クラスを生んだ。上流と下流の分割。


　車の車種クラスによる乗り換え困難なカースト制度を。


　たとえば西沿岸の摩天楼は大量移住した中流階級者チープ・ブランチの高層アパートメントで、そこから都心の歓楽街や行政区へ行くガソリン車には、北の丘に建設された高級住宅地セニヨリータへ行く道がほぼなかった。南の重工業地帯への幹線は一本だけで、南東のスラムは労働者を移送する地下鉄を除いて他の清潔な街と隔絶されていた。東側のあらゆるストリートはガソリン車か、それよりも安価な電Ｅ動Ｅカーや水素エンジンの車のためのものだった。東側一帯にひしめく港湾の倉庫街はギャングたちの根城だが、彼らとて北や西に行くには車を替える必要があった。ガススタンドで提供される燃料が違うからだ。


　高架道路をエア・カーで移動するとき、全ての街並は〝地上〟として認識された。その天へ向かうような螺旋状の道路は、都市に旧ふるくからあるシンボルそのものだった。


〝天国への階段マルドウツク〟と呼ばれる螺旋階段──市長のバッジの絵柄や、法務局ブロイラーハウスのモニュメントとして、いたるところで目にすることができるその階段を、限りない上昇志向をもって昇る者を、この都ま市ちは祝福し続けてきた、というのが市の誇らしげな常套句だ。


　そしてやはり祝福される者は厳密に区別されるべきだというように、今の少女も丹念に整えられている。欠かさず塗るよう命じられたスキンクリームが白い頰に硬質な輝きを与え、あどけない美貌をいちだんと蠱こ惑わく的にした。肩まであるストレートの黒髪はヘアマニキュアで艶めき、少女の切れ長の目の黒い瞳や、ルージュを塗りたくられた唇、クリームを塗られた耳たぶまでもがそうであるように、常に濡れた金属のような光を放っている。


　野薔薇のような紐が絡みついた薄手のブラウスを着て、小さなお尻に白いホットパンツを穿はき、未発達なふくらはぎを縞模様のタイツでさらに細く見せ、ヒール付きブーツが爪先立たねば歩けない足あし枷かせのように足首を締めつける。その上、ミセス層が好む高価なマキシコートが、彼女の幼さを際立たせてもいた。


　少女をエキゾチックな人形めいた姿にするその全てが、命じられて身につけた衣裳であり、高架道路の下にいた頃とは比較にならぬほど高価だ。だがそれはまた、地上で見た数々の常套句が──〝早熟な幼女ニンフの誘惑〟〝ミルク色のロリポップ〟といった底のない要求ニーズが──都市の階段をどこまで昇ろうと忌まわしいほど不変であり、冷気のように少女のそばを漂い続けるのだとも告げている。


　そんな自分の姿が超高級車の窓に映り、実体を失って街のきらめきと交わるとき、


「死んだほうがいい──」


　そんな虚うつろなささやきだけが、厚ぼったいルージュの重みや、耐えがたいほど冷たい強制といったものを遠ざけてくれる気がした。ただそれだけのためのささやきだった。


　なのにわずかな間ののち、少女と同じリアシートでくつろいでいた男がふいに身を起こし、


「バロット？　なんだ、何か言ったか？」


　と訊いてきた。浅黒い肌のハンサムな男だ。黒い長髪を頭の後ろで束ね、いかにも伊達男を演じるような純白のスーツを着ている。時間とともに刻々と色を変化させる変光カメレオンサングラスが、シャープな赤色を帯びながら少女の顔を映した。


　それまで男は、ひっきりなしにこめかみを搔き続けていたのだが、そのカリカリという音がやんだことに少女はひそかにほっとした。


　男の右のこめかみには円形プラグの蓋のようなものが埋め込まれており、男が言うには治療のため頭脳に突き立てられたものだそうだが、それがなんなのか少女には理解できなかった。ただ、男は仕事を終えた後や少女との行為が済んだ後に、しばしばそこを搔いた。痒かゆくてたまらないかさぶたでもいじるように。少女は男のそんな癖をできるだけ意識しないようにしたが、内心では見たこともないようなひどく不気味な仕草に思えていた。


「なんでもない、シェル。今日のショーのときの貴方あなたを思い出してただけ」


　少女は愛想をこめて微笑んだ。無意識の怯えが、気を惹くような言い方を選ばせていた。


　この男は鋭いし見逃さない。それが男の才能であり職業なのだと男自身から言い聞かされていた。もし少女が自分で自分を安心させる何かを持っていたら──たとえ、たわいない、ささやきであったとしても──男はやんわりと取り上げ、禁じてしまうだろうと思った。安心について男はきわめて厳密で、少女は彼を通してそれを得ねばならなかった。


「今夜のショーはうまくいった。賭けデイールの額も申し分ない。今後もうまくいくだろう」


　男がにやりと笑って言った。精悍さを強調するような猛たけ々だけしい笑みだったが、シートに身を沈めてこめかみを引っ搔いていたときよりもずっと優しい雰囲気になっている。


　男は手を伸ばし、少女の頰や顎のラインを愉しむように撫でた。少女は目を伏せて男の綺麗な手を見つめた。驚くほど滑らかに動き、狡猾こうかつにカードを捌さばくショー・ギャンブラーの手──少女に差し伸べられた唯一の助けの手だった。この都市の港で生まれ、重工業地帯とスラムで育ち、才覚だけで都心に辿り着いた男。〝天国への階段マルドウツク〟を駆け上がる成功者。少女を地上のゴミ溜めから連れ出してくれた唯一の存在だ。


　その十指のほとんどに、同じデザインの指輪が嵌はめられている。プラチナにブルーダイヤの指輪だ。ショーの間、男のカード捌きの邪魔にならないよう指輪を預かるのが、少女の仕事の一つだった。そのため男の取り巻きから、あんたは宝石を預かる生きた宝石だと揶や揄ゆをされたことがあった。悪あく罵ばではないにせよ誉められている気にはならなかった。


　男は似たような指輪を沢山持っているが、その全てをひどく大事にしていた。中でもひときわ大ぶりのブルーダイヤを〝太母グレートマザー〟と呼んでおり、


「死んだ母親の遺灰を、加工業者に頼んで、ダイヤにしてもらったんだ」


　最初に指輪を持つよう命じられた夜、ショーの後でそう説明されたものだった。ツキをもたらしてくれる母なる愛の永遠の形なのだといったことを。そのとき少女も、男に合わせて宝石の美しさを大いに誉めたが、実を言えば気味が悪かった。薄青く輝く宝石たちが、もとは人体だったというのとは別の理由で。火葬は一般的ではなく、遺灰というものがどれくらいの量なのか少女は知らなかった。ただ、男が自宅の金庫に保管するブルーダイヤの指輪は数十個もあった。果たして一人の人間が灰になることで、それほどの数のブルーダイヤを造ることができるのか、少女にはわからなかった。


「冷蔵庫を開けて、いつものやつを作ってくれ」


　男が、少女の顎をひとしきり撫で回してから言った。少女は身を乗り出してボックスの壁のスイッチを押した。仕切りがスライドしてミニバーが現れ、グラスを取って教えられた通りジン・カクテルを作った。エア・カーの滑らかな走行のおかげで全く揺れないグラスの水面に、ライムの果汁を搾って垂らし、差し出すまで、男は少女の首や鎖骨を撫で続けた。骨の大きさでも測るような冷淡な動きだった。それがこの男にとって欲情を高めるための儀式であることを少女は経験的に理解していた。


「いい子だ、バロット」


　男はグラスを受け取ると、口をつける前に指で少女の顎を上げさせて唇にキスをした。少女はそうされる前に男と目を合わせようとした。皇帝緑エンペラーズ・グリーンの色に加工したという男の瞳と。だがサングラスに自分の顔が映るばかりで、少女はかつて帰る家を失ったときに似た不安を感じた。悲しさや心細さとは別物の、自分がこれからどういう身の上になるか見当がつかず、ひどく無防備であることへの不安を。これまでの境遇から抜け出せるという痛切な希望と、結局は全ての幸運が両手の間をすり抜けてゆくのではないかという恐怖が心の底で揺らめくのを感じた。


　地上では少女は未成年娼婦テイーン・ハロツトとして知られている。だがこの男が現れたことで全てが変わった。相手はこの男だけで、他に客を取らされることはないという以上の、この男の情婦になったのだという単純な説明では語れない変化だった。男は少女に、全く新たな市民登録コードを与えてくれた。


　少女が働いていた店が摘発され、新たな居場所を探さねばならなくなったときのことだ。くだらない供述を取らされるため、他の女たちと一緒に所轄の留置所にいた少女のもとに、突然男が現れた。以前自分を買った客の一人だとすぐにわかった。


「ルーン[image: ]バロット。君が失ったものを、俺が全て与え直そう」


　男は確信をこめて言った。その言葉の意味を少女は今に至るまでずっと考え続けている。ごくまれに、市当局にとって重要となった者に、そういうことが起こると聞いたことはあった。組織的な犯罪に関する重要な証言とか、特定の人間を起訴できる証拠を持つ者に、当局が新しい身元を保証し、住所から名前から全てを変えてくれるということを。


　だが男の雰囲気や話し方から、そうではないとわかった。


「それは、私を愛しているってこと？」


　少女は反射的にそう訊いた。口調は挑発的で、しかし内心は哀れっぽかった。悪罵を受けたのとは違う、ひどく馬鹿げた冗談に傷つく思いがあった。失っていたものの多さを思い出させられたからだし、与えられるものの少なさを身をもって知っていたからだ。


　男は微笑んだ。緑の目がきらきら光り、とても充実した人生の輝きを発していた。これほど輝くなら、自分も分け前にあずかれるのではと思わされる眼まな差ざしだった。


「君は完璧な質問をした。その通り。愛の定義は与えることだ。それにはルールがある。与えられる者が守るべきルールが。それさえ守れるなら、君は愛され続ける」


　ルールを守ることは何でもなかった。どんなルールでも耐えてきたのだ。ただ一つ、同い年の子たちと一緒に施設を逃げ出したときを除いて。性的ないたずらに耐えられなかったのではなく、それが金になるとわかったから。自分の金を持つなど、施設では到底不可能だった。成長して職を紹介されても変わらないこともわかっていた。クラウンフード社の食肉工場であれ、リッチ建設の系列ホテルの従業員であれ、不法移民の女たちを支配するたぐいの男に何もかも牛耳られるだけだ。


　それどころか多くの暗い噂を聞いていた。子供の死の噂。根も葉もないものばかりではなさそうな都市の暗い伝説。施設にいた頃、実際に、どこかの異常者に金で買われ、無惨にも餌食にされて死んだ子供たちについての古い新聞記事を読まされたこともあった。


　施設を出て以来、少女は生きるために大人の世界ワンダーランドのルールに完全に従った。どんなことでもしたし、どんな姿にもなった。男の提案はなんてことなかった。それでも一つだけ確かめるべきことがあった。少女はすぐさまこう訊いた。


「なんで、私なの？」


　それまで何度となく発してきた、生活の知恵でもある問いだった。できるだけ良い条件を得るためのつたない駆け引き。少女と一緒に働く子たちの口真似。まるで自分が特別視されているように振る舞うことで、他の子よりなるべく大きな額を得るための。


　だが誰もいない所で呟くとき、それは無限の問いをふくむ別の呪文モージヨーと化した。なぜ自分は何も持たないのか。なぜ多くの同じ年齢の少女たちがいる中で、自分はこのような人生を生きているのか。答えなどない。ただいっときの気だるい解放感を味わうための言葉。


　ただしこのときはどちらでもなかった。単純な答えを欲する自分がふいに顔を出すのを少女は感じた。そのもう一人の自分は、必死になって親が子供に言うような答えをほしがっていた。愛しているからだと。男でも神様でも、運命でも何でもいい。本当に愛されれば、それが最後の最後でなぜ自分なのかという無数の問いへの答えになるという空恐ろしい期待を抱かせられた。そんなことは初めてだった。私を愛しているってこと？　その通りだと男は即答した。だが──


「疑ってはいけない。君のその質問は、幸せからも栄光からもかけ離れたものだ」


　男は言った。ひどく厳密なものを無知な少女に丁寧に教え込もうというように。


「与えられたものに疑いを持たないこと。それがルールだ。なぜ自分なのか、などと考える必要はない。言っていることがわかるかね？」


　少女はわかると言った。男はそれまでとは違う忍耐を要求した。男は、男の全てを疑うなと言っていた。少女の望みそのままではないにせよ同じくらい単純な答えだった。


　少女は男のものになった。


　男の言う通り、疑いを捨てる努力をした。与えられた市民登録データには決して触れてはならないということについても。少女は、自分が何者として市に登録されているのかすら知らなかった。男の養子か妹か、それとも赤の他人としてなのか。男と暮らし始めてから半年もの間──昨日までは。





　少女と男を乗せたエア・カーが今しも通過中の高架道路の下方──ごみごみした地上の歓楽街を、一台の赤いオープンカーがスピードを上げて走り抜けていった。


　タイヤつきのガソリン車だ。エア・カーにはまず縁がないが、生涯ガソリン代に困らず、一台か二台は手放すことなく所有していられる──そういう身分の者が乗る車種クラスだった。


「やれやれ、じきに中央公園セントラル・パークだ。そこから先は、車を替える必要があるなあ」


　運転席の男がのんびり言った。ひょろりと背の高い、瘦せた男だ。愛嬌のある鳶とび色の目に、研究者が好むような電子眼鏡テク・グラスをかけ、長いぼさぼさの髪を何色ともつかぬまだらに染めている。オープンカーには他に誰も乗っておらず、代わりにハンドル脇に設置されたカーナビゲーターが返事をよこした。


「様子を見よう。中央公園セントラル・パークに入るまでだ。そこで何もなければ今夜は撤退すればいい」


　電子音声とは思えぬ肉声の響きがした。渋みと愛嬌とを等分に備えたような男の声だ。


　カーナビゲーターには、上方を進行するエア・カーの現在位置と進行方向と速度が、律儀なほど詳細に表示されている。そのナビゲート画面を、運転席の男が呆れ顔で一いち瞥べつした。


「何かあるさ、ウフコック。やつをターゲットに設定した人間として言わせてもらえばね。やつはこれまで家出娘を六人もとっかえひっかえ保護してるんだ。うち自殺が四名、行方知れず二名。驚きの〝その後彼女を見た者は誰もいなかった〟率一〇〇％だ。しかも──」


「俺もデータは何度も確認している」


　男の得意げな説明を遮さえぎるようにカーナビゲーターの音声ランプが点滅し、声を放った。


「しかも、少女たちのほとんど全員、やつが偽造した市民登録データを閲覧した直後に、死亡または失踪だろう、ドクター？　それが兆候だという点は俺も同意する。だが市民登録サイトにあの少女がアクセスした事実を確認した者として言わせてもらえば、彼女の身に何も起こらないことが最善だ」


「何もないなんてナンセンスは、僕もお前もとっくに卒業済みだと思ってたけどね」


「手出しできない高架道路で何かが起こった場合、あのエア・カーに電子的侵入を行う」


「おいおい、ウフコック」


「乗車する者に警告した上で、管轄の市警に通報する」


「こんちくしょう」男が呻うめいた。「市は僕らの監視行為とハッキングにペナルティを課した上で、シェルを庇かばうわけだ。市警の連中は大笑いするさ。彼らが僕らに好意的だった時代は遙か昔なんだぞ」


「だからといって未成年者が危険にさらされることを望むのには同意できない」


「煮え切らないこと言うなよ。市民とパートナー契約を結べる良いチャンスなんだ。今、僕らの頭の上で男にもてあそばれてる女の子がそうしてくれさえすれば──」


　途端に音声ランプが動揺したように明滅し、暗い声が響いた。


「人間は……道具的存在が意志を持つことを望むとは限らない」


「馬鹿、いじけるなって。結局それが煮え切らない理由か？　おい、ウフコック？」


「俺を必要とする相手が現れると信じ、この都ま市ちに来た」画面がぼやけた。音声ランプの光は今にも消えそうだった。「だがたとえ命を助けても、俺を拒否する場合もある……」


「なるようになるケ・セラ・セラさ、ウフコック。こら、引きこもるなってば」


　男がナビゲーターを叩く。消え入りそうだった音声ランプがふいに力強く点滅した。


「標的が進路を外れた。思ったよりも早いぞ、ドクター」


　ナビゲート画面が鮮明になった。エア・カーが高架道路の幹道を外れ、より地上に近い専用道路へのジャンクションを通過してゆく様子に、男が意気揚々と口笛を吹いた。


「来た。自動操縦のコースを変えたんだ。僕はわかってたね。今夜がそうだって」


「まっすぐ追うな、ドクター。迂回して相手の予想進路を併走する。距離を保て」


　画面が次々に異なる進路を候補に挙げ、やがてその一つを最適コースに選んだ。


「この進路の基準はなんだ、ウフコック？」


「何もなければ、互いにすれ違わずに家に帰れる進路だ」


「やれやれ」コースに従ってアップタウンの暗い横道へオープンカーを進ませながら男が溜め息をついた。「煮え切らない半熟卵ウフコツクめ。世の中はお前が思う以上に焼けついてるさ」





「そうだ、それで湖のそばに停車する」


　男が少女の体の上で両手を滑らせながら言った。


「停車時間の設定も忘れないように。パスワードは、さっきと同じだ」


　少女が従順にコントローラーでエア・カーの進路を設定し直す間、ずっと男の手が体を這い回り続けた。多額の勝負デイールでも汗一つかかずに勝ち、ショーを沸かせる賭博師の手が、少女の下着の中へ差し込まれて脚を開かせ、奥へ奥へと潜り込んだ。他方は胸の膨らみをもてあそび、叩き、そっとつねった。


　少女は大人しく逆らわずに要求ニーズに応えている。コートはすでに脱がされていた。ホットパンツの奥で動き回る男の指を少しずつ濡らしてゆくのがわかった。ブラウスの隙間から差し入れられた手に、少女の呼吸の変化が直接伝わった。少女は黙々とエア・カーの進路設定を入力し続けた。ときおり意図せず小さく呻き声が洩れる様子を男は愉しんでいる。エア・カーの進路設定が終了したが、


「コントローラーは持ったままで」


　背後から男が命じた。少女はルールに従いながら目を閉じ、暗闇の中で意識を飛ばした。


　ほどなくして少女の全身の皮膚感覚が鈍くなっていった。男の手の感触が遠のき、完全な虚脱には至らない程度に体から力が抜けてゆく。全身の関節は圧力を加えられれば動くが、元の位置に戻ろうとする意志を失っていた。柔らかな硬直とでも言うべき状態が訪れ、目に見えぬ薄い殻が少女を覆った。全ては殻の外側で起こることにすぎなくなった。


　それこそ少女の才能だった。自らを催眠状態に誘導するようにして感覚を消すことが。その状態を初めて感じて以来、少女は無意識にその技術を磨き続けてきた。今では自分の肉体の反応や変化でさえ、安全な場所から淡々とした心の目で見つめることができた。


　殻の中に閉じこもってはいけない──誰かがそう言った。逃げ出した施設のソーシャルワーカーにも希まれに親切な人がいた。仕事仲間にもそういう子はいた。雇い主や客の中にも。彼らは言った。殻から出なさい、それでは心が死んでしまう。


　だがイーストサイドのストリートは別の要求ニーズを用意した。人形みたいな女の子を好む客たちを。彼らは心を閉ざして死んだようになった少女の状態を、ひどく喜んだ。


「バロット──」


　男が耳元で少女を呼んだ。これまで多くの客が少女のことをそう呼んできたように。


〝雛料理バロツト〟と。卵の殻の中で孵ふ化かを迎える寸前の雛を、煮殺して食べる。そういう料理の名だった。姿はグロテスクだが味は甘かった。上流社会でもときおり珍奇なデザートとして登場した。少女自身もそれを見たし、何度か食べたことがあった。


　少女が働いていた店の女主人が冗談半分でつけたニックネームだったが、すぐにそれは少女のブランドになった。珍しい料理の美う味まさが伝わるように少女目当ての客が増えた。少女は人気者になった。もう誰も殻の中に閉じこもっていないで、とは言わなくなった。むしろそれが仕事になった。自分を薄い殻の中に閉じこめ続けることが。男の熱が殻の中の少女を煮殺すとき、芳潤な甘みを持つ料理と化した。


「いい子だ。綺麗な人形、絵の中の登場人物みたいな子だ。さ、目を開くんだ」


　男のささやきが熱を帯びて少女の耳をくすぐる。少女の体がその命令に従った。自動操縦で走るエア・カーのように。ハンドルを握る者はいなかった。少女の目蓋が開かれ、瞳は光に反応した。だが全ては水底から見上げた世界のように、遠く彼方でたゆたっている。


「ルールを覚えているか、バロット？　愛されるために忘れてはいけないルールを？」


　ふいに男が訊いた。少女はまるで意識せず、ぼんやりとうなずいた。


「ルールを忘れた子が、どんな目に合うか、お前は知っているか？」


　男の声が冷ややかさを帯びた。少女の体は反応しなかった。ただ殻の中で少女の心に怯える気持ちが起こり、ますます肉体の感覚から遮蔽されることを望んだ。


　気づけば街のきらめきはなかった。エア・カーは暗い公園の一角へ滑り込んでいった。高架道路から、地上の専用道路へと。男が少女を横たえながらサングラスを外した。男の美しい皇帝緑エンペラーズ・グリーンの瞳の中で、少女が見たこともないような鋭い光がきらめいた。充実した人生とはほど遠い、ぎらぎらした悪運に満ちたような光が。


「シェル……」


　少女の口が無意識に相手の名を呼んだ。男が覆いかぶさってきて、鋭く言った。


「大人しくするんだ、バロット」


　少女の体がわずかに強こわ張ばり、すぐに無感覚の弛し緩かんを取り戻した。殻がいっそう男と現実感を遮断し、やがてエア・カーは大きな湖のほとりで停まり、宙に静止した。










　　　　　２







「いたいた。やつの車だ」


　赤いオープンカーの運転席で男が言った。


　肉眼ではなくナビゲート画面で確認していた。エア・カーは湖の向こうだ。地上に降りたとはいえエア・カーにそれ以上近づけるガソリン車用の道路は存在しない。特に都市を横断するその中央公園セントラル・パークは、そこを訪れる車の車種クラスだけで、それがどこから来てどこへ行くのかがわかる、決してつながらない交錯する空白スポツト・オブ・スポツトの名所だった。


　夜空に月はなく、緑地指定区である公園にきらびやかな灯りもない。運転席の男は、相当数の芝生と歩道を横断してエア・カーに接近する代わり、指で電子眼鏡テク・グラスを額まで押し上げ、もう一方の手でカーナビゲーターの縁をつかみ、こう口にした。


「ウフコック、変身ターンだ」


「了解コピー」


　カーナビゲーターが言った。そこで不思議なことが起こった。カーナビゲーターが形を失い、ぐにゃりと歪むと、男の手の中でまたたく間に別の形に──双眼鏡に変貌した。


　男が双眼鏡を目に当て、手探りでオープンカーのエンジンを止めた。風が木の葉を揺らす音が耳を打った。早春の冷たい夜風がハーフコートにあたるのも気にせず、男が言った。


「暗くて何にも見えないぞ、ウフコック」


　男の手の中で再び双眼鏡がぐにゃりと液体のように形を変え、暗視スコープになった。


「これでどうだ、ドクター」


　暗視スコープが喋った。カーナビゲーターが発したのと同じ声だ。男──ドクターが、スコープを覗いた。電子画像内に示された座標を追い、エア・カーの威容に辿り着いた。


「いた。高た価かそうなエア・カーだ。車内で銃撃戦が起こっても、衝撃吸収装置が外からの感知を不可能にするんだ。肝心の乗り手は……窓が全部ミラー式だ。やっぱり見えない」


「注文はまとめて言ってくれ。ちょっと待ってろ、温度式サーモスに変える」


　暗視スコープのレンズが変形し、赤から青へ温度変化が極彩色をなす世界を映した。


「さすがウフコック、どんな注文にも即時対応の万能道具存在ユニバーサル・アイテム」


「やけにもつれ合っている。格闘中の可能性があるぞ、ドクター」


　真面目な調子で暗視スコープが注意を促した。ドクターが神妙にうなずいた。


「ある意味で格闘中さ。真っ最中だ。録音・録画、開始しよう」


「すでに録画している。だが、この画像では男が本人か断定できない」


「間違いないよ。六人の少女を殺した罪の色が、体細胞温度に表れてる。僕にはわかる」


「法務局ブロイラーハウスでは通用しない主張だ。証拠資料としての価値はないぞ」


「わかってるよ。シェルの身体的特徴と照合できれば、体細胞温度の画像も証拠になる」


「疾患痕跡法にもとづいた俺の計算では、七二％の確率で本人と断定できる」


「やつの脳は？　特殊な治療が施されているはずだ」


「脳内は難しい……四八％だ」


「くそ。法務局ブロイラーハウスは九〇％以上じゃないと見向きもしないよ。彼女は？」


「ルーン[image: ]バロット」暗視スコープが即答した。「九六％の確率で本人だ。キディ・ポルノのスター女優であり、シェル[image: ]セプティノスにスカウトされた、未成年娼婦テイーン・ハロツトだ」


「参ったな。いっそ彼女がシェルを殺すところを助けたほうが証拠としては有効だ」


「いや」暗視スコープの感光ダイヤルが考え深げな電動音を立てた。「何か変だ。あの車の空調からおかしな臭いが流れてくる」


「お前の嗅は覚なは特別なんだ、僕にもわかるように説明してくれ」


「快楽とは違う臭い──恐怖と、憐れみを乞う感情だ。二人ともひどく怯えている」


「恐怖？　アレの真っ最中に？　女の子だけじゃなくてシェルのほうも？」


「緊張……ストレスだ。二人とも似ているが微妙に違う」


「シェルのほうを教えてくれ。やつの犯罪行為の根拠になるかもしれないぞ」


「自殺願望に近い」


　暗視スコープが言った。ドクターが、ぽかんとなった。


「おいおい、まさかシェルは彼女と心中するつもりなのか!?」


「そうかもしれない」


「素晴らしいイカレ野郎だよ。高度な精神分析を必要とする時点で事件不成立だ。強行して彼女を保護するか？　で、誰かに金を握らせて、この映像を法務局ブロイラーハウスに提出させる」


「男は少女との関係を洗浄して事件不成立だ。偽造ＩＤを証拠として押さえる権限は、まだ我々にはない」


「打つ手なしってわけだ」ドクターはあっさり肩をすくめた。「いつまで覗き魔ピーピング・トムの真似を続ける？　せっかくのターゲットと保護証人だ。匿名で救急隊でも呼ぼうか？」


「待て……男の臭いが変化した。吹っ切れた感じだ。もはや自殺願望ではない。快楽だ」


　そのとき彼方の高架道路から、もう一台のエア・カーが音もなく公園へ降りてきた。





「お前は、与えられた身も分のに疑問を持った」


　男がささやいた。目の奥に決定的な何かを秘めて。少女は黙って男に抱かれた。殻の内側で、なぜ自分の身分を確認するのがそんなに悪いことなのだろうかとぼんやり考えた。


「いい子は、ルールを破らない。素敵な人形は、大人しく飾られているものだ」


　男が力をこめて少女を抱きすくめた。優しく抱きしめるのとは全然違う。どこかへ引きずり込まれるのを食い止めるため、やむを得ず目の前の少女にしがみつくようだった。


「だが、いいんだ、バロット。いいんだ。俺も辛いが、お前も辛い。わかってる」


　男が少女の上で激しく動き、譫うわ言ごとめいたことを繰り返した。


「辛い。死にたいくらいに。いや、死ぬんだ。記憶の一部が死んでしまう。だが形を残すことはできる。遺灰で作ったブルーダイヤみたいに。わかるか。ブルーダイヤだ」


　男の熱がひときわ強く少女の中で弾けた。殻の内側でうずくまる心にまで熱が及ばないよう少女は注意深く無感覚を保った。やがて男が息をつき、少女の中から出ていった。


　少女を覆う非現実感が後退し、水底から見上げるようだった光景が明確な像を結び始め、皮膚に感覚が戻ってきた。最初に両脚の重みを感じ、まるで今やっと地上を歩くための脚を手に入れた気分になった。弛緩しきっていた腕が力を取り戻し、起き上がろうとした。


「そのままでいるんだ、バロット」


　男は自分だけ身繕いをしながら言った。優しい調子の命令だった。少女はそのまま乱れた格好で寝そべり、微笑みを浮かべる男を、ぼんやり見上げた。


「いい眺めだ。美しい眺めだ。お前はこれからもっと美しいものになるんだ」


　男はドアに背を預け、右手の指輪の輝きを見るよう手振りで促した。少女はそうした。そしてなぜか宝石の輝きから目が離せなくなって困惑した。ふいに心が、恐怖のせいだと断定した。ナイフを突きつけられたとき、刃から目が逸らせなくなるのと同じことだと。


「ブルーダイヤだ。それがルールを破った子たちがどうなるかということの答えなんだ」


　男の笑みがおぞましい翳かげりを帯びるや、後ろ手でドアを開いた。驚くべき敏びん捷しようさで外に出て、ドアを閉めにかかった。


　少女が無意識に跳ね起きた。男の命令で横たわっていたことを完全に忘れていた。


「シェル？」


　急げ。心が命じた。何かがおかしい。躊ちゆう躇ちよせず裸のまま男を追った。脳裏ではかつての危機の象徴が思い起こされていた。車の窓を鏡張りにしたがる男たち。中から何が飛び出すかわからないという以上に、引きずり込まれればまず自分の意志では外に出られない。


　だが少女の眼前でドアは閉められた。その内張にぶつかるようにしてすがりつき、ドアを開こうとして呆然とした。ドアのインナーハンドルも窓のスイッチも手応えがなかった。どちらも完全に死んでいた。咄とつ嗟さに反対側のドアへ飛びつくことを考えたが、そのとき窓の外で男がしたことに強烈な絶望を感じて凍りついていた。


　男は再びサングラスを顔にかけ、髪と衣服を整え始めた。少女を見ず、鏡張りの窓に映る男自身と向き合っていた。鏡の内側の少女は男にとって存在しなくなった。


　少女は鏡の向こうにいる男を凝視したまま動けずにいる。声さえ出なかった。体が反射的に無感覚の殻の中に閉じこもろうとしていた。そうしてはいけないと心が叫んだ。


　少女の顔を、ふいに光が照らした。新たなエア・カーのヘッドライトだった。少女は、男が最初から計画通りに行動していたことを悟った。





「殺意の臭いだ！」暗視スコープが怒鳴り声を放った。「死ぬぞ、あの子！」


「ま……待て、もう一台来た！　人数を確かめるんだ！」


　ドクターが暗視スコープを新たなエア・カーへ向けた。暗視スコープのレンズと覗き口がぐにゃりと歪み、通常の映像表示に戻った。鏡張りではなく透明な窓だった。


「なんてこった……ボイルドだ」


　ドクターがエア・カーの運転手をみとめて愕然とした声を漏らした。おそろしく逞たくましい巨軀の男だ。短い灰色の髪に、のっぺりと白い無表情な顔をしていた。少女が閉じこめられているエア・カーのそばに車を停めて窓を開き、待っていたシェルと何か喋り始めた。


「あいつがシェルの下で働いてるなんて……まずいぞ、ウフコック。もしシェルが彼女を殺すつもりなら、僕らが助けに出ても逆効果だ。ボイルドなら最初に彼女を撃つ──」


　運転手の灰青色アツシユ・ブルーの目が動いた。ドクターが慌てて身を伏せた。


「うわっ、こっちを見た」


「大丈夫だ、敵意は臭わない」暗視スコープが声に力を込めて言った。「それよりシェルから強い殺意の臭いがする。確信の臭いもだ」


「殺害手段は何だ、銃か、絞殺か、薬か？　女の子は、もう死んでるのか？」


「手段は不明だが、行使された感じはしない。車内に閉じ込めてるんだ。まずい……殺意が安堵に変わろうとしている。俺の嗅覚情報を根拠に、緊急事態と判断しろ」


「なに？　どうしろって？」


「動け！　今すぐ彼女を助けろ！」


　暗視スコープを片手に持ったままドクターが慌ててエンジンをかけ、オープンカーを急発進させた。タイヤが金切り声のような音を立てて花壇を踏みつぶし、芝生を削った。


　湖の向こうで、シェルが後からやってきたエア・カーに乗り込み、ドアを閉めた。間もなくそちらだけ発進し、地上を去った。


　残されたほうのエア・カーは宙に静止したままだったが、ふいにそのヘッドライトが狂ったように明滅を始めた。オープンカーが歩道に乗り上げて交錯する空白スポツト・オブ・スポツトを踊り越えたが、辿り着く遙か手前でエア・カーの異常が顕著になった。内部で鳴っているらしいビープ音が外にも響き出し、窓に異様な赤色光がにじんだ。そしてヘッドライトがひときわ強く、狂気に満ちたような光を放った途端、フロント部分が爆発した。


　ドクターがアクセルを踏みつけながら目を剝むいた。さらに爆裂音が轟いた。エア・カーが一個の火柱となって燃え上がった。最高級を誇る部品の数々が火の玉となって飛び、炎が湖面に反射して一帯を覆う闇を力ずくで引っぺがした。


「なんてこった！　車ごと爆破するなんて！　ボイルドに気を取られた！　即死か!?」


「フロント部のエンジン爆発だ。最初の炸裂で車体の後ろ半分は折れ飛んでいる。爆圧が分散される構造だ。後部座席にいた者が、爆死を避けた可能性は高い」


　暗視スコープがぐにゃりと形を変えて言った。降り注ぐ破片の一つがドクターの肩をかすめ、リアシートに突き刺さって火と煙を生んだ。ドクターが悲鳴のように声を放った。


「運が良くて丸焼けってわけだ！　そらみろ、世の中は、お前が思うよりずっと焼けついてるんだ！　お前も少しはあの火に焼かれてみろよ、半熟卵さんウフコツク！」


　わめき散らすドクターをよそに、暗視スコープが大きな消火器械になった。ノズルがひとりでに伸び、リアシートに消化剤を噴射しながら言った。


「世の中に焼かれる前に、火を消すさ。それが、俺の有用性だ」





　閉じ込められてから爆発が起こるまでの間、脳裏をいくつもの言い訳が浮かんでは消えていった。ただ確認したかっただけ。与えられたものの素晴らしさを。だから最初で最後と決めてひそかに市の登録データにアクセスした。それでやっと自分が何者かを知った。


（お前は、与えられた身も分のに疑問を持った）


　何者だろうと関係なかった。ただ自分が与えられたという事実を確かめたかっただけ。それがそんなに悪いことだとは思ってもみなかった。


（なんで私なの？）


　その謎を本当に解きたいなんて思ってもいなかった。ただその場限りの答えがほしかっただけ。だが、


（ブルーダイヤだ。それが答えなんだ）


　そこでやっと少女の中で理解したくもない考えが浮かんだ。これまで自ら努めて禁じていた考えだった。遺灰を加工した人造ダイヤ──男の母親の肉体だったもの──あるいは、もしかして、男が目をつけて誘い出した、自分のような女たちの肉体だったもの。


　それが答えなんだ。


　絶望のあまり吐き気が込み上げてきた。


　男が課したルールには何の意味もなかった。言葉巧みに誘われ、まんまとはまり込んでしまった。気づけば完全に孤立し、逃げ場を失い、誰の目からも遠ざけられていた。胸の奥で自分の肉体が焦げつく、おぞましい臭いを感じた気がした。そして実際に硫黄のような臭いが車内に立ちこめてきたとき、少女はこれから何が起こるかを理解した。全てが終わった後、男はここに戻ってくるだろうか。男が金庫に保管している何十個ものブルーダイヤたち。その素もととなる灰を取りに。


　その理解に間違いはない気がして、さらに胃が裏返るようなショックに襲われた。本当に嘔吐したと思った。だが口からこぼれだしたのは、ほとんど声にならない呟きだった。


「なんで……？　なんで、私なの……？」


　今やまるきり愛とは無縁の、不吉で忌々しい問いとともに、運転席からエンジン・トラブルを警告するけたたましいビープ音が鳴り響き、車内灯が血のように赤い輝きを帯びた。


　シェルはとっくに少女に背を向け、もう一台のエア・カーに乗り込んでいる。出ておいで、と誰かが言った。心の殻に閉じこもってないで。希に出会う親切な人々の言葉。


　殻シエルに──それが自分を守ってくれると信じ、そして今こうして閉じ込められていた。


「そう……」


　また呟きがこぼれた。こういうことだったのだ。殻に閉じこもるということは。気づけば手がインナーハンドルを滅茶苦茶に操作している。咄嗟に何をしているのかわからなかった。もちろん助かろうとしているのだ。だがその様子を、ひどく暗い場所でもう一人の自分が醒めた目で見つめていた。少女の体は早くも無感覚の殻をまとおうとしていた。


　雛料理バロツト。実に美味な名だと、客たちは言った。彼らの要求ニーズに応え続けたように、この状況にすら服従することで自分を守ろうとしていた。


　それは愚かなことだと少女の心は叫んだ。手は開かぬ扉を前にして、あがき続けた。


　もう一台のエア・カーが動き出した。勝手なルールを語った男は、最後に助手席からこちらへ軽く手を振った。また会おう、と言うように。少女が燃え尽きた後で。そして去った。地上から螺旋階段の上へ。離れてゆくその光に向かって、ふいに叫びが勃発した。


「死ね、ばーか、死ねっ！」


　勝手に口をついた言葉ではない。少女の心が叫んでいた。今の今まで秘められていた心が。そんな叫びが自分のどこに隠されていたのかと、もう一人の自分が不思議がった。


「クズだ！　お前なんかクズだ！　死ねっ、クズっ！」


　窓に張りつくようにして叫び続けた。しかしすぐに光を見失い、窓に映る自分の顔しか見えなくなった。さらに叫ぼうとして濁った空気を吸い込み、激しく咳き込んだ。


　──ばか野郎フーリツシユ、クズトラツシユ……


　涙が出た。頭がぼうっとした。手はドアを開けようと懸命になっている。男の余韻が、まだ体の奥深いところで熱を持ってわだかまっている感覚に底知れない怒りを感じた。


　──ばか野郎フーリツシユ、クズトラツシユ、めちゃくちゃハツシユ、ちくしょうガツシユ……


　頭の中で言葉が韻を踏んでぐるぐる回り始めた。少女の中でときおり聞こえる歌だった。その歌が少女の代わりに窓の外のどこかにいる男をなじり、そして、自分は所詮こんなものなのだと思える自分がどこかにいないか探そうとする気持ちと一緒くたになって渦を巻いた。だが、窓に映る哀れな自分が見つめ返してきただけだった。


　──灰アツシユ、金キヤツシユ、腐った卵ジヨツシユ、生理フイツシユ、ぶん殴るバツシユ、潰すマツシユ……


　想像すらしたこともない恐るべき絶望の波がやってきた。それまで厳重に心を覆っていた殻が打ち破られ、その内側にいて、いつでも怯えきっていた自分がとうとう顔を出した。


「嫌だ、助けてよ……」


　涙が溢れた。キーンと激しい耳鳴りがした。車内の気圧が下がり、電子系統から空気中に静電気が生じて全身の体毛が逆立つのを感じた。


　どこかで火が点き、来るべきものが来たことを告げた。


　──光フラツシユ。


　視界が白熱に染まった。痛みは一瞬だった。


「死にたくない」


　それが、少女がこの世で発した最後の声となった。


　轟音が湧いて何もかも呑み込んだ。少女の肉体は、爆圧で千切れた運転席の背もたれとリアシートに挟まれ、一つの炎の塊となって燃え上がった。
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「痛むのか？　ミスター・シェル？」


　エア・カーの運転手が訊いた。


　助手席でぐったりとなっていた男──シェルが身を起こし、こめかみに埋め込まれたインプラントをさすったり引っ搔いたりするのをやめた。スーツの内ポケットからスコッチの小瓶と錠剤の入ったケースを取り出し、まず小瓶をあおった。それから錠剤を口に放り込み、音を立てて嚙んだ。シェルの首筋が強張り、たちまち弛緩して深い溜め息がこぼれた。


「多幸剤ヒロイツク・ピルか」


　運転手が呟くように言う。シェルが甲高い声で笑い、鉛色に光るサングラスを外した。


「子供のとき脳にＡ10エー・テン手術を受けた。一定以上のストレスを感じると脳が自動的に幸福感を覚えるんだ。福祉局がスラムで施した犯罪防止策の一つだが、欠陥がわかって中止された」そこでまた小瓶をあおり、急にゆったりとした調子になってつづけた。「脳障害を起こす可能性があってな。近所の友ダ達チは九歳のとき、ストレスを感じた瞬間、目が見えなくなった。脳の視覚を司つかさどる部分が幸福を感じるための物質で破壊されたんだ。俺の場合は記憶障害が起こる。その代替品が多幸剤ヒロイツク・ピルだ。これは完全無欠だ。これを飲めばストレスは感じないし、副作用もない。だろう？」


「あんたは不幸の使い途みちを知っている。悪運を力に変える方法を」


　男が言った。慰めは皆無だった。それどころか他の感情もそっくり欠け落ちたような調子だが、脆もろさも薄さも感じられない。虚空のように静かな態度の下からにじみ出す存在感は獰どう猛もうそのものだ。とことん鍛え抜かれた巨体に似合わぬほど、肌はのっぺりと白く滑らかで、まるで喋る巨大なリボルバー式の拳銃だとシェルは思った。銃口が向いた先にたまたま何があろうと、正しく粉砕するたぐいの。そう考えるとたまらなく愉快になった。薬の効き目を感じながら相手の言葉に付け加えた。


「だから、お前みたいな男を雇うこともできるってわけだ、ボイルド」


　運転手に対するシンプルな信頼を感じた。手にした道具に対する信頼だ。それは腕利きプロフエツシヨナルを侍はべらせているという満足感と、今後の計画は万全だという確信をもたらしてくれた。


「おかげで俺は、この儀式を乗り越え、マルドゥック市シテイの栄光の階段を昇れる」


　ゆったりとシートに身を沈め、サングラスのつるの先にある耳当てを唇にくわえた。指輪の輝きを見つめながら幸福感に心を委ねようとしたところを、運転手の声が遮った。


「先ほどの公園で、妙な車を見た」


　シェルはサングラスのつるを唇から抜き取り、鷹おう揚ように肩をすくめた。


「エアウェイで他のエア・カーは見なかったが？」


「ガソリン車だ。エンジンを切っていたようだった」


「エアウェイから湖の向こうを見たのか？　どんな視力をしてるんだ？」


「七時からベースボールの試合がある。タイヤのついた車が、あそこにいるのは妙だ」


「タイヤとベースボールと、何の関係が？」


「あの公園では騒音防止のため中継の電波は入らない。中流層チープ・ブランチの最大の娯楽があるときに閉店後のボートハウスのそばにガソリン車がいるのは不自然だ」


「賭博師も驚きの観察眼だ。というより刑事みたいだ。どっちにしろ問題なさそうだ」


　シェルは薄く笑みを浮かべて、剃刀かみそりを思わせる青い輝きを放つサングラスをかけた。


「どこかの大学生がヤクか女か、その両方を楽しんでたんだろう。どうせ何一つ残りはしない。証拠も記憶も。もしそれでもトラブルがあれば、お前が処理してくれるさ。トラブルこそ、お前の商ビ売ズなんだから。そうだろう？」


　運転手は無言でうなずき、地上を一瞥した。暗い一角で勃発したはずの炎は、今は遠ざかってどこにも見ることができなかった。





　肉体が炎に包まれる前に、衝撃で意識を失っていた。そのため、爆煙をまともに吸って呼吸器系が重度の火傷で全滅することは免れていた。即死することだけは。


　それでも少女が目覚めたとき──無惨に引き裂かれた意識の一片が、かろうじて外界の情報を捉えたにすぎなかったが──鼻腔も口腔も焼けただれ、気道に潜り込んだチューブと、残存した肺の一部に酸素を送り込む呼吸器によって、やっと生きていた。皮膚は炭化して剝がれ、露出した体組織を防護泡が覆い、皮膚呼吸の代替手段を提供していた。


　指一本動かせず──どの指も溶けてひと塊になっていた──少女は、自分を守るための幻の殻とは根本的に違う無感覚の中にいた。体の感覚自体が喪うしなわれていた。


　少女の心は、自分はとっくに死んで、残り滓かすが空気の一部になって浮遊し、じきに雲散霧消するだろうといった解釈を下した。まさしく死んではいないという範疇での生存だったが、少女の擦り切れた意識の一片は、確かに、そのとき飛び込んできた声を聞いていた。


「まだ生きてるぞ、ドクター！　彼女は……ルーン[image: ]バロットは、まだ生きてる！」


　心の底から喜ぶような声──そして、やけにのんびりしたような声。


「ひとまず防護泡で包んだからね。しばらく生きてられるよ。それにしてもひどいな。真っ黒焦げだ。皮膚はもう駄目だし、五感を一つずつ再生させないと。味覚も嗅覚も使いものにならないかも」


「可哀想に。助けたことを怨まれるかな、ドクター？」


「人間は……特に女性は、自分の価値に損害が起きると、生存を放棄したり憎悪したりする、不条理な生き物だからね。まあ、その点はなるべく合理的に話を進めよう」


「彼女は、スクランブル‐０９オー・ナインを選ぶだろうか。それとも生存放棄を──」


「後者の選択肢があることを教えないほうが良さそうだね」


　バロットは、死の淵へ刻々と沈むばかりであるはずの何も感じない世界の中で、奇妙なものを見た。そのとき彼女の右顔面には目というものはなく──溶けた額と頰の皮膚が完全にひと塊になってしまっていた──残された左目は、防護泡越しのおぼろな視界の中でそれを見つめていた。


　ドクターと呼ばれた長身の男。まだらの長髪。電子眼鏡テク・グラス。赤茶色のハーフコートの下に、極彩色の生地でつぎはぎされた白衣を着ており、胸から腰にかけて簡易注射器やら携帯顕微鏡やらをぶら下げている。サイケデリックなバンド歌手が医者だと主張するような格好だが、それは奇妙でも何でもなかった。本当に奇妙なのは、男の肩に金色をした何かが、ちょこんと立っていることだ。


　ネズミだ、とバロットの意識の断片は捉えた。


　その不条理な認識に疑問を抱く力は残っていなかった。そもそも狂った男の不条理で馬鹿げた世界にとりこまれて殺されたのだ。今さら一匹の金色をしたネズミが二本足で立ち、人間の言葉を喋ったところで驚くには当たらない。


「俺の新しい相棒バデイになるかもしれないんだ、大切に扱ってくれ」


　金色のネズミが真剣な様子で言った。


「ほんと、新しい死体バデイって感じだ」


　ドクターも真面目くさって返した。


　金色のネズミはドクターの言葉を完全に無視してバロットを見た。潤んだような赤い目が、どこか中年の男のような渋みを感じさせた。太った腹を支えるようにして、小さなサスペンダーで小さなパンツを肩で吊しているのが、ひどくおかしい。ぴんと張ったヒゲまで金色で、その小さな、しかつめらしい顔に、なぜかそうとはっきりわかる特性が──見たこともないような優しさがあった。


　ふいに金色のネズミが、動揺したように体を震わせた。


「意識があるぞ。俺を見た」


「おいおい、哺乳動物の麻酔処置は僕の得意分野だぞ。まともに思考できる状態じゃないよ。それに相棒にするんなら姿を見られることくらい覚悟しないとね」


「人間の女性の多くは、ネズミが嫌いだ……」


　金色のネズミが、ちょっとうつむいた。


　バロットはネズミをもっとよく見たくて身じろぎした。だが実際は両手で膝を抱えた姿で、ゆらゆら揺れただけだった。ネズミと男が視界から消え、バロットの意識の断片は、いよいよ自分の存在が空気に溶けて消えるのだと解釈した。だが空気には一切触れておらず、分厚い卵形のポッドの中で密閉されていた。


　防護泡と保護溶液に満たされたその移動式の治療装置の中で、やがて適切な麻酔効果が陶酔感となってバロットを包み込んだ。


（殻シエルに──）


　その言葉がそれまでとは異なる安らかさで思い浮かんだのを最後に、深い眠りへ誘われていった。





　バロットは夢の中にいた。そこでは金色のネズミとまだらの髪をした男の奇妙なコンビが、とても理解できそうにない、おかしな会話をしていた。


「記憶障害が原因だと言うのか？」


　ネズミが訝いぶかしげに訊き、ドクターが、それに答えて言った。


「それが、やつの恐怖の正体だろうね。Ａ10エー・テン手術の後遺症だよ。いわば記憶の自殺さ。それがシェルの悪事ビジネスの秘密でもあるってわけ」


「記憶の自殺……。それと少女の殺害と何か関係が？」


「多分、やつは少女を殺すたび、その事実を忘れるんだ。で、似たような少女を見つけて、また殺す。一種の儀式さ。特定の古い宗教では未亡人の存在を認めなかったのと似てる」


「なんだそれ？」


「夫が死んだら、一緒に死んで火葬にされなきゃならないんだ。嫌がる女性に、無理矢理ガソリンをかけて焼き殺したこともあったんだってさ。それに似てると思うよ」


「俺が嗅いだ自殺願望の臭いは、記憶の自殺だったわけか。少女はその道連れなんだな」


「やつの検診を行ったわけじゃないから断定はできないけど、記憶を失うことがわかるのは凄いストレスだろうな。誰かを無理心中に巻き込みたくなっても不思議じゃない。自分の記憶と一緒に少女を殺すことは、やつの中では一種のロマンスなんだろうさ」


（あの人も死ぬ……）


　茫漠とした夢の中を漂うバロットの意識の一片は、麻酔がもたらす陶酔感の中でその考えをこの上なく素直に受け入れた。私の殻シエル。この都市で高みへ昇ろうとする男の、ちっぽけな死。ふいに哀れみが起こった。一緒に死んであげようとすら思った。


　だがその陶酔を、ネズミが台無しにした。


「ロマンを言い訳にすると、ろくなことがない。死は孤独だ。誰かの死が人生を慰めてくれるわけでも、自分の死の価値を高めてくれるわけでもない」


　バロットはネズミに手を伸ばそうとした。あるいは口を塞ぐ忌々しいものを引き抜いて──そのチューブが自分の命綱であるという意識はなかった──ネズミに何か言ってやりたかった。だがもちろん微動だにできず、ポッドの中でゆらゆら揺れるだけだった。陶酔感が及ばない心の見知らぬ部分では、ネズミに対する奇妙な感謝の念を抱いていた。


「何にせよ、やつのロマンスの後片付けで出費がかさむな。その子のメンテナンス代、きっとお前と同じくらいかかるぞ、ウフコック」


　そんなドクターのぼやきが聞こえ、そして意識が暗闇に呑み込まれた。


　以後、何度も現実に浮上しては、眠りの淵に落ち込んだ。陶酔感は減退し、心か体か、あるいは両方の苦痛を感じて怯えた。だがその苦痛を和やわらげてくれる安心も感じていた。


　ネズミの声が安心をもたらしてくれるのはわかっていた。その声をもっと聞きたかった。


　死は遠ざかっていった。男を乗せたエア・カーが螺旋のどこかへ消えたように。代わりに現実がいっそう間近に迫り、やがて自分の内側に鼓動を感じた。


　生きなければならないとそれが告げていた。





（選択するんだ──）


　バロットは夢の中で誰かの声を聞いた。命令ではなかった。むしろ質問に近かった。


（生存の選択。その権利は君にある）


　はじめはネズミの声だと思ったが、すぐに誰の声でもないという認識が湧いた。それは自分の声だった。どういう理屈かわからないが、別の自分がどこかでささやいていた。


　バロットは暗闇の淵から浮かび上がろうとする自分に気づいた。それまで深い海の底で安心して沈んでいたのに、突然望みもしない浮力を与えられたのを感じた。


　外界へ向けて漂い出す感覚──放り出される気分に襲われた。


　見上げれば揺らめく水面と光があった。いつもの無感覚の殻をまとったときに見る茫漠とした外界の光だ。その向こうから、もう一人の自分が静かに沈んでくるのを見た。


（選択を──それとも死んだほうがいい？）


　もう一人の自分がそう訊きながら近づいてきた。


　頭から落下してくる、人形のように無表情な少女。目は空洞で、赤い眼がん窩かがバロットを向いていた。その眼窩から火が噴き出し、顔に燃え広がった。またたく間に全身が炎に包まれ、手足がバラバラに砕けた。残った首と胴体が燃えながらバロットに迫った。焼けただれた胸の奥で最後に残った命が鼓動を打っていた。おぞましいほどの無価値さで。


　死んだほうがいい──心を軽くするための呪文モージヨーが、ひどく身近なものになっていた。


　狂った男に焼かれることが最後の要求ニーズだった。自分はそれに従ったのだということが鮮明に意識されたとき、焼けただれた肉体が眼前に迫り、ぱっと砕け散った。バロットはもう一人の自分のかけらに包まれた。無数のかけらの一つ一つが泡となって、こんなはずではなかったという思いとともに問いかけていた。


（なんで私なの──？）


　答えがないことが自分の人生だと決めるのは簡単だった。そうすれば残されているのは死だけだということも理解できた。砕け散ったもう一人の自分とともにバロットも泡となって消え、深い海の底で眠るのだ。二度と意識を取り戻すことなく。


　望めばそうなるのだ。いったい自分の中の何が問いかけているのかわからなかったが、それは生存を放棄する選択についても決して隠そうとはしなかった。


（生きていていいの──？）


　誰もイエスと言ってはくれない気がした。それこそ無条件に愛された経験がない人間が抱える欠落だと泡がささやいた。その欠落に従ってこの世から消え去るか、一生涯イエスという答えを探すために生きるのか。選択肢は二つのくせに、運命の輪のようにそれらがぐるぐる巡り、無数の結論が生まれるのを悟った。選択する根拠の数だけ結論が増えるのだ。なぜ自分が生きるのか。こんな自分が。それを決めなければいけなかった。さもなければ生きたところで同じ問いを繰り返すだけだろう。


　水面が近づき、光を浴びた。バロットは泡に包まれながら、無数の粒になって消えることを願った。選択するという行為自体に途方もない倦けん怠たいを覚えた。


　だが途端に、別の何かが急激に膨れ上がった。


（死にたくない──）


　殻の内側で煮殺されることを最後まで拒み続けた心が弱々しくささやいたとき、それが選択となった。










　　　　　４







　──腐った卵ジヨツシユ、壊すクラツシユ……


　頭の中で言葉が韻を踏み続けていることに、ふいに気づいた。


　──皿デイツシユ、洗うウオツシユ、磨くブラツシユ、潰すマツシユ……


　覚醒は一瞬で訪れた。強い現実感覚が起こり、それまでの夢遊状態が噓のようだった。


　──おやおやゴーツシユ……


　奇妙な穏やかさの中でバロットは目蓋を開いた。


　蛍光灯の白光が目を打った。


　天井の一角で、紫の光を放つ殺菌灯が、ちかちかと音を立てている。


　覚醒と同時に、ベッドに横たわっているという認識がきた。背で動くものを感じた。


　床ずれ防止のため、ベッドのマットが左右にゆっくりとうねっているのだ。バロットがベッドに手をあて、その動きを止めると──どこをどう操作したか自分でもわからなかった──ベッドの一部が自動的にせり上がり、バロットの上半身を持ち上げた。


　同時に下半分が下がり、ソファでくつろぐような格好で足を曲げられるようになった。


　そういう機能がついたベッドであることを、バロットはなぜか理解していた。


　視界が天井から周囲へ移った。ずいぶんと広い部屋だ。殺菌用タイルが床と壁一面に貼られてあった。病院で見るような器械が所狭しと並び、その一つがバロットの心拍に従いパルスを打っている。器械は全てバロットのために働いていた。沢山のコードやチューブがそこら中をのたくり、大半はベッドの上にいるバロットの体のどこかしらに貼りつくか、ベッドの落下防止柵にぶら下がる呼吸器や血圧測定器、いくつもの点滴器に検診用機材の端末器といったものにつながっている。


　部屋にはバロットの他に誰もいないことが、なぜか目覚める前からわかっていた。


　ベッドも一つだけだ。窓はなく外の様子はわからないが、唐突に今は真夜中だという認識が湧いた。周囲の器械に入力されたデータのおかげだ。それを自分の頭の中にある情報のように読み取ることができた。そればかりか自分の過去二百四十時間分のバイオリズム遷せん移いをことこまかに認識できた。どの器械の構造も機能もたちどころに理解したし、肉体に施された処置の大半を察することもできた。この生命保全処置には、明らかに本来の肉体とは異なる、未知の機能の付加と呼ぶべきものがあった。それが自分の感覚を加速させており、その加速が急激になりすぎないよう十分に注意して抑制する必要がある──


　何かがおかしい。バロットはその原因を自分の中に探したが何もわからなかった。


　室内の温かな空気に違和感はない。ただ部屋全体が、冷たい狂気に満ちている気がした。それは狂った男のそばにいた名残だろうか。何しろ車内に閉じ込められて焼き殺されたのだから──そう考えたとき、ようやく、生きているのだという強い実感がきた。


　炎に征服された記憶がよみがえり、慌てて自分の体を強く抱いた。それから、おそるおそる体のあちこちに触れてみた。裸ではなく、薄い絶縁体で出来た患者服を着せられていた。それ一枚だけで下着はなかった。


　自分の髪に触ると、生えたばかりのように、さらさらとした感触が伝わってきた。肩より少し上くらいで切り揃えられており、髪全体がかなり短くなっているようだった。


　体のどこにも火傷どころか一片のくすみさえなかった。ゆで卵の白身みたいに、おそろしく滑らかで白い肌をしていた。もとから肌を褒められることは多かったが、それにしても奇妙だった。オイルやクリームを丹念に塗ったというのとは違う。本来、皮膚ではないものを全身に貼りつけられたという感じがした。


　左腕を伸ばし、肘から手首まで、もう一方の手でゆっくりと撫でてみた。


　つるりとした肌の表面に、薄い静電気の膜のような、ぴりぴりする刺激を感じた。


（電気……？）


　連想ではなく理解だった。超微弱な電流が、実際に、肌の表面を無数に駆け巡っていた。高価なシルクの繊維のような、複雑で緊密な回路を形成しているのだ。しかも繊維を構成する糸の一本一本が、蜘蛛の巣のように周囲に広がっているのが感じられた。


　先ほどの冷たい狂気がますます強く迫ってくるとともに、バロットは、なぜ自分がこんなにも穏やかなのかを理解した。今いる部屋に対し、不安がないのだ。言い換えれば部屋をくまなく認識しているのだった。不安をもたらす死角がどこにもない。皮膚に触れる空気を知り、空気が触れる全ての物体を感じ取ることができた。


　目を向けることなく、どこにどのような形状をした物体があるか完璧にわかるのだ。


　器械に至っては、わずかな隙間から内部に感覚を滑り込ませ、細部にわたって構造を把握することが可能だった。


　さらにいっそう狂気じみたことに、その蔓延はびこりきった蔦つたのように何にでも見境なく絡みつく不可視の糸が、全ての電子機器に接続されているという感覚があった。ベッドや照明に。サーモスタットや血圧計に。棚の上のラジオにもそれは絡みつき、つながっていた。


　バロットは伸ばしたままの左手を照明に向かってかざしてみた。この上なく細いが、決して切れない糸を引っ張るイメージが浮かんだ。


　途端に全ての照明が光を消し、世界が暗転した。電源を失ったのではない。バロットが灯りのスイッチをオフにしたのだ。手を触れてもいないのに。


　全身から広がる糸が暗闇でより克明に浮かび上がるようだった。糸を弾はじくと、ぱっと光が満ちた。全ての照明が最高出力で点灯していた。それを淡い光へ下げた。それから無数に広がる糸を片っ端から撫でてみた。


　まるで万華鏡だった。エアコンが温度を変え、計器が目を回し、手足に固定されていたコードがひとりでに外れた。そのうち糸として認識する必要もなくなった。いちいち手を動かさず、意識するだけで周囲に存在する全ての電子機器を思い通りに操作できた。


　今や狂気は退けられないほど確かな実感をもって迫り、この現実を疑問にも思わない自分の背後に居座って、ぴったり寄り添っていた。


　焼き殺されてのち──生命維持装置の記録により十三日後と断定できた──目覚めてみれば、それまでとは異なる生き物に変身していたという気分だった。


　全身の皮膚が──その薄皮一枚だけが──全く違うしろものになっているのだ。未知の、しかし確かな力を持った何かに。まるで吸血鬼に嚙まれた者が、渇きとともに月夜に目覚めて己が授かった力を知るように。


　バロットは最後に、棚の上のラジオを操作した。見たこともないような旧式のポータブルラジオだ。内部構造を認識しなければラジオであることすらわからなかった。そのせいで操作に失敗したのかと思った。ラジオは全く反応してくれなかった。


　なぜかそのラジオだけ、バロットの手から離れた場所にいるだけでなく、操作に抵抗している気がした。バロットはちょっと眉をひそめた。身を起こして実際に触れようと考えたとき、ふいにラジオがバロットの手の中で音を鳴らし始めた。耳みみ障ざわりなノイズを。


　バロットは音楽を宙に探した。部屋の外にまで電子の糸と意識が広がった。そこでは無数の電波が、それ自体複雑な不協和音のように満ち溢れている。その一つをとらえ、自分の皮膚を通して音楽とラジオをつなげた。ラジオがびっくりしたように表示灯をまたたかせ、ミッドナイト・ブロードウェーを受信した。


　バロットは音量を絞り、ベッドに頭をもたせかけた。最初にベッドを操作したとき、すでに今の自分の体について大半のことはわかっていたのだという認識が湧いた。


　賑にぎやかな音楽に耳を傾けながら、泣きたい気持ちになった。涙は出なかった。自分の胸の内側に、ぽっかり穴が空あいていて、そこでは何もかも乾ききっていた。


　──皿デイツシユ、洗うウオツシユ、磨くブラツシユ、潰すマツシユ……


　男を乗せたエア・カーが螺旋の上へ消える光景が思い出され、脳裏で響く韻を踏む歌がラジオの音楽と混じり合った。どちらもそこら辺にある虚空へ流れ出し、消えていった。


　──壊すクラツシユ、光フラツシユ、消失ヴアニツシユ、瑞々しいラツシユ


　ラジオのスピーカーが女歌手のハスキーな声で歌い終えたとき、部屋の外の廊下で何者かの移動を感覚した。


　いつの間にかドアの隙間から這い出した電子の糸が、廊下にまで広がっていた。


　男が一人、こちらにやってくる。相手の顔も体格も服装も微細に把握できた。ひょろりと瘦せた背の高い男だった。目に電子眼鏡テク・グラスをかけ、つぎはぎだらけの白衣を着ていた。


　ドアが開き、さっきまで眠りこけていたというような欠伸あくびまじりの声で男が言った。


「やあ、お目覚めのようだね──」


　部屋の照明が消えた。殺菌灯の紫の光がわずかに遅れて消え、ラジオの音もやんだ。


　がちゃがちゃ音を立てて器械同士がぶつかり、男がたたらを踏んだ。入口を塞ぐように器械が一斉に移動していた。ベッドの電動車輪が動き、ゆっくりと部屋の奥へ移動した。


　暗闇の中でバロットは息を殺し、男の手が届かないところでじっとうずくまった。


「あー、まずは自己紹介といこう。僕はドクター・イースター。君の修理担当……もとい主治医だ。ドクターでも、ドクでも、ヤブ医者ダツクでも、好きに呼んでくれ。生命保全プログラムに従い、君を保護することで市当局から報酬をもらう立場にある」


　バロットは息をひそめたままでいる。ドクターは無理に部屋に入ってこようとはしなかった。悪態をついて邪魔な器械を蹴飛ばすといったバロットを威嚇する行為もなかった。


　ドクターは空から咳ぜきをし、眼鏡の縁に触れた。電子眼鏡テク・グラスのレンズに表示されるデータを一瞥したドクターが、ほっとしたようにうなずいた。バロットにはそれが自分のバイオリズムのデータだとわかった。バロットが攻撃的な興奮状態にあるかどうか調べたのだ。


「ま、安心してよ」眼鏡をいじって表示を消した。むしろドクターのほうが安心したようだった。「ここは僕らの隠れ処シエルでね。もとは死体安置所モルグで、近隣の反対運動で廃棄されたんだ。この部屋が検屍室で、手術にはもってこいさ。廊下の突き当たりに安置室がある。八百体の遺体を保管できる大施設だ。すごいだろ。八百体も自由にいじれるなんて夢みたいだ。でもこの一帯で暴動があって、四十時間ほど電力が停止してしまい、そのときの悪臭が市民の不評を買ってね。そこで我々が買い取り、オフィス兼ラボにしたってわけ」


　そこでドクターが一息ついた。ちょっと疲れたようだった。


「で、灯りを点けてもらえないかな。君の検診を規定通り行う必要があるんだ」


　これだけ説明すればわかるはずだと決めてかかる感じで告げた。


　だがバロットが理解したのは隠れ処シエルという言葉だけだ。危険に遭遇し、今は安全な場所にいるということ。結局その二つが重要だった。バロットは部屋を明るくした。ラジオが低く鳴り始め、器械がどいてドクターに道をあけた。


　ドクターはラジオへ妙な視線を投げ、バロットの傍らにイスを引っ張ってきて座った。


「勝手に君の服を替えさせてもらった。気を悪くしないでね。なにせ君のドレス……だったかスーツだったか知らないけど、マッチの消し炭みたいになっていたものだから」


　その通りだった。何もかもあっさり燃え上がったのだ。煙草の箱を包んでいるセロファンみたいに。溶けて形がなくなり、あとは醜く黒い塊がこびりついて残っているはずだった。自分と一緒に。


「はい、あーん」


　ドクターが胸元にぶら下げたペンライトを手に取り、口を開くよう促した。バロットは警戒しつつ素直に従った。喉をのぞき込むドクターの電子眼鏡テク・グラスが、ちかちか音を立てて明滅し、またデータを表示した。今度はバロットにはデータの意味がわからなかった。


「あー……やっぱりダメだ。組織が剝がれてしまってる。ねえ、声は出る？」


　ドクターが大げさに眉をしかめて言った。


　バロットが喉に違和感を覚えたのはそのときだった。今まで、自分が新しく得たものにばかり気を取られ、自分が失ったものには全く気づいていなかった。


　ドクターがペンライトをオフにして胸元に戻すまで、バロットは馬鹿みたいに口を開いたままだった。いくら息を吐いても声は出なかった。喉全体が干からびた木の虚うろのようになっているのがわかった。皮膚とは違い、そこだけは今も醜く焼けただれたままだった。


「嗅覚や鼓膜なんかは、けっこううまく再生できたんだ。声帯のような組織は揺れが激しくて安定が難しい。ま、そのうち治す方法を考えつくよ。生体部品は金がかかるけど」


　替えのパーツのない電化製品みたいな言い方だった。しかも金がかかるとこの男は言った。バロットのこれまでの生活では、無理だから諦めろということだ。


「肌の具合はどうかな？　痛みや痒みはある？」


　ドクターが訊いた。喉なんかよりそちらのほうがよっぽど重要だと思っている様子だ。


　バロットは相手と目を合わさず、かぶりを振った。自分が得たものと失ったものを結びつけて考えようとしてみたがうまくできなかった。


「僕の持つ技術が、これほどスムーズに適合するとはね。術後、二週間足らずだってのに覚醒直後の機能把握レベルがすごい。自分の体を知るのが早いのは、職業柄かい？」


　ドクターが感心した。少し興奮しているようだった。最後の言葉は皮肉だろうかとバロットは思ったが、どうやら本気で尋ねたらしい。バロットがうなずきもかぶりを振りもしないでいると、ドクターは肩をすくめ、やや間を空けてこう言った。


「〝電子攪拌スナーク〟──君が選択した技術の名だ。君の体表面の九八％は人工皮膚ライタイトで覆われている。人間の皮膚ではない何か──すなわち代謝性の金属繊維さ」


　ドクターが言葉を区切った。花を植えた植木鉢に水をやるみたいに。十分に水が染み込むのを待ち、また大量に注ごうというのだ。バロットは相手の顔を視界にとどめつつ、目を合わせろと怒鳴られるかどうかだけ警戒していた。


　ドクターは待ちきれない様子で話を続けた。


「もとは宇宙空間を体感的に把握するために開発されたものでね。それを人体に移植する特殊な技術さ。この金属繊維には三つの力がある。一つ、体感覚の加速装置アクセラレーシヨンだ。君は自分の体を自在に操作できる。二つ、立体知覚だ。周囲にある物体を電子的手段で体感する。そして三つ、電子的な操作スナークだ。君の皮膚は電子的な干渉を行う出力系アウトプツトを形成している。君は今や、あらゆる電子機器に対する、生きたリモートコントローラーというわけ」


　ドクターは嬉々として先ほどバロットが体験したことを残らず説明した。バロットの体をじろじろ見たり、怯えるかどうか試すためだけに怒鳴り声を上げたりはしなかった。


　かと思うとドクターはそこで眼鏡をちょっと指で押し上げ、やんわりと訊いた。


「なぜそんな体になったか、不思議に思うかい？」


　バロットは反射的にちらりとドクターを見た。不思議だとは思わなかった。ただ狂ってると思った。だがそのことをどう伝えればいいかわからなかった。


　代わりにドクターがこう説明した。


「昏睡中の君の識しき閾いき野やに対し、市当局が定める〝質疑応答〟を何度かさせてもらった。生きたいか？　とか、こういう権利があるが行使しますか？　といったことをね。最終的に君は選択した。それが何であるか、わかるかい？」


　ふとバロットの脳裏に声がよみがえった。夢の中で選択を迫る自分の声。その原因がふいにわかった。目の前にいる男が、特殊な技術で直接自分の脳に信号を送ったため、夢にもう一人の自分が現れたのだ。しかしいったい何を選択したというのか──


「マルドゥック・スクランブル‐０９オー・ナインだ」


　ドクターはバロットの答えを待たず、人差し指を真上に立てて誇らしげに告げた。


「人命保護を目的とした緊急法令さ。特に０９オー・ナインは、法的に禁じられた科学技術の使用を許可する。緊急時の救急車輛には信号無視が許されているようにね。それが僕の専門分野だ。君の識閾野から抽出された、最も求められた技術を、君に施したんだ」


　自信に溢れた調子でドクターは言った。ルールを口にするときのシェルのように。だがドクターからはシェルのような鋭さも抜け目なさも感じられなかった。代わりに機械の歯車みたいな強引さがあった。選択と許可。その二つの言葉を時計の針のように動かし、ぴたりと同じ場所を指し示すよう、複雑な歯車をいくつも回転させている感じがした。


　バロットは自分がどのように回転させられるのだろうかと考えた。おそらくドクターの中ではもう決まっているのだということを。


「で……問題は覚醒した君が、０９オー・ナインを自覚的に選択するかどうかということなんだ。まあ、その前に、その技術の由来を、少しだけ話そうか」


　ドクターは電子眼鏡テク・グラスの表示をつけたり消したりした。単に落ち着くための動作だと推測できた。それで、ドクターが自分自身のことを話そうとしているのがわかった。


「僕は以前、軍の宇宙開発の現場にいてね。どんな狂ったことも許された。政府は予算を惜しまず、資源と戦略的優位の確保を求めた。僕は戦中派であり、全てをひっくり返された最初の戦後派なのさ。時代の流れってやつでね。戦争が終わるや否や、僕は突然、博士号を剝奪された。その上、人体実験の責任を問われて刑務所に放り込まれかけたんだ。当時は戦争責任を唱えるのがブームでね。僕らもそれに巻き込まれた」


　ドクターはすらすら喋った。後悔や怒りとは無縁の悟りきった話し方だ。バロットは同意的なものは何も示さず話を聞いた。戦争の話が縁遠かっただけでなく、仕事で学んだのだ。何もしないということを。必要なことを言い出すまで喋らせておくべきだった。


「で、０９オー・ナイン法案が僕を救った。僕の上司だった人が創った法案でね。僕らは０９オー・ナイン専門の事件担当官として自分たちの有用性を証明するため、仲間とこの都ま市ちに来た。様々な事件に関わったよ。多くの仲間が事件の渦中で命を落とした。けど僕ら生き残りは同じ仕事を続けている。たとえば君を助けたりね。そうしなければ世間から廃棄されるという以上に、これが僕らの唯一の充実した人生サニー・サイド・アツプなんだ」


　ドクターは物事を結びつけて考えるのが得意なタイプだった。矛盾なく喋ることでバロットを思い通りに回転させたがっていた。


　たまにそういう客がいたことをバロットは思い出した。たとえば男たちがすべき仕事と、バロットを買うこととを、うまく結びつけるのだ。彼らはバロットを抱きながら、なぜそうする必要があるかを説明した──卵を割らねば片面焼き卵サニー・サイド・アツプは作れないのだと。


　けれども矛盾のない人生サニー・サイド・アツプの裏側ではいつでも暗がりが焦げついていた。この街はいつだって、あまりに多くの卵を割りすぎる。


「現状では、君を殺そうとする人間がいる。その人工皮膚ライタイトは瀕死の君を救うだけでなく、身を守るためのものでもある。君は生き延びた。復讐でも人生のやり直しでも何でもできる。金もたっぷりある……というか、これから作るんだ。どう、わかるかな？」


　ドクターの最後の言葉に熱がこもった。バロットは目を伏せたまま小さくうなずいてみせた。それで、たいてい相手は具体的に何を求めているか言ってくる。


　一方でふと考えていた。ドクターはいったいどこから僕らと言い始めたのだろうか。


「君には法務局ブロイラーハウスに今回の事件の委任を要請し、そして僕らを委任事件担当官として指名してほしい。君が承諾すれば事件が成立し、僕らは、君の生命保全プログラムを推し進める書類を、法務局ブロイラーハウスに提出できる」


《──事件？》


　突然の声にドクターが息をのんだ。バロットも意表を突かれた。完全に無意識だった。


《誰の事件？》


　ノイズそのもののような声が再び起こった。


　ラジオだった。正確にはバロットが音声出力を操作スナークし、音を言葉に変えたのだ。そうしようと考えてしたことではなかった。無意識の行為というより、ラジオのほうから働きかけてきた感じがした。バロットの心を察し、代わりに言ってやろうとでもいうように。


　ドクターは珍しいものでも見たようにラジオを見つめ、それからバロットに目を戻した。


「シェル[image: ]セプティノス」


　その途端、バロットの心臓がふいに強く脈打った。自分の心情からくる肉体の変化が、時計の針の進み具合のように正確に把握できた。


「我々が追っている男だ。事件はやつが起こした。我々はそれを料理する。とはいえ、あの男も利用されているだけの小悪党にすぎないんだけど」


《──どういうこと？》


「シェルは、ある大企業の下で働いている。オクトーバー社だ。君も知ってるだろう」


　バロットはうなずいた。大手の製薬会社で、シェルが経営するカジノの協賛に必ずその名があった。シェルはいつもどこかでその会社とつながっていた。


「この都ま市ちの娯楽産業をはじめ、マネーゲームを牛耳る連合企業。いわば、僕らの宿敵さ」


《──敵？》


「０９オー・ナインとはまた別の、禁じられた科学技術の使用が許される場合がある。娯楽や快楽だよ。それがオクトーバー社の有用性さ。様々な技術を用いて市民に娯楽を提供する」


《なんで敵なの？》


　ドクターはちょっと口ごもった。ラジオを通して喋るのは初めてだったが、なぜかひどく安心して喋ることができた。そのせいで調子に乗って訊きすぎただろうかとバロットは相手の怒りを警戒したが、ドクターは怒りも黙りもしなかった。


「オクトーバー社には、僕と同じ研究所にいた人物が関わっていてね。技術を提供することであの会社を巨大にしたんだ。０９オー・ナイン以前から、あの企業は福祉と称して市民に特殊な技術を施してきた。最悪の欠陥技術をね。シェルはそのオクトーバー社が抱える腕利きの不正金洗浄マネーロンダリング係だ。あらゆる手段で資金洗浄を行う。君が殺されかけたのもシェルのビジネスの一環だ。君と僕らは、共通の敵を持っているんだ」


　ドクターは、バロットは殺されるべくして殺されたと言っていた。それは答えの一部になり得た。なぜ自分なのか。理由があるのだ。愛やそのルールとはかけ離れた理由が。


　心臓はゆっくりと打っていた。心の温度が冷えてゆくのがわかった。まるで昆虫か何かになったように。昆虫なら本能が生かしてくれる。だが今、自分の生には何もなかった。


「僕らは君を守り、シェルを逮捕することで、有用性の証明を得る。君に与えたその技術が、今回の事件で合法的なものになる可能性だってある。相手はオクトーバー社という馬鹿でかい企業だから、市当局から支払われる解決報酬も数十万ドルをくだらない。それを君と僕らで山分けする。君の人生を十分に変えられる金額だ。君は新たな人生を得る。僕らは今回の事件を足がかりにして、より大規模な不正を暴いてゆく」


　ドクターは一段と熱心に言った。欲しいなら金は全てくれてやるというように。要求ニーズに応える限り何でも与えると。だが何のためにバロットがそうするのかについては何も言ってくれなかった。自分は選択した。だがいったい何を選択したか今もよくわからないままだった。ドクターはバロットが得た未知の力を説明し、なぜそれを得る必要があったかも矛盾なく語ってみせたが、根本的な目的については語らなかった。なんで私なの？　そう問いかけたところでこの男は肩をすくめて一笑に付すだけだろう。それは問題じゃないと。


　大事なのは事件という言葉なのだと。それがドクターとバロットの間で回転する、ひどく尖った歯車の名だった。口の中で爆煙の味がよみがえった。ラジオではピアノに合わせて女歌手がさめざめと歌っている。曲が終わり、ドクターが何かを口にしようとしたときバロットがラジオに干渉した。


《──ネズミ》


　ラジオのノイズが、そういう言葉を作り出した。


「なに？」


《可愛くてキユート・アンド、喋るトークス》


　ドクターの目が眼鏡の奥でまん丸になった。バロットはさらに付け加えた。


《卵の黄身みたいな、金色の》


「君はあの状態で意識を保っていたのか！　素晴らしい適性だぞ、君は！　専門に訓練された宇宙飛行士だって、なかなかそうはいかないもんだ！」


　ドクターが甲高い声を発して立ち上がった。棚の上のポータブルラジオを振り返ると、はしゃいだようになってわめいた。


「さあ、ウフコック！　彼女がお前を呼んでるぞ！」


　だが誰も応えず、バロットは呆あつ気けに取られている。


「まったく……シャイなヤツでね」


　ドクターは急に意地の悪い顔になり、棚に歩み寄ってラジオを手に取った。そしてバロットに向かって笑いかけたかと思うと、いきなりラジオを振りかぶり、床に叩きつけた。


　がしゃんと音を立ててラジオが破壊され、バロットはびくっと身をすくめた。ラジオのアンテナと取っ手が弾け飛び、スピーカーが外れ、音量調節用のつまみが転がった。


　そのつまみにバロットは目に見えない糸を感じた。先ほどバロットの代わりに声を伝えてくれた糸を。それはバロットの足下まで転がってきて、ころんと横倒しになった。


「むやみに女性を驚かせるものじゃないぞ、ドクター」


　つまみが、やけに渋い声で言った。困ったような口調だった。


　バロットは手を伸ばして、つまみを拾い、そっと手の中で転がしてみた。ラジオが自分の気持ちを察して喋らせてくれたことを、やっと確信していた。


「こいつも宇宙開発用さ。〝反転変身ターンオーバー〟──体内の亜空間に貯蔵している物質を、こちら側の空間に向かって、ひっくり返すことで何にでも変身ターンする」ドクターが戻ってきて言った。「ただ、いざとなると煮え切らないやつでね。それで半熟卵ウフコツクなんて呼ばれてる」


　と思うと確かにそれがひっくり返った。つまみである物質は内側へ。そしてこちら側へ、バロットの夢に出てきたあの金色の毛並みを持つネズミが現れていた。


「こんばんは、お嬢さん」


　バロットの手の上で、ネズミが丁寧にお辞儀した。当然のように二本足で立っていた。


「ネズミは、お嫌いじゃないですか？」


　訴えかけるように両手を開くネズミへ、バロットは首を傾かしげてみせた。なぜ嫌わねばならないのか単純にわからなかった。


「当方は、普通のネズミとは、微妙に違いますので、そう気持ち悪がらずにお話しして……いやいや、喋れないんだった。ご入り用ならもう一度ラジオになりますよ。いつでもおっしゃってください、ラジオだろうとテレビだろうと」


　バロットはまた首を傾げた。ネズミが必死に気を遣う様子がおかしかった。


　夢の中でネズミが重要なことを言っていたのを思い出した。死とその価値について。それをもう一度言ってほしかった。なぜ自分なのか──別の答えを教えてくれる気がして。


「何を言ってるんだ？　仕事の話をしようよ」


　ドクターが呆れた様子で口を挟む。ウフコックがドクターに向かって指を突き出した。


「彼女にはショックな出来事だったんだぞ。メンタル・ケアが必要だ」


「抗鬱剤でも処方しろって？　それとも仕事に支障がない程度にラリっててもらう？」


「そういうものが必要ない状況を作るべきだと言ってるんだ、俺は」


《……どうすればいいの？》


　壊されたラジオのスピーカーに干渉して訊いた。ドクターとウフコックが床のスピーカーを、ついでバロットを見た。


《あなたたちに協力するには……うなずけばいいの？　それとも、契約書にサインを？》


「話が早い」ドクターが嬉々として手を叩いた。「よし、じゃあ、ウフコックを握ったまま、シェル[image: ]セプティノスのことでも思い浮かべてもらおう」


　ドクターの言葉が何を意味するのかわからなかったが、バロットはその通りにした。


　そっとウフコックの小さな体に指を絡ませた。ウフコックも抵抗しなかった。その赤い目がバロットを見ていた。バロットもウフコックを見つめた。そしてシェルが最後に見せた微笑を思い浮かべた。車のドアの向こうで──鏡仕掛けの窓の向こう側で手を振る姿を。指輪のブルーダイヤがきらきら光っていた。その光を思い出すだけで心臓がゆっくりと毒を吐くようだった。唇が震えた。屈辱と哀しみが手のひらの皮膚を通して相手に伝わった。それがバロットの新しく得た力だったし、ウフコックの力だった。


　ウフコックの体が、ぐにゃりと変身ターンした。ネズミの姿が消え、代わりにずしりとした重みが生じた。バロットの手の中に、銀色のリボルバー式の拳銃が出現していた。生まれて初めてそんなものを握り、これが答えなのかと思って、ひどい諦念に襲われた。


　ひとりでに撃鉄が起き上がり、かちりと音を立てた。空っぽだった鋼はがねの内部から弾丸が装塡された。この銃はバロットの絶望を知っていた。バロットは思わず目を閉じた。


「こうまではっきり形になるとは思わなかったな」


　ドクターが嬉しげに言った。すっかり安心したように椅子に座り、足を組んだ。


「ウフコックの中に、君の精神紋サイコプリントが記録された。君の心の物的証拠だ。僕らは君のその心を根拠に、君を守り、目的を果たす。すなわちシェルとオクトーバー社を叩き──」


　ドクターが再び目を向けたとき、バロットは銃口を自分に押しつけていた。顎の下に。


「ちょ……ちょっと待った！」


　ドクターが慌てて立ち上がり、椅子を引っくり返した。そのけたたましい音をかき消す銃声をバロットははっきり想像した。現実にそれを聞いたと思った。自分を貫く衝撃音を。


　だが音は響かず、バロットは目蓋を開いて銃を下ろし、じっと見つめた。鋼の内部にいる存在を。


「男に未練が？」


　ドクターがへたへたと床に座り込んだ。


「そうじゃない」


　ウフコックが言った。


　バロットはやっと、銃声以前に肝心なものが欠けていることに気づいた。


　銃には、引き金がなかった。


　それが、そのとき少女が手にしたものの意志だった。そして煮え切らないネズミから与えられた、最初の優しさだった。


　銃が形を失い、温もりが生じた。再び金色のネズミが現れてバロットを見上げた。


「心の殻を、割れずにいるだけだ。あまりに自分を傷つけるものが多すぎて」


　バロットはただじっとウフコックを見つめている。


「何の話だ？」


　ドクターが怪け訝げんそうに言った。ウフコックがくるりとドクターに向き直った。


「彼女は全てを失った。彼女を助けたのは我々だ。彼女が今生きている意味を一緒に探す責任がある。彼女に生存放棄を選択させないことが、今の俺の有用性だ」


　それからまたバロットをまっすぐ見上げた。愛嬌と威厳とがまざったような、渋みのある赤い目で。


　結局のところ、ドクターもウフコックの言葉には逆らえないのだ。バロットはすぐにそれを理解した。その理由も理解した。どうしてかわからないが、このネズミには一瞬で相手の心を察する力があった。その心の価値を見極め、判断する力も。当人以上に。そんな力は想像したこともなかった。


　少女とネズミはじっと見つめ合った。そうすることがひどく自然だというように。


「スポットライトでも当ててやろうか？　お二人さん？」


　取り残されたドクターが真剣な顔で言った。





第２章　混合気　Mixture









　　　　　１







　店内の音楽はスローで、ピアノとストリングスが申し訳程度に輪郭をかたどり、眠気を誘うように響いている。だが深夜を前にしてバーに入る客は増え、街のイーストサイドでは決して聞かれることのない大きな取引が、新種の麻薬のように客を燃え上がらせた。


　都市の北側にある、戦後の繁栄を表現したようなホテルのバーだった。


　カウンターの端では大きな男が一人、目の前のスコッチに手をつけもせず座り、店の雑音を聞き流している。シェルのエア・カーを運転していた男だ。恐ろしく逞たくましい巨体だが体温は低そうだった。その周囲だけ冷気を帯びたような静けさが漂っていた。誰も男に近づかなかった。バーテンでさえ男が注文してから一言たりと話しかけようとしていない。


　かと思うと、その男のそばに、もう一人がやってきた。


「待たせたな、ボイルド」


　シェルは気安く男の隣に座り、鉛色に光る変光カメレオンサングラスを外してバーテンにジンを頼んだ。パウダーを、とシェルがつけ加えると、バーテンは多幸剤ヒロイツク・ピルのカプセルを取り出して中身をグラスに落とした。決して非合法ではないオクトーバー社の目玉商品だった。バーテンはその上からライムを搾り、粉末と果汁が溶け込んだ酒をシェルの前に置いた。強烈な幸福感のせいで商売の判断を誤る者がいるため、しばしば問題視されたが、おおかたの客がそのパウダーを欲した。福祉局はより安全な薬を市販させたがひどく不人気だった。西で違法に濃縮された薬を、バーの支配人が市販の十倍近い額で買ってくる場合もあった。仕入れ先は中央公園セントラル・パークのガーデンプラザで、そこでショッピングする者たちの大半がその薬を買って帰り、自分や、夜泣きする赤ん坊に飲ませた。禁煙や禁酒にも効果があった。西でも東でも、手軽な幸福感を求める者は後を絶たなかった。


「生まれ変わった気分は？」


　ボイルドが訊いた。シェルは薄く笑って、こめかみのインプラントを指で叩いた。


「夢を見ていた気分だ。〝記憶保存クラツプ〟──それが俺の得意技さ。ここにコードを接続してな。光学繊維が前頭葉まで届いているんだ。記憶を抽出して記録化し、頭の中からは綺麗に消去する。そうしないと脳が腐敗するらしい。Ａ10エー・テン手術の後遺症の治療だったんだが、今では色々と役に立っている」


　そう言いながらシェルは最初の一杯をたちまち飲み干し、二杯目を頼み、掠かすれたような笑いをこぼした。


「頭をいじらせてやるといえば、どんな病院もフリーパスだ。まるでお姫様扱いさ」


「データはどうしている？」


「患者の虫歯をほしがる歯医者がいるか？」


「データをコピーされている可能性は？」


「限りなく低い。ポーカーで相手がブタのまま限度一杯に賭けてくるようなもんだ」


「そういう事態は、あんたの人生の中でどれだけあった？」


「さあ。なにせ、夢の中のことなのでね」


　シェルは幸せそうに微笑んだ。手にしたグラスのように冷ややかで、割れたときの鋭さを思わせる笑い方だった。


「最も新しい記憶は、ようやく取引の準備が整ったってことだ。上の言いなりじゃない、俺の取引だ。チップは俺の記憶。場のカードには、お前という切り札がいる」


　言葉の最後でボイルドを鋭く一いち瞥べつした。ボイルドは黙ってうなずいた。


「ケチな博打屋ピジヨンが俺の始まりだ。すぐに花形ギャンブラーになった。カジノを任され、金を綺麗にしながら増やす方法をいくつも考え出した。連邦政府に入る予定の政治家の卵どもを格安でカジノで遊ばせた。そいつらが親の使いで企業に流す金を、うちの換金所でプールさせた。どんな汚い取引もやった。だがそれだけで終わってたまるか？」


　歌うように言って二杯目を飲み干し、三杯目を頼んだ。薬のおかげで上機嫌だった。


「金持ちどもの便所を掃除するメイドどもと何が違う？　メイドどもは便所の汚れとベッドの面倒をみる。俺は金の汚れと賭事ベツトの面倒をみる。大した違いはない。だから俺は取引をしたんだ。やつらの一員になるために。多くの人間にとって過去はかけがえのないものだ。しかし俺は全てを綺麗に捨てて新しい人間になれる。俺は殻シエルだけでいい。中身は後で入れる。栄光の器──それが俺だ。それを何度も、やつらに見せてきたんだ。そして俺が綺麗にしてきた汚れを思い出したとき、やつらは初めて取引に応じた。俺が無駄に記憶を捨てたとでも？　冗談じゃない。ちゃんと記録化して、俺にしかわからないところに隠してある。これが俺のストレートフラッシュだ。やつらはこのゲームから降りられない。これは俺のゲームだ。そしてお前のゲームでもある。そうだろう、ボイルド？」


「あんたとは、雇い主として以上にうまくやれると思っている」


　ボイルドは言った。それでシェルは落ち着いたようだった。にやりと笑い、訊いた。


「で、俺に何の用だ？」


　ボイルドは畳んだ新聞をカウンターの上に乗せ、小さな事件記事を指さした。


「マルドゥック・スクランブル‐０９オー・ナインが発令された」


　シェルはジンを飲み干し、記事を読んだ。四杯目を頼み、今度は読まずに見つめた。


「誰だ、この女の子？」


「ルーン[image: ]バロット。あんたの夢の中で、死んだはずの女だ」


「夢……？」


　シェルは不思議そうに繰り返し、


「人の遺灰を圧縮してダイヤを作るんだ。骨格にもよるが十代の少女なら平均して一体につき六つは作れる。成人女性なら八つだ」


　大事な商売の話でもするようにそう説明した。


「いつも俺が身につけるのは首から上の灰で作ったものだ。不純物が少ないから透明感が出る。手足は意外に小粒になるし腹部は色が濃くなるからな。俺は灰を混ぜさせない。質量分析にかけて綺麗に分けさせる。とても綺麗に。俺は今、全部で四十七個の指輪を持ってる。母親の遺灰で十個作れた。後は、四つ、六つ、七つ、七つ、六つ、七つだ」


　シェルは何かの勘定でも諳そらんじるように呟き、そこで眉をひそめた。


「八人目がいない」


「あんたが金を握らせた警官ハンターどもに回収させるはずだったブルーダイヤの原料が、まだ生きて動き回っているということだ」


「いつ委任事件が成立した？」


「先日、第一次法廷取引があった。そこで女が、何らかの情報を法務局ブロイラーハウスに流し、身分操作および殺人未遂の事件を委任している。生命保全プログラムが実施されただろう」


「委任事件担当官が──薄汚い事件屋どもが、バックにいる証拠だ。調べたか？」


「問い合わせてみた」


「お前は、これまで雇ってきたどんなボディガードよりもタフで頭がいい」シェルは惚れ惚れするように相手を眺めて言った。「雇用金額も桁違いだが、文句はなしだ。優秀な軍人として海を越えて大陸の敵国に侵攻した経験があるっていう点が特に気に入ってる。俺は脳障害者で、軍人にはなれんからな。お前を見ているだけで、これほどのプロフェッショナルを雇っているんだと嬉しくなる」


　ボイルドはにこりともせずシェルが話し終えるのを待っている。シェルは肩をすくめ、


「雇い主から評価されたんだ、少しは喜べ。──まあいい、それで事件屋は？」


「ウフコック[image: ]ペンティーノ」


「奇妙な名だな。大陸系か？　戦中にこっちに亡命してきたとか？」


「いや……命名した人間の先祖がそうなんだろう。本人は、どこの出ともいえない」


「知っているのか？」


「以前、組んでいたことがある」


　シェルの顔に驚きが広がった。


「お前の元相棒？　有能なのか？」


「かなりな。あいつが法規的優先権を得るのに一日もいらない。あらゆる証拠を押さえにかかり、あんたが抱えている取引の内容も、すでに嗅ぎつけている可能性がある」


　シェルは新聞記事の写真に目を向け、憎々しい調子で核心を突いた。


「あるいは俺を狙うため、わざわざ女に目をつけたかだ」


「不思議ではない。あのネズミの鼻は誰よりも鋭い。だからこそ今の沈黙が気になる」


「元相棒をネズミ呼ばわりか。よほど仲なか違たがいしたらしいな」


「腕利きプロフエツシヨナルのネズミだ」


　警告するようにボイルドが言った。シェルは大して気に留める様子もなく肩をすくめた。


「これは俺のジャック・ポットだ。誰にも邪魔はさせない。生命保全プログラムさえ適用されなくなれば、事件屋が干渉する権限もなくなるな？」


「そうだ。当事者の死亡または失踪で、事件不成立だ」


　シェルは頼もしげに微笑み、ジンを飲み干した。


「頼んだぞ。それと例の医者たちだが……確かに、俺以外の人間にジャック・ポットの可能性があるのは、好ましくない。言っている意味がわかるな？」


「ああ」


「お前こそ俺の切り札だ、ボイルド」


　シェルは悠然と席を立った。断りを入れるようにボイルドが言った。


「人を使う。金が必要になるだろう」


「一人では無理か？　どうせ集中治療室で棺桶に首まで入ってるような女だろう？」


「使い捨てだ。あんたの過去と同じように。あんたは過去を捨てるたびに鋭くなっていく。それと同じように、確実にことを運ぶためだ」


「雇い主の扱い方を心得た男だな、お前は。後で隠し預金エツグ・イン・ネストのキーナンバーを教える」


　ふとシェルが真顔になって自分の左手を見た。そこだけ指輪を嵌はめていない薬指を。


「不思議だ。記事を見たとき、その女のことを思い出せないまま指が疼うずいた。エンゲージリングにしてしまいたいほど特別な女だったのか？　それとも、ただの気分なのか？」


　ボイルドは答えない。シェルが馬鹿馬鹿しそうに笑った。


「女の記憶だ。それが必ず俺の中でストレスになる。女が俺の脳を破壊するんだ。たかが女なのに」


「たかが二十グラムの弾丸で人は死ぬ」


　ボイルドが言った。シェルは微笑んだ。濃い紫に光るサングラスを手に取ってかけ、


「俺に指輪を届けてくれ」


　そう言って立ち去った。ボイルドは見送りもせず、カウンターに置かれたままの新聞の記事に静かに目を向けている。その口から感情のこもらない低い呟きがこぼれた。


「これでまた、お前に会える。ウフコック」





　ドクターはディスプレイに向かって最後の動作を終えたところだった。バロットがオフィス・ルームに入ってくるなり、肩の上のウフコックがきっぱりとした調子で訊いた。


「事件当事者バロツトの出廷についての態度、保留できるか？」


　ドクターがぽかんとなり、たちまち怒りをにじませて声を荒らげた。


「何の冗談だ？　僕がたった今、何をしたかわかってるのか？　もちろん、検事との通信記録を申請ファイルに添えて法廷事務局に送信したところだ。第一次法廷弁論の調整をモニター上で終わらせちまったんだ。卵を割った後で、中身を殻の中に戻せってのか？」


「まだ卵は焼いていない」


「じゃあ、たった今、相手側へ全力疾走し終わったメールデータに、実はまだ料理の仕方を決めていないんですと言ってみろよ。今さら──」


　はっとドクターが言葉を切った。目を伏せて突っ立ったままのバロットを、まじまじと見つめ、それから驚きを浮かべてディスプレイを振り返った。


「まさか……。信じられない、この一瞬で……」


　ドクターはディスプレイに顔をくっつけるようにして送信したばかりのデータを確認した。完全に空っぽになっていた。真っ白に。宛先もなかった。すぐ横に指定された新規の別ファイルがあり、それを開くと、送ったはずのデータがあった。まるで魔法だった。


　ドクターが中腰の姿勢から背を伸ばし、バロットを見下ろした。


「君の電子攪拌スナークの機能適性は素晴らしい。普通は干渉の速度についていけず精神が参ってしまう。電子的干渉をそのレベルで行えた者は、僕が知る限り、過去たった一人で、彼はそもそも植物状態の人間だった。参ってしまうはずの精神自体が希薄だったせいで自由自在に操作スナークを行えたんだ。でも君は正常な意識を保ったまま、ほぼ全身を同レベルにまで加速させている。それは危険だし、術後三百時間足らずで識しき閾いきレベルの限界に挑戦することを僕は決して推奨しない。で、君の特性を検証するついでに、出廷を拒否する理由を知りたい。この隠れ処シエルに永遠に閉じこもっていたいの？」


　バロットは無表情にうつむいている。肩のウフコックが困った顔でドクターを見た。


「まるでマスコットだな、ウフコック？」


　きつい口調でドクターが言った。バロットが身を強こわ張ばらせた。だがその視界の隅で、ウフコックは泰然と肩をすくめている。まるでそれが自分の仕事だと言わんばかりに。


　ドクターが深い溜め息をついた。


「彼女は法廷での説明義務アカウントと応答責任レスポンスに応じなければいけない。そのこと、ちゃんと彼女に説明したか？　そうしなきゃ、この先一歩も進めず、敵が殺し屋を放つのをただ待つしかなくなるってことを？」


　ポーン、と音がした。ドアベルに似た、メールデータの着信音だ。先ほど真っ白にされたメールデータが宛先不明で送り返されていた。それだけでなく、ファイルの真ん中に、ぽつんとテキストが表示されていることにドクターが気づき、怪け訝げんそうに覗き込んだ。


　──味方は一人もいないノーバデイ・ノーウエア。


　ドクターがまたバロットを振り返った。先ほどよりずっと穏やかな調子で言った。


「これが君の応答責任レスポンスってわけ？　……つまり、我々が信用できないと？」


　猫なで声というのではなく、やっとわけがわかってきた、というふうだった。


　だがバロットは小さくかぶりを振った。ポーン、とまた同じ音がした。同様のメールデータが文面を変えて現れていた。


　──怖い。


　ドクターが何かを言おうとした。続けて、ポーン、と音がした。


　──裏切られたくない。


　宛先のないメールに、一言ずつ、そう書かれていた。


　ドクターが立ち上がり、まっすぐ背筋を伸ばして演説でもするみたいに言った。


「僕らは決して君を裏切らない。全力で事件解決に向けて努力する。どんな危険があっても、君を置き去りにして逃げたりはしない。そうだろう、ウフコック？」


　だがウフコックは困った顔をしたまま黙ってドクターを見ている。


「おい、なんとか言えったら」


　またポーンと鳴った。ドクターがディスプレイを見た。


　──あなたたちは、ずっと私を覗いてた。


　ドクターがぽかんとなった。さらに着信音が鳴った。


　──あなたたちは、私を生き返らせてレイプした。


　ドクターは愕然とした様子で、どすんと椅子に腰を落とした。


「レイプ……？」


　バロットはうつむいている。強気でメッセージを伝えたというより、隠し秘めていた言葉を、うっかり覗かれたとでもいうようだった。決して目を上げず、怒鳴られたり、あるいはもっと酷ひどいことをされる覚悟で、自分の足に履かれたスリッパを見つめていた。


　茫然自失といった感じのドクターが、なんとか声を絞り出すようにして言った。


「……僕は、政府の研究チームに迎えられた際、二百通りのカウンセリングを受け、人権の尊重と、深い倫理理解と、道徳観念を叩き込まれた。カウンセリングの海に溺れたせいですっかりインポテンツになってしまったくらいだし、それが原因で妻とも別れた。今では自分の性的不能を誇りにしてる。ときどき自分が聖職者になった気がするし──」


「あー、ドクター……」


　ウフコックが言葉を差し挟もうとしたが、ドクターが逆にそれを遮さえぎった。


「いいだろう、完璧な説明義務アカウントを証明しよう」


　声に怒気があらわれていた。バロットがびくっと肩をすくませた。だがドクターは最後まで丁寧だった。冷静ではなかったが、言葉以外の手段を用いようとはしなかった。


「第一に、我々は最優先で君の生命を保全した。だが病院には運べない。すぐ敵に連絡がいって、他ならぬ病院で君はとどめを刺される。で、やぶ医者ダツクである僕の出番だ。君の命を救うには単なる皮膚移植じゃダメだった。皮膚が安定する前に君は神に召される。そこで僕の技術の出番だ。その点で、君と合意していると思ってるんだけど、そうでしょ？」


　バロットは相手を見ずに小さくうなずいた。ドクターはただ言葉だけを──淫売とか上玉のお嬢ちゃんとかいった言葉を使わず、純粋に説明に必要な言葉を──バロットにぶつけた。この部屋に来る前に、ウフコックが言ってくれた通りに。


　バロットにはそれで十分だった。それがバロットの哀しさだとドクターは気づかなかったが、ドクターはドクターで、それどころではなさそうだった。


「第二に、今後、事件を解決に向かわせるためには、君自身にも抵抗力を持たせる必要があったんだ。それに関してはウフコック君から証言してもらいましょうか」


　自分だけ悪者になるのはたまらない、というようにウフコックを指さした。


　ウフコックはちっちゃな手で頭をかき、仕方なさそうにドクターのあとを続けた。


「オーケー、俺の応答責任レスポンスだ。まず、公共の警備機構に君の身柄を預けるのも手だったが、暗殺者が潜り込んでいても、委任事件が認められる前の我々ではチェックする権限がない。そこでまず我々が君をガードしつつ、君に抵抗力を持ってもらうのが妥当だった」


　ポーンと一つ音が鳴った。


　──抵抗力？


　ウフコックは、バロットの肩から身を乗り出してその文字を読み、優しく言った。


「たとえば護身術とか、銃の使い方とかだ」


　ポーンとまた一つ鳴った。


　──無理。兵隊になんかなりたくない。


　ウフコックはドクターに向かって肩をすくめてみせた。


　ドクターがディスプレイに直接触れて、バロットが作り出したデータを同一ファイルにまとめた。バロットの目がちらちらその動作を追った。てっきり全ての言葉を消されると思っていたが、ドクターはそれらを保存した。


　それからバロットに向き直ると、何度かした説明を、言葉を換えて繰り返した。


「僕らは昏睡中の君の識閾野に接触し、全ての技術とプランをぶつけ、コンピュータ上で議論させた。よく植物状態の患者に安楽死を与えるかどうかの判断基準に使われるものだ。で、規定通り六時間を超えたところで議論の結論を見て、さらに六時間、議論させた。両方とも結論は変わらなかった。今の君の体と、この状況は、君が選択したんだ」


　わずかに間があり、やがて、ポーンとドクターのそばで、バロットの応答が現れた。


　──その言い訳エクスキユーズは知ってる。あなたたち男はいつも、お前もそれを望んでたって私に言うから。


　バロットは緊張した顔で、文章を読むドクターの横顔を見つめた。裏切られたくないと告げたときの顔で。その首にウフコックが小さな手をあてている。バロットの勇気を誉めるように。


　遠慮がちな着信音が、ドクターの目の前で、ポーンと鳴った。


　──あなたたちが、噓をついていないことも知ってる。


　ドクターはそれを前の言葉もふくめてファイルにひとまとめにして保存した。まるですくい取るように。それからウフコックに向き直り、深々と溜め息をつくと、ちょっと拗すねたようになって言った。


「お前の心臓に任せるよ、ウフコック。長年お前の内臓はらわたをメンテナンスしてきたからね。その鼓動をバロメーターにするさ。僕は何をすべきかはわかるけど、どうしたらいいかを判断するのは苦手だ。特に、十五歳の女の子に肉体改造を施して法廷に立たせることについてはね、ミス・フェニックス」


　ポーンと音が鳴った。


　──違う。


「でも君のファミリーネームは確か……」


　ポーンと音が鳴った。


　──ルーン[image: ]バロット。


　斜体の文字が現れた。強く望むように。部屋に来てから初めてバロットとドクターの目が合った。


「なるほど、それが君の名前だ。セカンドネームは法的にも認められているしね。事件当事者からこう呼んでくれと言われるのは久しぶりだ。インフォームド・コンセントの促進にも君は適性があるよ、バロット。で、君はどうしたいんだい？」


　するとまたバロットは目を伏せ、うつむいてしまった。


　ドクターは苛いら々いらした様子もなく、椅子に深く座ってウフコックを見やった。


「さっき、バロットが通信販売で注文しておいた衣服が、届いた」


　ウフコックが神妙な顔で答える。ドクターは、それが？　というように両手を上げた。


　バロットはもじもじしながら絶縁体で出来た患者服の裾をつまんだりしてみせた。


「──で、届いた服を着て、少し外出したいそうだ。ランチに。ついでに彼女の操作された市民登録データの調査と解除を行ってくる」


　ドクターの口がへの字に曲がった。


「閉じこもりたいわけじゃないんだな？　ならそう言ってよ」


　バロットは身をすくませたが、ドクターは、ただウフコックに確認しただけだった。


「お前も一緒なんだろ、ウフコック。僕があなたの防弾チョッキですって感じでさ。でも気をつけろよ。事件の初期報道は済んでるんだ。敵が仕掛けてくる可能性は高いぞ」


「彼女が自分の力を確認するには、ちょうどいい相手だろう。俺の有用性を体験するにも」


　ドクターは肩をすくめて立ち上がり、尻ポケットからカード入れを取り出した。キャッシュカードを一枚抜き、差し出してきた。


　バロットはどうすべきかわからず棒立ちになってしまった。ドクターはその手を取ると、驚くバロットをよそにカードを押しつけて言った。


「法務局ブロイラーハウスの福祉補償課への申請は済んでるけど、承認には時間がかかる。とりあえずこれが当面の君の財産だ。ナンバーはウフコックから聞いてね。僕も知らないから」


　バロットは、まじまじと相手を見つめた。今までどんな男も、そういうふうに金を渡してきたことはなかった。ドクターが、ふと真顔になった。


「なるほど……これがテストになるわけか。確かに法廷に出る前にやるべきことだな。君がウフコックを濫用せずに使いこなせることを、心から祈っているよ」


　このときのバロットにはドクターの言葉の意味が理解できなかった。肩に乗ったウフコックと早く二人だけで話したかった。このネズミは、これまで誰も聞いてくれなかった自分の心を、信じられないくらいきちんと聞いてくれた。どんなカウンセラーでも適かなわない的確さで。まだまだ話したいことが沢山あった。理解してほしいことが無数にあった。今のバロットにはそれが全てだった。





　バロットは、この元死体安置所で自分に割り当てられた部屋に戻ると、次々に包みを開け、中身をベッドの上に並べた。黒い革製の服を掲げ、自分の体にあててみせた。タイトな上下で、スカートではなく、ショートパンツだった。デスクの上でウフコックがぼんやりそれを眺め、気の抜けた声を返した。


「あー……うん」


　バロットは肩をすくめ、次の上下を見せた。今度のはロングパンツだったが、上は袖がなく、アームウォーマーを付けるのだということを身振りで示した。


「うん、あー、バロット、俺はドクターの部屋にいるよ。終わったら来てくれ」


　ウフコックはデスクから飛び降りると、二本足でドアまで歩いていった。ネズミにしてはかなりの跳躍力でぴょんとノブに取りつき、ドアを開いた。着地して、そのまま出ていこうとするウフコックのズボンのサスペンダーを、ひょいとバロットがつまんだ。ウフコックが情けない顔で言った。


「俺に、女性の審美眼を求めないでくれ。それに覗き呼ばわりは嫌なんだ」


　バロットはちょっと唇を尖らせ、ドアを閉めると、ウフコックをベッドの上に置いた。それから服を手に、バスルームに駆け込んだ。しばらくしてウフコックが立ち上がり、ベッドから降りた。たちまちバスルームのドアが開き、下着姿のバロットが、ベッドにいるよう手振りで示した。怒るというより不安をあらわにして。怖い、とドクターのデスクのディスプレイに示したときのように。


「わかった。待ってるよ──いや、見守ってるから。大丈夫だ」


　バロットは不安な顔のままバスルームのドアを閉めた。


　ウフコックが、ころりと横になった。人間のように頭の後ろで手を組み、片方の膝の上にもう一方の膝を乗っけて待った。


　ほどなくしてバスルームからバロットが出てきて、ウフコックを見下ろした。


　黒の上下で、袖には中指をひっかける穴があって手の甲を三角形に覆っている。ショートパンツの下に明るい色のストッキングを穿はいていた。髪はあまりいじらなかった。ドクターがバロットの髪の残骸をもとに再現し、移植したばかりであるため、結ったりすると抜け毛が多かった。膝下まであるブーツをこつこつ鳴らし、むっくり起きあがったウフコックに向かって左右に体をひねってみせた。


　ウフコックは、しばらく言葉を探していたが、やっと口を開いて言った。


「いいと思うよ」


　それから、ちょっと首を傾かしげて訊いた。


「きつくないか？」


　バロットはぎゅっと両腕を抱いてみせた。タイトなほうが好きだと素振りで告げた。その上さらに包みからファッションベルトを取り出して腹から腰にかけてきっちりと締め、脚にも締めた。その上に革の上着を羽織った。がんじがらめだった。そうでもしないと奪われるとでもいうように。


　建物を出る前に、いったんドクターのオフィスに寄った。


「ふぅむ……僕の白衣も斬新だと自負しているけど、君の衣装も甲乙つけがたいね」


　ドクターは真面目な顔でそう評した。バロットはちょっと眉をひそめた。


「今日からまた冷え込むそうだ。春先とはいえ油断しないようにね。ちゃんと薬は持っていくんだよ。何カ所か、皮質の安定がまだ不十分だからね」


　バロットは上着の前を合わせるようにし、十分に暖かいということを示した。それから薬を入れたポケットを叩いてみせた。どちらも自然と出た動作だった。まるで口うるさい親に、子供が言葉もなく応じるように。


「さて、行こうか」


　ウフコックが言った。バロットの肩で、ぐにゃりと姿を変えた。ベルベットのチョーカーに変身ターンしてバロットの首に巻きつき、金属片が形作られた。


　ペンダントというよりも軍票ドツグタツグみたいだった。バロットはそれを握り、思案した。手を離したときには、卵形のクリスタルになり、内側で黄色いネズミの絵がウィンクしていた。ドクターが、ちょっと複雑な顔で、そのペンダントを見つめた。


「今回の依頼者は、ずいぶんと僕らに物事のあり方を教えてくれるな」


「様々なサービスへの適応が求められているんだ」クリスタルから真剣なウフコックの声がした。「出廷保留の件で検事と打ち合わせておいてくれ。法務局ブロイラーハウスを動かせるかを」


「法廷は個人感情で動かないよ。ルールにのっとったパワー・アンド・マネーゲームだ」


「だからといって、事件当事者の感情の解決を目指さないゲームをする気はない」


「まあ、ね。僕も建設的な作業を見つけだして、やっておくよ」


　ドクターがぼんやり言った。


「さっきはごめんなさい」


「いや、なに……？」


「あなたを傷つけた。でもありがとう。お金はちゃんと返します」


「返す必要はないけど……君が喋るときはウフコックの声はよしてくれ。気味が悪い」


　バロットは口を開き、ひゅうひゅう呼吸した。ビルの隙間風みたいだった。


「どんな声が自分の声だったか、思い出せない」


　クリスタルがいくぶんか高い声を放った。


「一歩ずつ取り戻していくさ。一つ一つ」


　今度こそ本当のウフコックの声が言った。










　　　　　２







　玄関を出て立ち止まり、暖かな陽射しを浴びながら周囲をくまなく感覚した。


　ウェストサイドの都市の中心部に近い通りだった。すさんだ街ではないことはすぐにわかった。元死体安置所があるとは思えないほど清潔で、曲がり角で女に絡んでくるような男たちがたむろしていることもなかった。自分が知る街角とはだいぶ違った。金をもらっていいようにさせてやっているときとも、金ももらえずにいいようにされているときとも。


「大通りをまっすぐ行こう。電動のレンタカーが借りられる」


　チョーカー姿のウフコックが言った。バロットは歩き始めた。うつむいていたが、やがて顔を上げた。周囲の建物はどれも四階建てそこそこで、こぢんまりとしている。しばらく歩くと小さなショッピング・モールがあった。家具屋、コンピュータショップ、仕立て屋、カフェ、野菜売場──どれも清潔だった。


　ガソリン車が走る交差点に出た途端、軽いめまいに襲われた。ずっと屋内ばかり認識していたせいで、広い場所に出ると意識がついていかなかった。歩道に立って、どうすればいいか考えた。すぐにわかった。自分で範囲を設定した。認識する範囲を。


　半径ほぼ十五メートルの円。それがバロットのエリアだった。


「あれだ。目の前にあるスタンドで車を借りられる」


　交差点の向こうにカースタンドがあった。バロットは緑ウオークになっているほうの歩道を渡り、赤ストツプの信号の下で立ち止まった。信号の精密さが感覚された。それは一秒も狂わずに時計のように機能していた。バロットは信号機の柱に触れ、シグナルを操作スナークした。


　急に点滅し始めた信号に驚いた歩行者が一人、慌てて駆け出すのが感覚された。目で見なくとも認識エリア内にいる一人一人を正確に感覚できた。道路でガソリン車が音を立てて停まり、運転手が、ちょっと意表を突かれた顔で信号を見た。


　バロットは道を渡った。ウフコックは何も言わなかった。


　電Ｅ動Ｅカーのレンタル・サービス店の看板があり、すぐ下に十四歳以上、とあった。妙な驚きを覚えた。自分がいつの間にか十五歳になっていたことに。そして、いまだに十五歳であることに。


「どうした？」


　ウフコックが訊いてきたが、なんと答えるべきかわからず、ただかぶりを振った。バロットがブザーを押すと、分厚い防弾ガラスの向こう側で雑誌を読んでいた店主がこちらを向いた。バロットはレンタルの看板を指さし、首のクリスタルに触れた。


《赤い車を。十五歳です》


　唇も開かず、機械みたいな声を放つバロットを、店主はぼんやり見つめた。


「障害者用のカーもあるけど、どうするね。そのほうが、駐車場代も無料だし」


　バロットは小さくかぶりを振り、キャッシュカードを窓口に差し出した。


「じゃ、まあ、サインしてくれ」


　渡された用紙に、ルーン[image: ]バロットと書いた。住所は、ウフコックがそっとバロットに教えた。明らかに隠れ処の住所ではなかった。ダミーだとウフコックは言った。


「何かあったら、エマージェンシー・ボタンを押してくれ。……電話は使えるのか？」


《大丈夫です》


　今度はやけに高い声になった。店主は不安そうな顔になった。


「壊れないといいな、それ。何かトラブルがあったとき、うちのせいにされると……」


《大丈夫です》


　なるべく穏やかな声に聞こえるよう調整した。店主は車のキーをよこしながら、シートベルトを締めるように、と義務的な口調で言った。


　電Ｅ動Ｅカーは二人乗りで、後部に小さなトランクがあった。キーを差し込むとナビが起動し、ショッピング・モールなどいくつかの進路候補が示された。画面に触れて行き先を設定するタイプで、ハンドルもミラーもなかった。だがもとからバロットはどこにも触れなかった。車の構造を感覚し、機械に意志を与え、操作スナークした。決められるのは行き先と速度だけで、最高速度も電Ｅ動Ｅカーの規定に従っていた。立体視モニターが勝手に観光ガイドを始めた。それをオフにして、ステレオをつけた。


　賑にぎやかな音楽とともにカーが交差点に出た。道路に設置されたナビゲートシステムに従って走り、やがて赤信号で停まった。フロントガラス越しに信号機を見上げた。十分に操作スナークできる距離だった。


「駄目だ、バロット」


　ウフコックが鋭く言った。バロットはぎくりと身を強張らせた。


「君は今、信号機に脅おびやかされているか？　命の危険を感じるくらいに？」


　厳しい声だった。バロットはちょっと唇を嚙んだ。


《どうして、さっきは止めなかったの？》


　やけに悔しくて、直接ウフコックに伝えず、カーステレオに干渉して訊いた。


「君の自制心を見ていた。君の能力は、純粋な抵抗力であるべきだ。俺が外出を許可したのは、そのことを君に学ばせたかったからでもある」


　バロットは、むっとした。信号が変わり、カーが動き出した。他の車がどんどん追い越していった。バロットはカーの速度を上げた。規定のぎりぎりまで。やろうと思えばカーの電子的なロックを外し、上げたいだけ上げることができた。だがそこへまたウフコックの叱り声が飛んだ。


「シートベルトはどうした。君は車をぶっとばして喜びたいのか？　だったら進路をテーマパークに変えよう。マッハ２で飛ぶ戦闘機の体感ゲームがあるぞ」


《どうして急に、優しくなくなるの？》


「守るべきルールを自分で選択してほしいと思うからだ」


　ルール。バロットはかぶりを振った。ウフコックにだけはそれを言ってほしくなかった。


《噓の住所を教えたくせに。噓をつくのはいいの？》


「あれは合法だ。実在する住所だが、持ち主が誰であるかはわからないようになっている」


《怒ってるの？　信号機をいじったから？》


「信号機をいじったくらいでは怒らない。そのせいで誰かが車にはねられても、傷つくのは君であって俺じゃない。誰にも事故の原因はわからないだろうし、俺も君を告発しない。その後で同じような事故が発生したら、俺は君を問いつめるだろう。だが怒りはしない。悲しいだけで」


《調子に乗っただけ。そんなに怒らないで。せっかく楽しいショッピングなのに……》


「約束してほしい。他人に損害を与える可能性がある力の使い方について。君は自分からスクランブル‐０９オー・ナインに関する諸権利を捨てたいわけじゃないだろう？」


《もうしない。そうする前に、考えるから。怒らないで》


「怒っちゃいない。君は高い適性を持ってるんだ。信号機への干渉には驚いた。あれは、そう簡単に遠隔操作できない構造になってるのに。君には驚かされっぱなしで……」


《そんな言い方しないで》


「……ああ、悪かった」


《約束するから》


「ああ。そうか……」


　急に何かを察したようにウフコックが呟いた。その声の調子だけで、こちらがまだ言葉にもしていない気持ちを、ことごとく察知したのがわかった。まるで魔法だった。


「一方的にルールを押しつけるつもりはないんだ。俺がノーと言うのは、力を使う上でのごく基本的な心構えだからだ。それは君を守るものでもある。同じように、君がノーと言えば、俺もそれをしない。決して。君と接する上での基本的な心構えとして。それが君と俺との約束ってことで、いいかな」


　バロットはクリスタルをそっと握った。操作スナークのためではなく。握るだけで気持ちが通じるのを感じた。陽射しと同じくらい暖かな実感だった。それからシートベルトを締め、カーの速度を落とした。





　カーは観光客用の店が密集した地区に入った。そびえ立つトランプ・タワーや、その向こうでさらに巨大な威容を見せるグランタワーに近づいてきた。エア・カー専用の高架道路が頭上に見えた。その下に入るのが嫌で、バロットは行き先をイーストサイドに設定し直した。すぐに歩道も車道も混雑してきた。中流階級者チープ・ブランチのショッピング・モールのそこかしこでフリー・マーケットが見えた。


　交差点で信号待ちをしている間、一人で乗るバロットを見て、同じ電Ｅ動Ｅカーに乗る若い男たちが窓を開けて口笛を吹いてきた。だが彼らが銃を手に、にやにや笑いながら車を降りて近づいてくることはなかった。バロットは彼らを一瞥もせず進路を変えて遠ざかった。追いかけてくることがないとわかってほっとした。バロットは窓を開け、微かに潮の匂いのまじる風を嗅いだ。


　ショッピング・モールの一角にある、レンタル・サービス専用の駐車場で停めた。カーから降りると、健康そうな若い男女が身障者用の無料サービスエリアに自分たちのガソリン車を停めてたむろっていた。レンタカー店で身障者用の車輛を勧められたことが思い出された。もしかすると、彼らのせいで駐車場を探してうろうろするはめになっていたかもしれないと思うと、妙に腹立たしくなった。


　バロットは通りすがりに駐車場の防犯フェンスを操作スナークした。つい手が伸びた感じだった。がしゃんと音を立てて閉まったフェンスに、若者たちがぽかんとなった。その顔が一斉に緊急呼び出しボタンを向き、それを黙って見つめた。身障者用エリア使用の罰金額を頭の中で計算しているのだ。


　──ルールは守らなくちゃいけないんでしょう？


　バロットがクリスタルに干渉して訊いた。怒られるかもしれないという不安と、してやったりという満足感があった。それ以上に、ウフコックがどう反応するか知りたかった。


「……その通りだ」


　ウフコックはちょっと何か言いたげだったが、結局、それしか言わなかった。バロットは自分が正しいことをしたと言われたみたいで少し嬉しくなった。


　モールは賑やかで、澄んだ風が、色とりどりの看板をくぐり抜けていった。


　行き交う人々はみな目的のある足取りで、たまに二人組の警官ハンターが巡回していたが、コーヒーやファーストフードを手に、くつろいでいるように見えた。弱い獲物を見つけて殴り倒そうとしているふうではなかった。彼らにも目的があり、それ以外のことをして歪んだ喜びを得ようとする独特な匂いが、このストリートにはなかった。バロットも周りに合わせて、目的のあるような顔で歩いた。


「紙パ幣イをそろえよう。カードだと、使った額が目に見えないから」


　ウフコックが言った。まるで親みたいに。自分は何も買わない。相手の買い物を見守るだけ。バロットは言う通りにした。手近なキャッシュディスペンサーで、カードを使って紙幣を引き出した。二十ドル札を十枚。多いと怖いから百ドル以下にしたかったが、心配いらないとウフコックに言われ、勧められた通りの額にした。代わりにカード入れに新札の紙幣をぎっしり詰め、上着のポケットの中で一枚だけ抜き出し、くしゃくしゃにした。それしか持ってない、というように。


　その紙幣を使ってモールの露店でバッグを買った。店の男は、しわくちゃの紙幣を受け取ると、サービスだと言って安っぽい革の財布を付けてくれた。バロットはこの街角のルールに従うことにした。ビルの陰で新札をカード入れから財布に入れかえ、バッグにしまった。紙幣を握りつぶす代わりに、自分のエリア内を──半径十五メートル以内の人の動きを、しっかり把握するようにした。


　バッグは引ったくりに合わないよう肩から斜めにかけ、その上から上着を着た。あとはバッグに何を入れるかを考えればよかった。ドラッグストアで化粧品と生理用品を買い、モールをうろうろして品定めをした──洋服や靴、宝石類、電化製品、エスニック・グッズ──ウフコックと他愛ない会話を交わした。あれなら俺の体を使って造り出せばいい、といったことを。


「そろそろ、腹が減ってきたんじゃないのか？」


　ウフコックが訊いた。バロットのバイオリズムを正確に把握しているらしかった。常にバロットの脈拍を計り、同時に周囲に危険がないかチェックしてくれていた。


　──私の好みでいい？


「もちろん。君のための食事だ。俺はあまり必要ないから」


　公衆電話で街のサービスマップを覗き、屋台が並ぶオープンレストランの一画を見つけてそこに行った。白いプラスチックのテーブルと椅子が広場に置かれ、バロットは食器置き場で使い捨てのトレイを一つ取り、屋台を巡った。雑多な人種のるつぼで、どの店員も複数の言語に長たけていた。客と接するうちに自然と覚えるらしい。そして誰もが、一言も喋らない相手に対する接し方も心得ていた。バロットは、紙の器に盛られた料理をトレイに載せて席についた。赤いチャーリー・ソースをたっぷりかけてもらったティック・ヌードルがメインディッシュだった。ゆでたイカや野菜が入っていた。魚のすり身を油で揚げたものと、骨付きの魚を唐辛子と一緒に丸ごと焼いたものを買った。


「器用なんだな」


　ウフコックが、苦もなく箸を使ってみせるバロットに感心した。


「どうしてわざわざ一つの食器を二つの棒チヨツプ・ステイツクスに分けるのか、不思議でしょうがない」


　誉められたのが嬉しくて、バロットは魚の小骨を綺麗に選より分けてみせた。


　──一緒に仕事してた女の子たちの中で、私が一番、使い方がうまかった。みんな私のこと器用だって言ってた。化石の発掘とか、うまいんじゃないかって。


　電子信号でそう伝えた。これはこれで便利だった。食べながら会話できるというのは。


「化石？　それは、将来やりたいこととして？」


　──そう。できると思う？


「君が自分でしたいことを理解しているなら、それは素晴らしいことだ」


　──やってみたいと思うけど、わからない。それしか思いつかないだけかもしれない。


　バロットは遠い昔に死んだものについて考えた。長い年月をかけて石になり、とっくに忘れ去られたものたちを掘り返さなければいけない理由がなんなのか。


　食べ終わるとトレイを片づけ、セルフサービスのウォーター・タンクのところに行き、ドクターから渡された薬を飲んだ。皮質安定剤、頭髪の成長剤、まつげを安定させる薬、大量のビタミン[image: ]サイアミンやカルシウム。飲まなければならない沢山のものを飲んだ。そうしながら化石のことを考えた。渦を巻く殻を。その殻に閉じこもったまま、モップみたいな体で海底を這うものたちを、なんと言ったか。


「アンモナイトとか……そういったものじゃないのか？」


　ウフコックに訊くと、きちんと答えてくれた。そしてモールを進むうち、まさしくその螺旋の群に出くわした。ビルの壁面に映し出された立体ＣＧだった。


　バロットはそのイジェクト・ポスターを売る露店の前で立ち止まった。小さな四角い箱を壁に設置することで、真下の壁に映像を投影してくれるタイプのポスターだ。様々な絵柄のものと一緒に、化石フオツシルの絵が百種類以上入っているメモリーカードが置いてあった。


「少し、趣味のものを買っていくといい。気が紛れるし、あの部屋は少し殺風景だ」


　ウフコックが言った。バロットはそうさせてもらった。イジェクト・ポスターと化石のカードを買い、カードの説明書に目を通しながら歩いた。アンモナイト、オウム貝、三葉虫──生きている姿や、化石化した姿、他の鉱物と混じり合って結晶化し、金や銀やクリスタルに変化した螺旋の殻たち。


　──もう少しだけ、好きなものを買っていい？


「ああ、いいとも」


　バロットはデパートの文具店で子供が使うような電子手帳と六色のマーキングペンを買った。そして通りがかった化粧品店で目についた口紅を買った。ポピーレッドの明るい色とケースが気に入った。それらをバッグにしまうと、嬉しくてどきどきした。ウフコックは何でも理解してくれた。どんどん自分とウフコックが一体になる感じさえした。どこへ行くにも必ず身につけるお守りモージヨーみたいに。


　だがそのウフコックが、あるとき突然、抵抗を示した。


「ストップ、バロット。俺は外で待ってるから」


　チョーカーがぐにゃりと変身ターンしてネズミの姿に戻り、バロットの肩を蹴って跳んだ。


　バロットがその跳躍の軌道を正確に読み、宙でウフコックのサスペンダーをひょいとつまんだ。


「覗き呼ばわりは勘弁してほしいんだ」


　心底情けなさそうに言うので、ウフコックを操作スナークして非常用ベルに変身ターンさせた。ポピーレッドの非常用ベルに。誰も見ていないのを確かめ、素知らぬ顔で壁に貼りつけた。


「見張ってるから。行っておいで」


　夜、小さな子供に言うみたいだった。どこまでも一緒にいてくれるわけではないことに軽い不安と腹立たしさを感じたが、しいて同席してくれとも言えなかった。バロットはちょっと肩をすくめて、女性用トイレに入った。中は清潔で、誰もいなかった。一番奥の個室に入り、ファッションベルトをゆるめ、ショートパンツとストッキングと下着をいっぺんに膝の下まで降ろした。締めつけられていた体が解放され、安堵と不安に同時に襲われた。便座に腰を下ろし、上着から塗り薬を取り出した。真っ白い乾燥防止クリームみたいなそれを腹や太腿にまんべんなく塗った。代謝した皮が、ゆで卵の薄皮みたいに剝むけた。それらをはらい落とし、余った薬を肩や肘にも塗った。


　そのままトイレに座り、おしっこが出るのを待ちながらドアを見つめていた。落書き一つないリノリウムの壁を。違和感があった。用を足しながら、その感覚の理由を考えた。


　おしっこは薬の匂いがした。日に二十八錠もの薬を飲まねばならないせいだった。だが向精神作用の薬は一つも処方する必要がないことにドクターが驚いていた。君の精神は素晴らしく強靭だとドクターは感心した。しかし薬で強靭になれるのならそのほうがいいというのがバロットの考えだった。


　用を足し終え、ビデを使って洗い流し、全てを水に流フラツシユした後も、薬の匂いが少し残っていた。衣服を整え、脱ぐ前よりもきつくファッションベルトを締めた。


　それから、先ほどの違和感の原因へ手を伸ばした。正体は、便器と排水ボタンをつなぐ管に設置されたバルブだった。バルブはひねるとすぐに外れた。軽く振ると、中心から、指先ほどの超小型カメラが出てきた。盗撮用の隠しカメラだ。その手の雑誌やネットサービスのための。清掃員やデパートの店員がアルバイト代わりに手を出す商売だった。


　バロットはカメラのチップに干渉し、操作スナークして数百時間分の撮影データを勝手に造り上げてやった。デパートのマスコットの着ぐるみを着た誰かが、カメラに向かって延々と手を振り続ける映像を。それからカメラを元に戻し、バッグから口紅を取り出して、


　──ちょっとしたホラー


　とバルブのすぐ脇の壁に書いてやった。それからこう付け加えた。


　──警告


　バロットは個室を出て手を洗いながら、純粋な抵抗力、と心の中で呟いてみた。デパートの人間にカメラの存在を教えたところで、あの手のしろものが消えてなくなることはなかった。そうした商売がなくなれば困るという人間さえいた。バロットは清掃員や警備員に渡される金のことを考えた。さくらの女性に支払われる金のことを。


　バロットが出てくると、非常ベルがぐにゃりと金色のネズミになって肩に飛び乗り、そのままするりとクリスタル付きのチョーカーに変身ターンした。


「ずいぶん時間がかかっていたな」


　──覗きのせい。トイレにカメラがあったから。少しいじってやってただけ。


「カメラ……？　ああ、女性の肉体を視覚的に把握するため、非合法に設置されたものか」


　──本当にわかって言ってるの？


「君の今の感情は理解している。君は今、怒っている。とてもね。苛立いらだっているし、恥ずかしがっている。口く惜やしさもある。君からはそういう匂いがする」


　──匂い？


「体臭だ。俺みたいなネズミは、相手の感情を体臭で理解する。知らなかったかい？」


　いきなり種明かしをされてバロットは戸惑った。それがすごいことなのか、大したものではないのか、よくわからなかった。ただ、先ほどまで感じていた一体感に水を差され、バロットはクリスタルを、こつこつ指先で叩いた。激しく。悲しみを込めて。


　──私は、あのカメラにわざと映されることで、いくらもらえるか知ってる。


　ウフコックは確かに、バロットの感情を理解してくれた。どんな感情を抱いているのかというのではなく、抱かざるを得ないことの悔しさを。


「ああ……すまない。正直に言えば、君が今、どういう気持ちでいるかは完全にはわからない。俺には想像力が足らないんだろう。俺は女ではないし……人間でもないから」


　急に自分の中で何かがほぐれる感じがした。自然と微笑みが浮かぶのがわかった。


　──あなたは人間よりも優しい。


　チョーカーのクリスタルを握りしめた。車の中で叱られたときのように、それだけで心が通じる実感があった。やはりそれは大したことなのだ。奇跡的と言っていいくらいに。


「この上にカフェがある。そこで、一緒に仕事を片づけよう」


　ウフコックが言った。十分に観察し、気遣った上で、背中を押してくれているのが感じられた。仕事をすると言われて嬉しい気分になったのは生まれて初めてだった。





　デパートの最上階でウフコックが指示したカフェに入った。眼下に港町のごみごみした風景が広がり、彼方に海と空の間の細いラインが見えた。座席同士は十分に離れていた。仕事をする上でそれが重要だとウフコックが言った。喋るネズミの姿は見られたくないと。


　バロットは注文を取りに来たウェイターにメニューを指さしてカプチーノを頼むと、テーブル上のディスプレイを開いた。ネットサービスにアクセスしかけ、その手を止めた。


　──少しだけ、趣味の話をしていい？


　覗きのせいですっかり忘れていた。ウフコックは快く承諾してくれた。バロットはバッグから買ったばかりの電子手帳を取り出した。化石のＣＧの説明書と六色のマーキングペンをテーブルに並べ、黄色を選んで説明書の見出しの文字の一つをマークした。それから電子手帳を触れることなく操作スナークし、マークした言葉を入力した。大きな螺旋形の貝の名を。そして個人的な感想を付け加えた。殻の色が綺麗とか、生きてるなら飼ってみたいとか。


　──辞書を作るの。私のオリジナル。


「すごいな。将来は言語学者か、詩人になるのかな」


　──本当はちゃんと学校に行って、みんなと同じ辞書がほしかった。私ぐらいの子がみんな行ってるような学校で。これは、その代わり。私の自習教室。


「行けるさ。事件の解決と同時に、再入学を申請すればいい」


　──無理。親のサインが必要だから。それがないと施設に入れられるの。あそこには戻りたくない。


「君の両親は、確かまだ健在だと……」


　──私のこと子供だと思ってないから。自分の子供だとは。


　そう告げたとき、若いウェイターが飲み物を持ってきて言った。


「レポートですか？　学校の？」


　バロットは手を止め、相手を見上げた。まだ二十歳にもなっていなさそうなウェイターが白い歯を見せて笑い、テーブルのディスプレイを指さした。


「それでかなりのことは調べられますよ。図書館のアクセス権もありますから。制限は二時間ですけど、延長したかったら言ってください。こっそりつなげられるかもしれない」


　バロットはうなずき、チョーカーを握った。この若いウェイターが、どこの学校に通っているのかといったことを尋ね出す前に、電子音声でこう告げた。


《ありがとう。延長したいときは、こちらから頼みます》


　ウェイターの顔がはっきり強張った。戸惑ったように体をすくめ、バロットに失礼なことでもしたように恥ずかしそうな顔をした。少なくとも、この女は喉の機械さえ剝ぎ取ってしまえば声が出ないのだ、という理解の仕方をするタイプでないことはわかった。


　バロットはテーブルの上のものを片づけ、バッグにしまった。ウェイターはしばらく黙って見ていたが、やがて他の客が呼ぶ声に応じてその場を立ち去った。悪い青年ではなかった。プライドの問題だった。青年とバロット、両方のプライドの。


　──仕事をしましょう。


　バロットが告げた。ウフコックがぐにゃりとネズミの姿に戻ってテーブルの上に飛び乗った。ウェイターがこちらを見ていないのを確かめながら、さらに接続機器に変身ターンした。


「試してみてくれ」


　デパートの案内映像を映し続けているディスプレイの脇からコードを引き出し、ウフコックに接続した。めまぐるしく画面が変わった。ウフコックの操作で、デパートのナビゲーションから、比較にならないくらい多岐に渡るユーザーサービスへつながっていた。


「シェル[image: ]セプティノスが偽造した君の市民登録データは我々が押さえた。このデータへの無許可アクセスはハッキング罪になる。アクセス権は十三種類のパスワードの他、接続機種で照合。つまり俺を通してしか、この情報にはアクセスできない」


　バロットはデコード中の画面を見つめながら、あの隠れ処で割り当てられた部屋を思い出していた。内側から鍵をかけておける部屋だ。鍵は二つあった。一つはドアノブの電子式ロックで、外からドクターでも解除できた。もう一つがチェーンで、これは純粋にバロットのものだった。この都ま市ちでドアのチェーンがどれほど役に立たないか、バロットもドクターも知っていた。しかしこのチェーンは特別だとドクターは言った。そう簡単には切れない。なぜならウフコックが作ったからだと。バロットはそれで安心した。


　メイド・バイ・ウフコックのチェーン。ドアをしっかり閉じていてくれる鎖だった。


「開いた。これから一つ一つの項目をチェックしていくが、いいかな？」


　バロットは接続機器に手を重ねた。ウフコックの温もりを感じた気がした。


　──いいわ。


　十分に心の準備を整えてから告げた。


　実際、それはひどかった。こうも自分の人生に落書きされているとは思わなかった。


　ダイアナ・レインという名前をはじめとして──それがそのデータ上でのバロットの名だった──ありとあらゆる項目が虚偽だった。出生地。誕生年月日。髪や肌の色。血液型。両親の名。家族構成。経歴。住所。電話番号。キャッシュカードの使用記録。市のネットサービスへのアクセス履歴。アンケートの回答。メーリングデータ。友人への手紙の内容──全て噓だ。シェルはいったいどこからこんなデータを手に入れたのだろうか。それとも全て自分の手で書き込んでいったのか。これほど執拗に誰かを自分の好きなように書き換えようとするシェルの異常さを感じてぞっとなった。


　しかもそれらは、ただの落書きではなかった。驚くほど美しかった。もともとの絵がどれだけ醜いものであるかを知らしめるための残酷な上塗りだった。あらゆる項目をウフコックがディスプレイ上で指摘し、そのつどバロットがウフコックに干渉して別個の参照用ファイルに自分本来の姿を記していった。美しい虚飾の下から、ねじくれた化石たちを掘り起こすように。


　初めて──そして最後に、このデータにアクセスしたときのことをバロットは思い出そうとした。そのせいでシェルに焼き殺されることになったアクセスの瞬間を。そのとき自分はこの虚飾を与えてくれた男に感謝したろうか。思い出せなかった。ただ自分の間抜けさが恐ろしくなった。


　完璧な殻シエル──自分の心に、やすりをかけるようなものだった。そのデータではバロットは十九歳だった。家族は中流階級の出で、ひとことで言って健全だった。兄が父親を障害が残るほど痛めつけた後で、刑務所に入れられるようなことはなかった。母親がアルコール・麻薬中毒者救済協会から妊娠について体外受精の義務や出産制限を設けられることもなかったし、そのことにコンプレックスを抱き続けた母親がバロットをクズ扱いしたりもしなかった。


　そこでは父親は健全なサラリーマンだった。港湾の過酷な労働で末端神経症にかかったりせず、職を失った絶望感から娘にすがりついてバージンを奪ったりすることもなかった。バロットは普通の学校に通い、福祉施設で性的な悪戯を受けることもなかった。何人かで施設を脱走した後で、それよりもさらに辛い、体と心を切り売りする仕事をする必要もなかった。


　夢のような家庭──人生。涙も出ず、ただ深い失望と憎しみを抱くだけの人生ではなく。


「こちらで把握している君の本来の登録データを表示する。確認してくれ」


　画面下にそれが現れた。バロットは自分の正しいデータを見た。十五歳。ＢＯ型。登録住所／イーストサイド／フェザーワット通り十六番地。父／ジョエル・フェニックス。母／リタ・フェニックス。兄／ショーン・フェニックス──次々に表示される情報に間違いなかった。ウフコックが知らないことはバロットが教えた。何か罪深い行いを告白している気分だった。ウフコックはバロットのデータを確認しながら、広大なネットワークから関連した情報を大量に収集していた。


「なるほど……シェルが君に対して行った悪事ビジネスの仕組みが、わかってきたぞ。やはり、あの男が切り回している違法金融の一つだ。この個人データでは過去六カ月間で、君は十七万件近い買い物をしたことになっている。これは商品自体が架空で、実際に売買されてはいない。問題は金の動きだ。まず偽造した身分を君に与え、君が使い込みをしたように体裁を整える。偽造されたデータでは君はオーガスタ銀行の女性社員だ。この銀行はオクトーバー社とベッタリくっついているし、政府の人間も絡んでいる。まず、コンピュータに架空の預金データを打ち込み、偽物の預金証書を作成する。ただし本人から一度もアクセスのない名義は、手続きの対象にならない。ここがポイントだ。君がアクセスした瞬間、ほとんどの手続きが自動的に行われるんだ」


　バロットは心臓が毒を吐き始めるのを感じた。自動的な手続き。バロットの死もふくめて。なんで私なの？　その答えの一部を突きつけられ、驚くべき憎悪を感じた。


「偽造された君の書類に架空の賃金設定書を付けてノンバンクから金を流す。何百万ドルという額だ。ただしノンバンク側の資金調査に時間がかかる。その前に事件成立が認められれば、我々にも攻め入ることができるが……なるほど、ここでシェルの脳が問題になるんだ。おそらく一連の記憶は、彼の中から消えている。不正金の洗浄マネーロンダリングならぬ、精神の洗浄サイコロンダリングだ。彼の記憶について法務手続きが行われている間に、資金調査は完結する……」


　ウフコックは自分の憎しみのにおいを嗅いでいるだろうか。きっとそうに違いない。そう思ってバロットはゆっくりと息を吐き、心臓の鼓動を鎮めようとした。だが体中で憎悪が血肉の一部になって脈打つのを止められなかった。その途方もなくどろどろした感情についてウフコックは何も言わないでいてくれた。


「決済が終わり、シェルの脳からも今回の記憶が全て消えてしまえば、我々には何も手が出せない。だが逆に──シェルの記憶が、どこかで記録されていれば……」


　バロットには仕組みの全てを理解することはできなかったが、それでも、自分の命を奪う歯車を自分で回したことはわかった。バロットがそれを回すことをシェルは知っていた。自分が何者として扱われているか、知らないでいられる者などいるはずがなかった。


　最終的にまとめられた書類は、二百八十カ所にも及ぶ身分操作に対するものとなった。それが出来上がるまでにバロットはカプチーノをもう一杯頼んだ。先ほどの青年は、自分を呼ぶバロットにほっとしたような顔でウィンクしながら、サービスでクッキーを付けていった。青年が二杯目を持ってきてからずっと、韻を踏むあの歌が聞こえ続けた。


　──皿デイツシユ、洗うウオツシユ、壊すクラツシユ、潰すマツシユ……


　口にふくんだカプチーノがはっきりとした爆煙の味になった。


　──めちゃくちゃハツシユ、ちくしょうガツシユ、腐った卵ジヨツシユ、ぶん殴るバツシユ、向こう見ずラツシユ……


　やがて地獄の沼に顔を突っ込むような作業が終わりに辿り着き、バロットはまばたきもせずディスプレイを見つめた。砕かれた殻の腐りきった中身を。涙も出なかった。不思議なくらい頭が冴えていた。心臓は毒を吐きながら、ゆっくり鼓動していた。鼓動の合間に、化石と化した真実が生々しくよみがえった。


「これだけ精密な書類を、この短時間で揃えられるとは思わなかった」


　──これ以上は耐えられない。


「よくやった。あとは、これを法務局ブロイラーハウスに送るだけで良い」


　書類が圧縮されてメールデータに変換された。ウフコックの操作だった。バロットは本当にディスプレイから目が離せなくなった。まるで鋭いナイフを突きつけられたように。


　──送る？　人に見せるの？　これを？　私の過去が本当はどんなものかってことを？


「……ああ、そうだ」


　メールは送信されなかった。バロットはまだ、イエスともノーとも言っていなかった。


「バロット……」


　──少し待って。お願い。私を理解して。


　もっとタイトに自分を締めつけるものがほしかった。そうでなければ粉々に吹き飛んでしまいそうだった。やや間があってから、ウフコックが遠慮がちに言った。


「……こういう考え方はどうだろう。これは化石の発掘なんだ。こわもての動物たちが次々に地面の中から現れる。だが、ご存じの通りみなすでに死んでいる。どんなにそれが凶暴な種族であったとしても、今は石と化して安らかに眠っている」


　──そんなに私を傷つけたいの？


　顔を伏せて歯を食いしばった。ナイフで実際に刺されたように体が強張った。


「君が生きているのは現代で、恐竜が生きていた時代じゃない。かつて存在した者たちは、そこにいたという事実の中でのみ生きている。今ここで本当に生きているのは君だ」


　──待って。あと少しだけ。


「この書類を消してしまってもいい」


　──そうしたら困るんでしょう？


「かまわない。それが君にとって化石を処理する一番の方法なのだとすれば」


　バロットのほうがぎょっとなった。ウフコックが本気なのはわかった。その行為が深刻な事態を引き起こすということも。


　この人は相手がノーと言えば、本当にそれをしないのだ。驚きとともにそう信じることができた。信じられることが何よりの支えだった。裏切られないという確信。それが世界に満ちてさえいれば麻薬も銃も必要ないのだと、何年も前に兄に言われたことを思い出した。味方は一人もいないノーバデイ・ノーウエア。兄はその言葉を妹に残して、父親を銃で撃ち、刑務所に行った。


　バロットはディスプレイを見た。意識から周囲のものが消えてなくなり、在あるのはただ自分と、ディスプレイに浮かぶ在りうべき笑えない冗談ジヨツシユだけになった。腐った過去ジヨツシユだけに。そのせいで、そばを通りがかったウェイターの青年に気づかなかった。


　ウェイターは先ほどからバロットに近づいては遠ざかっていた。まるでチップをもらい損ねた荷物運びのボーイみたいに。その前でバロットは両手を膝に置いたまま操作スナークしてメールを送信した。それから視線に気づき、はっと顔を上げた。ウェイターはバロットに驚いていた。プライバシーに関わるものを覗いてしまった、というのではなく、純粋にバロットの能力に。だが目が合うと、きっと何かの見間違いだろう、というような笑みを浮かべた。バロットはにこりともせず目を逸らした。


　ウェイターはバロットのチョーカーが消えていることにも気づいていないようだった。しばらくその場に突っ立っていたが、居心地悪そうに小さくうなずいて立ち去った。その背にバロットは苛立ちにまかせた冷たい一瞥を投げた。気づけば書類が無事に送信されたことを示すマークが現れていた。バロットはバッグから乱暴に口紅を取り出し、キャストをひねってポピーレッドのそれでディスプレイに落書きした。


『啞スイツチ、淫売ビツチ、魔法使いウイツチ、罪深いレツチ』


　特に考えてした行為ではなかった。ただ、そうでもしなければ気が済まなかった。


『それが、私ウイツチ・アイ・アム』


　そう付け加え、口紅をしまった。


　接続機器がぐにゃりとネズミの姿に戻り、落書きを見た。それからバロットを見上げた。バロットはそっぽを向いて飲みかけのカプチーノに口をつけ、カップにこびりついたミルクを舌で舐め取った。じっくりと。いやらしく。それから、ついにウフコックの視線に耐えかねてカップを置き、ディスプレイに手を伸ばして指先に意識を集中させた。ぴりぴりと電気を感じた。ディスプレイに塗りつけた口紅がぱらぱらと剝がれ、落ちていった。


　ウフコックが目を丸くした。バロットは与えられた能力を適切に応用した。全てを綺麗に払い落とすまでに五秒とかからなかった。ディスプレイの縁に降り積もった口紅の屑を指でつまみ、黒ずむまで揉んでから、それをウフコックの目の前に持ってきた。


《これが、私》


　ディスプレイに干渉して電子音声で告げた。


　だがウフコックは真面目に議論するようにうなずき、


「綺麗な赤だ。状態さえ正しければ十分に映える。まさに君だ。そういう意味だろう？」


　ネズミのくせに、やたらと渋い、にやりとした笑みをみせた。バロットはちょっとびっくりして言葉を失い、自然と溜め息がこぼれた。長々と。タイトな服が少しゆるむほど。


《子供の言い合いみたい》


　ディスプレイをオフにし、ナプキンで指の赤い染みを拭き取った。


　それからウフコックをチョーカーに変身ターンさせて身につけた。クリスタルの中でネズミが派手な赤い口紅をつけてウィンクしていた。
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　──いつから覗いてたの？


　モールのベンチに座り、青年から出されたクッキーを鳩にやりながら干渉して訊いた。


「君がシェルのマンションに住む以前から、俺たちはあの男をマークしていた。最初から君に注目していたわけではなかった」


　──あなたたちは、私のこと、どこまで調べたの？


「今日、君が整えた書類以上のことは知らない」


　──あそこには、全部あるけど、でも、私のことは、なんにもない。


「どういうことだい？」


　──あなたも、私のこと、狂ってると思う？


「狂う？　なぜ？」


　──たとえば、お金をもらって体を触らせてあげたりとか。そういう子のことを。


「俺が知っているのは、そうした行為が社会的なシステムの一部を成り立たせているということだ。多くの男性的観念が、そうしたシステムを支えている。もし君が狂っているとしたら、ずいぶん大きなものが狂っていることにならないか？」


　バロットは夕焼けのモールを見回した。風の冷たさに背を丸め、影を引きずるようにして歩く者たちの誰も、狂ってはいないように見えた。


　──私のこと、少し話していい？


「聞かせてくれ」


　──私が前に働いていたお店が警察に潰されたとき、私にこう訊いてきた警官たちがいたの。『なんで売春を』って。


　私は『バージンじゃなかったから』って答えた。そうしたら警官の一人が口笛を吹いた。ぴゅーって。私が何かすごいことをしたみたいに。『私は、何かおかしい？』って訊いた。警官は私に『しっかりしてるね、最近の娘は』って言った。そしてもう一人がこう訊いてきたの。『君はいつ頃、そのラッキーな男にバージンを与えたんだい』って。ラッキーな男。そんなふうに考えるって知らなかった。それで私は答えたの。『父です。十二のとき』


　また口笛を吹かれるかと思ったけど警官たちは何も言わなかった。最初に訊いてきた警官は、私に会ったとき、自分には娘がいるって言った。二人。お姉さんがハイスクールで、妹のほうが君と同じ年だって。だから安心して俺に話してくれって感じで。それで、私はこう訊いたの。『あなたも自分の娘の体を触りたいと思ったことはありますか？　抱きたいと思ったことは？』


　誰でもそういうふうなのかってことを。でもその警官は急に怒り出して言った。『狂ってる。馬鹿げたことだ。そんなことは』


　その警官は本当に気の狂った女を見るみたいな顔で私を見てた。私には何もわからなかった。ただ、この警官も私の味方じゃないってことがわかっただけ。そのすぐ後で、シェルに会った。向こうから会いに来て、私のファンだって言ったの。一度お客として来たことがあったから。私に全部をくれるって言った。私を造り出してあげるって。私は『それは、私を愛してくれるってこと？』って訊いた。そうしたらシェルは『その通り』って言った。それで私はシェルの車に乗った。


　ウフコックは、このことを、ドクターに話す？


「いや。君が伝えた情報は、俺の中でロックする。デコードは君にしかできない」


　──どう思う？　私のこと、狂ってると思う？


「さあ……わからない。俺は所詮、人間並に知能を増大させられたネズミだ。もうネズミでさえない、ネズミの姿をした何かだ。そんな俺のことを狂ってると言うやつもいる」


　──あなたが？　どうして？


「そいつからすれば狂った存在なんだ。俺は自分が何者か、ずいぶん探し回ったが、結局わからなかった。元は雄のネズミだということを根拠に、人間の男性的観念を学んだ。そして人間の男のように振る舞っているが、それが正解かどうかもわかっていない」


　──あなたは、なぜ生まれたの？


「軍が、この世で最も優秀な道具を作ることを研究者たちに依頼した。その完成品が俺だった。だが研究自体が破棄され、俺は、そもそも存在しないものとして処分されかけた」


　──捨てられそうになったの？　なぜ？


「戦後の政治的理由だ。人が悪か、武器が悪か……。連邦国と大陸との間で平和条約が結ばれ、戦争が終結して間もなく、そういう議論があった」


　──人が悪か、武器が悪か……？


「銃犯罪が起こったとき、銃を使った人間が悪いのか、そもそも銃が存在することが悪いのか。戦後の政治は、銃を否定して人間を肯定した。戦争の道具それ自体が悪だと。それで当時の戦争に関わるあらゆる技術が、規制対象として議論された。人間を守るために」


　──あなたも、否定されたの？


「そうだ。０９オー・ナイン法案がなければ確実に処分されていた。俺は、社会的に有用であることを証明し続けることで、ようやく存在が許されている」


　──だから、私を助けるの？　生きていていいって言ってもらうために？


　最後のクッキーのかけらを放りながら訊いた。そのかけらをついばむ鳩を眺めるうちに返答があると予想したが、いつまで経っても答えはなかった。


　バロットは不安になってクリスタルを握った。


　──どうしたの？　怒ったの？


「敵意の臭いだ。複数。こちらに近づいている。待て、バロット。ゆっくり歩くんだ」


　反射的に立ち上がり、走って逃げ出そうとしたバロットを、ウフコックが鋭く制止した。バロットは言う通りにした。だが歩調が早くなってゆくのを止められなかった。


「デパートに入り、建物の反対側へ出よう。君を追う人間がいるかどうか確かめろ」


　バロットはそうした。周囲の人間の動きを立体的に体感した。緊張で全身の皮膚がささくれ立つようだった。やがて四方から、六人の人間が後を追ってきているのがわかった。


「さっきのカフェだ。アクセスを逆探知された。相手側も事件担当官をつけたな」


　──どうするの？


「撃退して、家に帰ろう」


　雨が降り出したから傘を買おうというように平然とウフコックが言った。


　──どうやって？


　バロットは怯えきって訊いた。ひどいことが起こる予感に打ちのめされ、今にも泣き出しそうなほど怖かった。


「俺を手に取ってくれ」


　クリスタルを握ると、チョーカーがぐにゃりと変身ターンし、黒い革手袋になって右手をすっぽり覆った。


「安心してほしい。俺は、最強の白兵戦用兵器として開発された、万能道具存在ユニバーサル・アイテムだ」





　モールから外れ、人通りの少ないビルの裏通りへ入った。


　周囲からは六人の男たちが逃げ道を塞ぐようにして近づいてくる。互いに携帯電話で連絡を取り合っている様子がバロットの皮膚を通して察知された。ウフコックに言われて電波をつかまえ、彼らの会話をそのままウフコックに聞かせた。


「二人一組の、三組構成だ。まず二人が君を捕らえる気だ。残りは車を移動させ、捕まえた君を連れ去る準備をしているんだろう。明確な行動に移るときの臭いがする」


　──どんどん近づいてくる。


「相手が来たら、俺を握ったほうの手を突き出すだけでいい」


　薄暗い道には誰もいなかった。いっそ立ち止まりたかった。だが不思議な勢いがバロットの足を前へ進ませた。メイド・バイ・ウフコックの手袋に包まれた右手を握りしめ、やがて、男が待ち伏せる曲がり角に差しかかった。


　バロットが咄とつ嗟さに立ち止まるのと、男が飛び出すのとが同時だった。


　慌ててバロットが突き出した右手から銀色の棒が凄まじい勢いで生えた。棒の尖端が男の喉を直撃し、げぇっ、という呻うめき声が上がった。男がもんどり打って倒れた。呆あつ気けに取られるバロットの目の前で、痙けい攣れんしながら白目を剝いて口から泡を噴き出し始めた。


「電撃だ。たとえ目を覚ましても、しばらく動けないだろう」


　ウフコックが言った。手袋をした右手がずしりと重い鉄の棒を握っている。三段式の警棒──よく、テレビで刑事が振り回して、悪人に電撃を叩き込むスタン・ロッドだった。


　背後から、もう一人の男が現れた。その男は仲間が倒れているのを見ると、物凄い勢いで走り込んできた。バロットは慌てて右手に握った警棒を突き出した。それで止まってくれると思ったが、男は怯ひるみもせず迫った。代わりにウフコックがその男を止めた。


　警棒がぐにゃりと変身ターンし、拳銃になった。男が愕然とした様子でのけぞり、銃口から逃げようとした。ばーん。乾いた音がして男の顔にそれが撃ち込まれた。弾丸ではなく細いワイヤーの網が男の頭に絡まり、まんべんなく電撃を送り込んだ。男は奇妙な踊りを見せ、ぐしゃっと巨大な見えない手に叩き潰されたように、その場でくずおれた。


　拳銃がぐにゃりと消え、ただの手袋に戻ったウフコックが言った。


「では急いで、駐車場に戻ろう」


　バロットは呆気に取られたまま倒れた二人の男を見ていたが、ウフコックの言葉で我に返り、大慌てで駆け出した。緊張と興奮で足が震えて倒れそうだった。バロットは必死に自分の体を操作スナークしようとした。電子機器と違って自由自在に操れるわけではなかったが、多少なりとも鼓動を鎮めたり足の震えを抑えたりすることはできるようだった。そうでなければとっくに倒れ込んで、恐怖のあまり立ち上がれなくなっていたに違いなかった。


　駐車場に辿り着き、再び電Ｅ動Ｅカーに乗り込んだ途端、手袋姿のウフコックが言った。


「素早いな。残りの追っ手がすでに異変に気づいて、動き出している」


　やたらと落ち着いた口調のせいで、逆にウフコックに対する怒りが湧きかけた。


　──どうしたらいい？　またやっつけるの？


「戦う必要がなければ、それに越したことはない。急いでここを出よう。ショッピング・モールの出口を固められている可能性もあるが、何事もなければそのまま帰ろう」


　──本当に、何にもないと思う？


　電Ｅ動Ｅカーを発進させながら心細そうに訊いた。


「なければいいと思うよ」


　気の抜けるような返答に、今度こそ腹が立った。喉さえ無事なら怒鳴りつけたかった。


　──あなた、頼りになるのかどうか、よくわからない。


「それは困る。君はこの事件で俺の有用性の証人になるんだから」


　ウフコックが慌てたように言った。カーが駐車場からモールの出口へと滑り出すや否や、大きなバンが横から走り込んでくるのが感覚された。ウフコックもそれを嗅ぎつけた。


「敵だ！　カーを操作スナークしてよけろ！」


　──やっぱり何かあったじゃない！


　怒りをこめて文句を言った。必死にカーを操作スナークし、規定速度を遙かに上回る速さで車道ぎりぎりを走り、バンの鼻っ面を通り抜けた。もう少しでバンに道を塞がれていたと思うと、ぞっとなり、ますますウフコックに対して腹が立った。しかも相手の車がすぐさま追いかけてきているのを感覚した。周囲はけたたましい抗議のクラクションの大合唱だ。


　──どうすればいいの!?


　ひゅうひゅう喉を鳴らしながら訊いた。ウフコックにも追っ手にも、罵ば声せいを浴びせる周囲のドライバーたちにも、声を限りに叫んでやりたかった。


「今の車の操作は素晴らしかった。では君の力で逃げ切ろう。進路は俺が指示する」


　──本当に、あなたを頼りにしていいの？


「もちろん」


　手袋の手のひらの部分がぐにゃりとカーナビゲーターに変身ターンした。


「シートベルトをして。歩行者に気をつけて。それから、車をぶっとばせ」


　バロットは唇を尖らせてシートベルトをしめた。手にしたカーナビゲーターの画面を見つめたまま、カーの内部機構に意識を集中し、その電子信号を怒り任せに思いきり搔き回スナークした。窓の外など見てもいなかった。周囲の車、歩行者の位置、障害物を、一瞬にして感覚していた。そのぎりぎりの隙間を、スケート選手が猛スピードでコーナーを走り抜けるようにカーを躍らせ、突っ走った。


　──私、車なんて運転したことない。


　今さらになって告白したが、


「何事も最初の一歩はあるものだ」


　ウフコックに平然と返された。


　幹線に入ったところで背後に二組のヘッドライトが現れ、凄まじい加速をみせて迫った。完全に逃げ道を読まれていたのだ。ぐんぐん近づいてくる二台のバンをバロットは正確に把握し、恐怖のあまり座席の上でカーナビゲーターごと膝を抱えた。


　片方のバンの助手席の窓が開いた。その隙間から、細長いものがぬっと突き出された。


「撃ってくるぞ、よけるんだ。君の能力なら、十分に可能なはずだ」


　ウフコックに言われるだけで可能な気がした。


　それが何とも言えず不思議だったが、不思議がっている余裕もなかった。抱えた膝に額を押しつけ、うずくまった姿勢のまま、自分が走らせている車と、カーナビゲーターが表示する情報と、迫りくるバンと、バンの中の人間の全ての動きを、はっきりと感覚した。


　一人が銃の引き金に指をかける動きがスローモーションのように完璧に把握された。


　バロットはカー全体に干渉し、あらゆる機構を同時に操作スナークした。


　銃声が激しいブレーキ音にかき消された。弾丸がカーのリアフレームをかすめたとき、カーはすでに弧を描いて逆方向へ驀ばく進しんしていた。


　二台のバンとすれ違うようにして、カーが四つのタイヤから煙を立てながら来た道を逆走した。後続車たちがよけようとして慌ててハンドルを切った。その動きをバロットは全て把握した。カーにかすり傷一つつけぬまま後続車をかわし、何百メートルかそのまま疾走した。後ろのほうでバンが一台、無茶なＵターンをしようとして後続車と激突したのがわかった。クラクションと罵声の数は今や何倍にも膨れ上がって戦争のような騒ぎになっている。その騒ぎを尻目に、ウフコックが示す道順に従い、都市の中心部から出て、イーストサイドのごみごみした町並みの中へ逃げ込んでいった。


「よくやった。無事、平和的に逃走できた」


　──道を反対向きに走ることが平和的？


「最も無難な手段だ。まさかロケット弾に変身ターンして敵を吹き飛ばすわけにもいかない」


　──できるの？


「犯罪だ。翌日には俺の廃棄処分が決定されている」


　──私、あの人たちに脅かされた。命の危険を感じるくらいに。


「手段を選べということさ」


　膝を抱えたまま深い溜め息をつくと、急に力が抜け、手足が小刻みに震え始めた。アドレナリンのせいだとウフコックが言った。地下トンネルへ入り、いくつか分岐点を過ぎて再び地上に出たとき、空は新品の黒インクを流し込んだように真っ暗になっていた。


「当初把握していたヤツらは、完全にまいたようだが……」


　カーナビゲーター姿のウフコックが考え込むように呟いた。


　──まだ他にいるの？


　ようやく膝から顔を離したバロットが右手のカーナビゲーターに干渉して訊いた。


「妙な臭いがした。無感動な目的意識……観察してるような。いや……この臭い……」


　突然バロットは、一台の車の様子を感覚した。一ブロック隣の車線で、こちらと併走している。かと思うと同じ道路に入ってきて、数台分の距離を保ちながら追ってきた。


　──ずっとついてくる車がいるけど、敵？


「あいつだ……間違いない」


　初めて聞く重々しさでウフコックが言った。後ろの車が、すーっと距離を縮めてきた。


　咄嗟に振り返ってバロットは凍りついた。あの夜、見た男だった。車に閉じ込められて焼き殺されたとき、シェルを乗せて走り去ったもう一台のエア・カーを運転していた男。


「ディムズデイル[image: ]ボイルド……オクトーバー社側の、スクランブル‐０９オー・ナインだ」


　ウフコックが唸るように言った。背後の車がヘッドライトを点滅させた。


　──なに？　止まれって言ってるの？


　バロットは怯えてカーナビゲーターを握りしめた。そうでもしないと手が震えるあまりウフコックを取り落としてしまいそうだった。突然、カーの通信ランプが点滅した。


《委任事件における担当官同士の、事前の情報開示だ》


　バロットの喉からひゅっと掠かすれた吐息がこぼれた。喉が正常なら大声で悲鳴を上げているところだった。ウフコックは沈黙している。明らかに後方の車からの呼びかけだった。


《すでにそのレンタカーについては問い合わせ済みだ。情報開示を拒否すれば、公共のレンタカー・サービス機関が、お前の態度に対する保証人になる》


　──どういうこと？　何で声がするの？　この人、何を言ってるの？


「委任事件を担当する者同士が、平和的解決のために、交渉をしたり、一定の情報を開示したりするんだ。それを拒めば、法廷では大きなマイナスになる」


　──どうするの？


「この先で車を停めよう。少し話をする」


　ウフコックがカーナビゲーターの姿から再び手袋に変身ターンしてバロットの右手を覆った。


　バロットは凝然とし、やがて恐る恐るカーを道路沿いに停車させた。





　車二台分ほどの間隔をあけて相手の車が停まった。


　バロットがのろのろ外に出ると、同じタイミングで男が車を降りてドアの陰に立った。巨大な男だった。何の感情も示さずバロットを見た。バロットは膝が震え出すのを感じた。単純に殺されるかもしれないという恐怖ではなかった。かけらも抵抗できずに殺されるという恐怖だった。ありとあらゆる抵抗が無駄に思えるような威圧感があった。そのせいで早くも抵抗する気力を根こそぎ奪われてしまっていた。


「安心しろ、バロット。俺がいる限りあいつも手を出さない」


　手袋姿のウフコックが、バロットの状態を察してささやき、ついで大きな声を上げた。


「対抗委任の手続きは済んだのか、ボイルド」


　初めて男の目が動いた。冷え冷えとした硬質の光を溜めて、バロットの右手を見た。


「そこにいたか、ウフコック」


　男が言った。次の瞬間には撃たれると思わせるような問答無用の響きがあった。バロットのほうへ小さく顎をしゃくり、


「それが、今のお前の使い手か」


「彼女は事件当事者だ。開示する情報とは何だ、ボイルド」


「生命保全プログラムを撤回しろ」


「それは恫どう喝かつだ。相変わらずそれが事件の解決だと思ってるのか」


「俺は事件を制圧するだけだ。シェルに対し、いかなる訴えを行う気か聞こう」


「検察局から正式に公表される。手続きを待て」


「事件当事者が、死亡または失踪した場合の対応は？」


「未解決と判断される事件の、解決への行動全ての続行だ！　殺せば終わると思うのか！」


　バロットが驚くほど怒りをあらわにしてウフコックが叫んだ。


　ボイルドの目の光が冷たさを増し、再びバロットに向けられた。銃口を向けられるのとほとんど変わりがなかった。


「怖いか」


　バロットの全身が激しく震え出した。怖くてとても相手を直視できなかった。


「死にたくなければ、委任事件を撤回し、事件当事者としての権利行使を諦めろ」


「聞くな、バロット。君が権利行使を諦めた瞬間、誰も君を守れなくなる」


　恐怖で息が詰まり、涙がにじんだ。右手を覆う手袋を──ウフコックを握りしめた。


　──死にたくない。


　勇気や決意とはほど遠かった。ただ助けを求めていた。


　右手を包む手袋の温度が上がった気がした。ウフコックが強い調子で言った。


「俺が必ず守る。だから諦めないでくれ。頼む」


　ボイルドの視線がまた手袋に移った。


「簡易法廷の予定日と、事件当事者の出席について、聞こう」


「予定は三日後。その他の決定は手続きを待て。今回のような手段は二度と用いるな」


「何のことか、こちらには意味不明だ……」


　男の頰が、かすかに歪む様子をバロットは感覚した。笑ったのだと遅れて気づいた。


「お前を再び俺の手に握ることを楽しみにしている、ウフコック」


　そう言い残して男が車に戻った。無造作に発進し、バロットのすぐそばを通り抜けた。


　バロットは弱々しく相手を見送りながら、手袋をした右手を胸元に押しつけた。


　──知り合いなの、あの人と？


「昔、一緒に仕事をしていたことがある。今は敵同士だ」


　それ以上は訊かず、バロットも車内に戻った。座席で膝を抱えたまま、しばらく身動きすることもできなかった。何も喋りたくなかった。ただ殻に閉じこもっていたかった。


「俺を信じてくれ。俺が君を信じるように。俺は君を守ることで俺の有用性を証明する」


　──なんで、私なの？


　質問ではなく悲鳴だった。恐怖で心を真っ黒に塗りつぶされた気がした。目にみるみる涙が溜まり、抱えた膝にこぼれた。


　ウフコックは答えず、バロットは恐ろしさと口惜しさに震えながら泣き続けた。










　　　　　４







　カーはゆっくりとウェストサイドに向かって走った。バロットの操作スナークではなく、来たときと同じ自動操縦で。カーステレオは陽気な音楽を流し続けた。


　バロットは涙が引いた後の腫れぼったい目で、夜の街を眺めた。恐怖が、抵抗する気力も、希望を持つ気持ちも、自分の中から綺麗に削り取ってしまいそうだった。


　ウフコックは手袋姿のまま何か考えていたようだったが、ふいにきっぱりと言った。


「君は、狂ってなんかない」


　バロットは、ほとんど心を閉ざしたまま右手の手袋を見た。


「君は何も間違っていない。俺は、君という使い手に尽くし、この事件を解決したい」


　──この事件って？


「君が殺されなければいけない理由は何一つなかった。なのに君は車内に監禁され、全身に重度の火傷を負わされた。その意図を暴き、不法を糾ただす」


　──私の事件？


「そうだ。君は事件当事者として０９オー・ナインを選択し、技術を手に入れ、俺を手にした」


　バロットはそのことについて考えてみようとしたが、うまくいかなかった。


　自分に何かできるとは思えなかった。できるとしたら新しく得た力がその答えのはずだったが、何のためにそうするのか、本当にわからなくなっていた。


　道路は混雑していた。ナビゲーションシステムはバロットの乗った車を先ほどのカーチェイスのようには進ませなかった。ときおり同じレンタル・サービスの車に乗った家族連れやカップルを目にしながら、バロットは音楽に耳を傾け、やがてステレオに干渉した。


《私が、裁判に出る理由を、教えてくれる？》


　直接言葉を伝えるのではなく、自分自身が発することのできる声を聞きたかった。


「正確にはまだ裁判にはならない。シェルを容疑者として特定するための作業だ。君が出席することで正式に事件が成立し、その事件が継続的に進行していることが承認される」


《どういうこと？》


「君が殺されかけた背景には、より計画的で大規模な犯罪が存在する可能性を、法的に立証する。俺たちはその事件を解決することで法務局ブロイラーハウスから報酬を得る」


《私がいないと、それができなくなる？》


「そうだ。事件当事者がいなくなれば、誰も何もできない」


《そのために私を守る？　私自身に私を守らせる？　それで、私は何かもらえるの？》


「君自身の命、尊厳、財産といった正当な権利の保証、あるいは生活費……」


《ウフコック》


「──うん？」


《少し、ドライブしていい？》


「ああ。好きにしていい。ただし、あまり遅くならないうちに戻ろう」


　カーはサウスストリートを通って中央公園セントラル・パークを目指した。手をかざせば引き千切られそうなほど澄んだ夜気の向こうで街が冷たく輝いていた。街はどんな呪文モージヨーもささやいてはくれなかった。バロットはカーの暖房を入れ、締めつけるように上着の裾を合わせた。


「あまりタイトにすると、皮質の安定に障さわるかもしれない。内臓にも負担がかかる」


《安心するから。このほうが……》


　やっと心が麻痺から立ち直り、相手とちゃんと会話する気になっていた。


《私のこと、狂ってるって思わないの？》


「俺は思わない」


《あなた、ビデオを観たことある？　私たちみたいな子が出ているようなものを？》


「何度かある。俺の心を調べるための検診で。結局、俺にはよくわからなかった」


《ＳＭは知ってる？　フェティシズムとか、そういうやつ》


「詳しくはないが……それが？」


《私がいた店の売れっ子で、プリンセスって呼ばれてる人がいたの。私はその人にＳＭは向かないって言われた。そういう客は女の子が泣きわめくのが良くて、私は、死んでるみたいなのが売りだったから。私、その人のこと好きだった。私が最後にいたお店が潰れたのも、その人が原因だったの。でも誰も彼女を悪く言わなかった》


「尊敬に値する人だった？」


《うん。多分、そう。一度だけプリンセスが主役をやったショーを観た。Ｍの子が何人かいて、プリンセスがその子たちを縛ったり叩いたりした。みんな綺麗だった。Ｍの子で一人、針が好きっていう子がいて、縛られながら乳首に針を刺してもらってた。プリンセスは、『これは使い捨ての注射針だ』って言ってた。絶対に他の人には使わないって。病気にならないように。それに普通の針は、実は表面がぎざぎざだから無意味に痛いって。だから使い捨ての注射針が一番いいって》


「なるほど……」まったく共感が湧かない調子でウフコックが言った。「それで？」


《針を抜かれたあと、乳首から血が涙みたいに流れて、綺麗だった。プリンセスがそうしたから綺麗だって感じたんだと思う。Ｍの子もそう言ってた。で、きつく縛られながら、『愛する人に抱きしめられてるみたい』って言うの。誰でもそうじゃなくて、プリンセスにだけそう感じるって。ロープやチェーンが両親の手みたいに感じられるって。男に乱暴に縛られるのは好きじゃないって、ショーの後で言ってた。わかってないって》


「ふむ……。つまりそれで、君も、服をタイトに？」


《そうかもしれない。あのときのショーを思い出したの。でもそのＭの子、プリンセスが逮捕された後、男にお金をもらって縛らせて、死んじゃった。男がクスリでアップになりすぎて絞め殺したって。そのときも裁判があったけど男は悪くないってことになった》


「君はそのときの裁判を見たのか？」


《うん。私に名前を付けてくれた女の支配人が起訴したけど、結局負けた。そんなことがあって警官に客のリストを押さえられたんだって支配人が言ってた。その人も、嫌いじゃなかった。もっとひどい所は沢山あったから。紹介してもらったビデオの仕事は、綺麗に撮れてるやつがあって、みんな清潔で、優しかった。中にはひどい所もあるって聞いたけど……。私も、笑い顔さえ覚えれば女優になれるって言ってくれた。そのビデオ会社も潰れたけど。……あなたは私の出てるビデオを観た？》


「いや」


《観たいと思う？》


「どうなんだろう……わからない。それよりなぜそのプリンセスは逮捕されたんだ？」


《人を殺したの。ひと晩で二千は稼ぐ人で、とても綺麗で、強くて、何でもしたし、させてた。そんな人がお客を殺したの。隠してた銃で。計画的に。客を縛った後、三十発以上撃ったって。専用のホテルの防音室で。相手が死んでもずっと撃ち続けたんだって》


「なぜ？」


《わからない。裁判では、プリンセスが子供だった頃に何かがあって、そのせいに違いないって言ってた。でもプリンセスはイエスともノーとも答えなかった。一度だけみんなで彼女の裁判を見たの。あそこには何もなかった。男たちがプライドとお金のために動いてるだけ。くだらない最低のショーだってお店の女の子たちみんな言ってた。私もそう思う。面会で支配人はプリンセスにキスして『ごめんなさい』って言った。プリンセスは『いいのよ。愛してるわ。じゃあね。さよなら』って言ってた》


「愛してる……？」


《別に二人ができてたわけじゃないの。家族みたいに愛してただけ。私も少しだけ気持ちはわかる。ときどき、仕事で知り合った子たちに会いたくなるから。みんな色んな州から流れて、結局この都ま市ちに来てた。一番、稼げるから。でも一番、ひどい街。一緒に施設から逃げた子も、今どうしてるかわからないけど、会いたい》


「会えるさ。事件が解決すれば、いくらでも会いに行ける」


《でも会いに行っても、羨ましくなったり、嫉妬したりされたりすると思う。自分たちが、どれだけ愛されてるか競い合うから。だから会わないほうがいいのかも》


「愛されてるか……？」


《男や、同性愛でも何でもいい。神様でも運命でもいい。愛されてるかどうか。それがないまま死んでしまうのが、一番、嫌だから。でも結局、それがないせいで、みんな死んでく気がする。実際に命が消えるんじゃなくて、色んなものが体の中で死んでくの》


　ウフコックはバロットの言ったことを真剣に考えているようだった。


《ねえ、裁判では私とお父さんのこと訊いてくる？》


「わからない。向こうの弁護士がその情報をつかんでいて、君を精神的に動揺させることで弁論を有利に進めようとすれば、そうするだろう」


《私が狂ってることが証明されれば、事件にはならないんでしょ？》


「まあ……そうだ」


《タイトルは何？　私が裁判に立つときの、タイトル》


「検事局の仕事だが……おそらく未成年保護法違反および公文書偽造、強姦殺人未遂……」


《私がアレをしてるときに感じてたり、男にしたりさせたりしたことや、私がどんな服を着てたかってことも問題にされる？　こういう生活をさせてもらってたから、とか、女が感じてたから、男は悪くないって。裁判では、いつもそう言われるって。誰かを訴えた経験のある子たち、みんな言ってた》


「そういった論理は、今回の事件で許すつもりはない」


《私、あなたたちに協力したい。そう思ってるのは本当。信じてくれる？》


「ああ」


《私も言い訳エクスキユーズがほしい。自分が傷ついても、これは傷ついてないっていう言い訳。私、このまま死んでもいいって思ってる。でも死にたくない。このまま死にたくない。寝ると怖い夢ばかり見る。あなたは夢を見る、ウフコック？》


「いや、俺はあまり見ない。だが、君が悪夢に悩まされていることは匂いでわかる」


《こんな気分で死にたくない。でも怖い。動けなくなるくらい。化石の発掘も、詩人も、学者も、言い訳になってくれない。人生の目標とか夢とか、そんなもの……私はただ、今ほしいものがほしい。私には何かをほしがって手に入れたことなんてないから》


「バロット……君はこれまで、とてもよく戦ってきた。それは偉大なことだ」


《どういうこと？》


「君は耐えた。自分の生命を守るために、強いストレス下で、自己防衛のための服従をしいられてきた。それは勇敢さと忍耐のいる、大変な戦いだ。これからは俺が君と一緒に戦う。君が望む限り、俺が武器にもなる。それは君が知る戦い方ではないかもしれない。だが我々の戦い方も知ってほしい。我々は君が昏睡中に示したプランに、覚醒中の今の君の感情をもとに修正を加えて、君が殺されかけねばならなかった理由を全て暴き、糾す」


《それがあなたの言い訳？　私の愚痴を聞いてお金をもらって、生きることを許してもらうための？》


「俺も君と同じように自分が何者かという実感を得ようとしている。俺はこの都市に、自分自身を投影しているんだろう。都市の裏側で焦げつくトラブルに、俺自身の焦げつきを」


　カーは間もなく中央公園セントラル・パークへ入っていった。ボートハウスを通りすぎ、タイヤのついた車が進めるぎりぎりの場所で停車した。バロットは思いきって外に出た。


　車に踏みつぶされた花壇を乗り越え、まっすぐ湖畔を歩いた。やがてエア・カーの専用道路の一角に来た。黒こげになった路面や芝生の周囲に、警察の現場封鎖のマークがプリントされたロープが張り巡らされていた。


　バロットは自分が死んだ場所に立った。殻の中に閉じ込められたまま、焼き殺されかけた現場に。ウフコックはそこを訪れることについて何も言わなかった。実際にそこに立つまで、バロットの内心を察しながら、何も言わずにそばにいてくれた。


　冷たい夜が迫り、閑散とするそこに警官は一人もいなかった。バロットは現場封鎖を越え、焦げついた臭いの残る地面に立った。暗い夜空を見上げ、思いきりわめきたい気持ちに駆られたが、掠れた隙間風みたいな息がひゅうひゅう喉から漏れただけだった。


　──私の知ってる女の子たちみんな、それが手に入らずにクスリや男でぐちゃぐちゃになって生きてる。そんな目に合ってまで生きてる言い訳がほしいだけなのに。


　バロットは目を閉じた。そして手袋姿のウフコックに強く干渉した。


　──私を愛して、ウフコック。


「いや……なんだって？」


　仰天するような声が返ってきた。バロットは左手も手袋にあて、強く干渉した。


　──私に言い訳を与えて。あなたのためにしたいの。法廷にも立つし、やれと言われれば何でもする。だから、私を愛して。


「それは……家族みたいに？　さっき君が話したプリンセスと支配人みたいな？」


　──シェルは私を愛してると言った。だからあの人に従った。私、あなたみたいな人に愛されたい。


「ま……待て、待ってくれ。それは、解決になるのか？　君にとって？」


　──私はあなたにとっていったい何なの？


　ぐにゃりとバロットの手の中でウフコックがネズミの姿に戻った。ウフコックは目をまん丸に見開き、怖おじ気けづいたようにバロットの手の上であとずさった。


「お……俺を強制的に変身ターンさせた？　初期プロテクトを破れるのか？」


　──答えて。


「う、うむ、待て……つまり君は俺の依頼人だ。守るべき事件当事者だ。俺の行動について不満があるときはいつでも法務局ブロイラーハウスに申請できる……」


　──知らない。そんなことは。あなたに訊いているのは、そういうことじゃない。


「待て！　見ろ！　俺は見ての通り、世界で一匹の喋って踊れるただのネズミだ。君は何か勘違いしている。君が望めば俺が一人前の人間の男に変身ターンするとでも？　不可能だ。俺にそんな機能はない」


　──知ってる。あなたは優しいネズミ。あなたも本当は私のこと狂ってると思ってる？


　ウフコックは疲れたように溜め息をついた。サスペンダーが緩んだようになるまで。


「君は俺をペットだと思ってるのかい？　檻に入って、売られてるような？」


　──そんなつもりはないの。ただ……


「君にとって俺の存在が何であれ、俺は君の武器となって君を危険から遠ざける。君は君のために君自身を生き延びさせ、生存を勝ち取らなければならない。君はあくまで……」


　──新しい相棒バデイ。


「なに？」


　──ここであなたは言った。黒こげの私に。新しい相棒だって。私の目を見ながら。


　ウフコックの赤い目が、またもや、まん丸に見開かれた。


「き……記憶してるのか？　あんな状態で？　周囲の出来事を？」


　──クスリはあんまり効かないの。体質のせい。アップでもダウンでも。気分が悪くなって眠くなるだけで。だから母親みたいに中毒にならずにすんだ。


「それにしても尋常じゃない。なんという適性だ。操作スナーク能力が君に適合したのも──」


　バロットはひどく哀しくなって唇を嚙んだ。心まで凍りそうなほどの寂しさの中で、必死に立っていた。ウフコックはすぐに気づいてくれた。そしてバロットの手のひらに、すとんと腰を下ろした。


「俺は道具存在として自分の使い手に多くを要求する。そのせいで以前、組んでいた相棒とは対立した。それでも、君が依頼人の立場で、俺の相棒として働く気なら……」


　──なんでも言うことを聞く。法廷にも出る。


「食い違いを感じなくもないが……まあいいだろう。色々と覚えてもらわなくちゃならないが、それもオーケーらしい」


　バロットはウフコックを見つめた。どれだけ傷ついても構わないという気持ちをこめて。ウフコックは完全に負けたようになって立ち上がると、その小さな手をズボンでごしごし拭いた。そしてその手をまっすぐバロットに向かって差し出した。


「では、まあ……よろしく頼むよ、パートナー」


　バロットが指先で握手を返し、干渉した。


　──バロット。名前で呼んで。


「うん、しかし、君の本当の名前は……」


　──名前を付けてくれた支配人が言ってた。それが私の一番リアルな名前だって。私もそう思う。あなたが、煮え切らない奴ウフコツクって呼ばれてるのと同じ。


「……そうか。では改めて、よろしく頼むよ、バロット。俺はウフコック[image: ]ペンティーノだ。性格はその名の通りだが、０９オー・ナイン専門の事件担当官として法務局ブロイラーハウスが発行するライセンスを取得している。もちろん、向こうは俺のことを人間だと思っているけど」


　──私もそう思ってる。


　ウフコックの頭にキスをした。赤い目が再三びっくりして丸くなった。


　それからウフコックをチョーカー姿に変身ターンさせて身につけると、黒こげの地面に向かって、小さく、ばいばいと手を振った。





　隠れ処に戻るとドクターのデスクのディスプレイが緊急マークをいくつも表示させていた。どれも検事からの呼び出しだとウフコックが言った。肝心のドクターは奥の小部屋にいた。ドクターの個人的な研究のためにウフコックが色々と造り出して設しつらえた場所だそうで、壁に水槽のような箱が設置されており、内側に直接手袋が付いていた。


　ドクターはその手袋に両手を突っ込んで何かの作業をしながら顕微鏡と格闘していて、新種のウィルスを創造することに躍起になっている科学者みたいだった。


「ドクター、検事はどうやら回線をパンクさせる気らしいな」


　チョーカー姿のウフコックが念のため教えておくという感じで言った。


「別にいいさ。僕はやるだけやったんでね。言ったろ。僕なりの建設的な作業をするって」


　ドクターは振り返りもせず肩をすくめた。バロットはお互いを見もせず親しく言葉を交わす二人の間でぽつねんと立っていた。面白くなかった。恐ろしい目に遭って帰ってきたのに、自分を守ると告げた二人のうち片方はすっかり自分の趣味に没頭していた。


　バロットはドクターの背に、手にした箱を、どんとぶつけた。


「危ないなあ。ちゃんと前を向いて歩いてくれ」


　ドクターが呆れたように水槽から身を離し、振り返って、おや、という顔をした。


「ずいぶんと大きな荷物だね。なんだいそりゃ」


「スーツだ、ドクター。それが、バロットが法廷に出る条件だ」


　ウフコックがチョーカーからネズミの姿に戻ってバロットの肩に立ち、そう説明した。


「君の見立てかい、バロット？」


　バロットはうなずいた。中央公園セントラル・パークでウフコックと握手をした後、買ったのだ。今朝のお詫びでもあり、自分の決心を示すためでもあった。それが今日のショッピングを締めくくる品だった。だが、ドクターは何の感動もない様子でこう言った。


「一応、僕も、公的な場所に立つための服くらい持ってるんだけど」


「どうやらドクターのセンスは、こちらの依頼主の希望に合わないらしい」


「それならそうと言ってくれればいいのに。僕のスタイルが理由で出廷を拒んでたなんて。検事のやつ、簡易法廷弁論に間に合わせようとして、今頃しゃかりきになってるんだぞ」


　バロットは、むっとしてドクターに箱を押しつけた。ドクターが早速それを着て、事件に対する熱意を表明する姿しか想像していなかった。


　肩すかしを食らった腹立ちまぎれにバロットはドクターのまだらに染まった髪を指さし、それから自分の髪をかきあげる仕草をした。きちんとしてくれ、と。


「わかってないな、ドクター。依頼主の気持ちを汲くまないと、担当者を変更されるぞ」


　ウフコックがからかうように言った。ドクターは興味がなさそうに肩をすくめ、


「お前はどうやら、よくやってるようじゃないか、ウフコック」


　それから箱に記されたサイズを見て感心した。


「ぴったりだ。僕を立体感知したデータを、正確に記憶してたんだな。これはすごい」


　ドクターは服よりそちらに興味津々だった。バロットはすっかり不満を顔に出してドクターを見上げた。大人の男に対してそんな態度を取ることができる自分が不思議だった。


　ウフコックのおかげだったし、ドクターの飄ひよう然ぜんとした感じがそうさせてくれた。バロットがありったけの気持ちをぶつけても、ドクターは一度も怒鳴り返したりしなかった。


　だが今はその手応えのなさが腹立たしかった。自分の決心を蔑ないがしろにされる感じがするのだ。ドアの向こうの緊急呼び出しマークだらけのディスプレイを指さし、


《なんで早く返事しないの？》


　天井の屋内スピーカーに干渉して訊いた。


「大丈夫。君がその気になれば話は早いんだ。それより問題はこっちさ」


　ドクターはプレゼントされた箱をいかにも気のなさそうな様子で小脇に抱えたまま、先ほどからいじくっていた沢山のガラス管と皿の中身を振り返った。ドクターは半日見ないうちに、今朝の出廷についての議論で見せた熱意をどこかに落としてきたようだった。


「成長途中のものを完全に再現するというのは実に難しい。代用品では嫌だろう？」


　バロットは眉を寄せた。何を言われているのかさっぱりわからず、


《私の事件より大事なことなの？》


　電Ｅ動Ｅカーの速度制限を解除したときのような勢いで訊いた。


　果たしてドクターはうなずき、水槽を大事そうに撫でた。


「僕にとってはね。本来こっちが専門なんだ。肉体的損傷をこうむった兵士の治癒が」


　ガラス管と皿のセットと同列に扱われたことでバロットは危うく傷つきそうになった。


　そのバロットの首を、ウフコックがそっと叩き、話に割り込んだ。


「で、いったい何をしてるんだ、ドクター？」


「何って、声帯組織の再生だよ。バロットの声を元に戻す方法を考えてるんじゃないか」


　ドクターが言った。バロットはぽかんとなった。急に相手が言っていたことが思い出された。建設的な作業。顕微鏡とガラス管と皿のセットはバロットと同列ではなかった。バロットそのものだった。ドクターはそれを大事に扱っていた。ドクターなりのやり方で。


　治癒ヒール。それがこの男が本来やろうとしていたことなのだと、すんなり理解された。


　なのに戦争の後で悪者ヒール扱いされたドクターが、どんなふうに傷ついたかも想像できた。


「ところで。ありがとう、バロット。スーツはありがたく頂くよ。法務局ブロイラーハウスへの報告には書けないけどね。事件当事者からの報酬外の贈与は心象が良くないんだ。でも、やっぱりいいもんだな。もうずっとウフコックと二人で仕事をしてきたから。大勢の仲間とチームを組んで働いていたときを思い出すよ。これで僕らは一つのチームだ。一緒に頑張ろう」


　バロットは弱々しくかぶりを振った。ウフコックとドクターに感謝を示したかったが、どうすればそれが伝わるかわからず、ドクターから箱をひったくり、唇を押しつけた。


　その拍子にウフコックがバロットの肩から放り出され、器用にデスクの上に着地した。


　バロットは再びドクターに箱を突っ返し、回れ右をして小部屋を出た。オフィスを早足で通り抜け、廊下へ出ていった。


　間もなく、ばたんとドアが閉まる音がし、ドクターは箱を抱えたまま呆然となった。


「おいおい、彼女、また閉じこもっちゃったぞ。いったいどうしたんだ？」


「わからない。否定的感情の匂いがした。俺たちの有用性に疑問を抱いたのかも……」


「待て。そうとは言い切れないぞ。これを見ろ」


　ドクターが箱を掲げ、包装紙に付けられたポピーレッドのキスマークを指さした。


「それは、人間の習性で、感謝の表現と受け取っていいんだな、ドクター？」


　ウフコックが感動をあらわにして言った。


「その通りだ、ウフコック。僕ら、ずいぶん気に入られたんじゃないのか？」


　ドクターが言って、二人とも表彰状をもらった子供のようにはしゃいだ。





　バロットは割り当てられた自室に戻ると、しっかり鍵をかけた。電子ロックとチェーンの両方を。


　それからデスクの上に買ったものを並べ、イジェクト・ポスターを壁に貼った。


　ベッドに座って膝を抱え、投影装置を操作スナークして立体映像を壁に映した。沢山の螺旋の殻たちが現れては消える様子を見ながら、意識を宙に飛ばそうと思った。いつもそうしてきたように。無感覚の殻に覆われようとした。だが成功しなかった。涙が止まらなかった。


　今日あったこと全てが、ここにきて爆発した感じだった。声が出ないみじめさのせいで逃げ出したが、そうする必要はなかったのだと思えてきた。それで余計に涙が流れた。


　長いこと同じ姿勢のままでいたが、やがて、ひゅうひゅう木枯らしみたいな息を吐きながら立ち上がった。口紅を取り、無数の殻たちが浮かび上がる壁に、ポピーレッドの文字を大きく書きつけた。


　──今ここにいるナウ・ヒア。


　つづけて、すぐ下にこう書いた。


　──味方は一人もいないノーバデイ・ノーウエア。


　それから、また書きつけた。


　──今ここにいるナウ・ヒア。


　化石たちが渦を巻きながらバロットの体と壁に浮かび上がっては消えていった。


　声も出ないのに泣くというのは想像以上に辛かった。全身の息吹が虚空のような口から出ていってしまいそうだった。バロットは鉄のように強張る体を押しつけてそれに耐えた。これまでずっと耐えてきたように。ただこれまでと違って、自分を殺す必要はなかった。





「だが問題がある。愛の定義とは何だ、ドクター？」


　ウフコックが重々しく言った。ドクターは箱からスーツを取り出す手を止め、


「それはお前の新しい自我の芽生えか？」


　びっくりした顔でそう訊いた。


「いや。俺に対する要求だ。柔軟に応答する必要に迫られている気がする」


「愛とひとくくりに言ったって難しいぞ。家族愛とか隣人愛とか、神の愛アガペーとか」


「煩雑だな。ただ、愛がほしいんだ」


「お前と同タイプの雌型を造れってのか？　お前は研究所でもオンリーワンの、奇跡的な完成品なんだぞ。昔みたいに、軍が無茶苦茶な要求をしても、結局、雌を作ることは……」


「俺じゃない。彼女だ。バロットだ」


「ああ、そう」


　ドクターは納得したようにうなずいた。ややあって怪訝そうに指で眼鏡を押し上げた。


「彼女がお前に、何を求めてるって？」


「精神的な安定の根拠だ。そう解釈できるだろう。彼女には素質がある。それを磨ける環境にいないだけで。環境の根本に必要な何らかの根拠を、彼女は愛と呼んでいる」


「お前の鼻カンの鋭さは知ってるさ。お前の担当チームはみんなお前を恐れてたんだ。お前に能力の限界を指摘されるのをね。お前は人間を化学成分のブレンドのように語ったから」


「それは昔の俺の話だ。今は必ずしもそうではないことを知っている」


「そうだろうさ。で、お前は、要するに何を言ってるんだ？」


「俺は彼女を守りたい。だが……彼女は、まるで俺を人間のように扱おうとしているんだ」


「お前がそれを望んでいないとは知らなかったよ。僕やお前の元相棒だって、お前を人間のように扱ってる。自然とそうなっちまうもんさ」


「違うんだ。何かが、これまでとは違う。彼女は法廷に出る決意をした。それに対し、俺はひどく申し訳ない気持ちでいるんだ」


　ドクターは物珍しげにウフコックを観察していたが、


「もっと、ドライになるべきだと思うんだが……」


　というウフコックの言葉で、急にわかったような顔をした。


「お前には無理だよ」


　ウフコックはごろりとデスクの上で横になり、大きく溜め息をついた。小さな身が、さらに小さくしぼんでしまうくらいに。





第３章　発動　Crank-up









　　　　　１







　朝の光でその階段は美しく輝いていた。


　マルドゥック市シテイの象徴たる螺旋階段のモニュメントは、三つの円を描いたところで綺麗に途切れ、最下段の外縁には神の星である木星の記号が刻まれている。


　最初の移住者たちが建てたというその〝天国への階段マルドウツク〟こそ、市民の夢と野心の象徴だった。それを昇り、高みへ到達することが都市生活の規範であるとされた。だがバロットは、センターストリートに建つ巨大な法務局ブロイラーハウスのビルの前に置かれたその螺旋階段を見上げ、チョーカー姿のウフコックに干渉して告げた。


　──あの階段を見るたびに、一番上から落っこちてくる人の幻が見える気がする。


「人間が作り上げた、勝者と敗者を生み出すシステムだ。かつて０９オー・ナイン法案を創った人物は、あの階段の最も低い場所に立つことで、最上段にいる人間を震え上がらせた。彼が階段を蹴飛ばせば、どれほど高い場所にいる人間も下まで落ちてきた」


　──あの階段から私が落ちるってことは、私が死ぬってことでしょう。


「俺がどんな道具にでもなって、それを阻止する」


　バロットはチョーカーのクリスタルを握りしめた。自分の決心がウフコックに伝わることで、揺らがなくなるように。


　それから、きちんと正装して髪も整えたドクターと一緒にビルに入った。


　仮陪審による簡易法廷は午前九時三十分に始まった。それは仮とは思えぬ激戦となり、簡易とは名ばかりの長丁場となった。


　途中三十分間のランチタイムを挟み、食後さらに二分間、裁判官がトイレから出てくるのを待った。それから二十分後にはバロットが完全に沈黙を決め込み、きたる十五時三十分をもって裁判官がハンマーを振り下ろし、第一次法廷弁論の終了を告げた。


　六時間に及ぶ討論の結果は、ドクターとウフコック、および検事局にとって十分に目的を果たすものだったが、バロットにとっては屈辱の一語に尽きた。


「声が出ないのは、かえって好都合かもしれない。印象の問題でね。仮陪審とはいえ、君が尋常ではない被害を受けたということを、しっかりアピールできるにこしたことはない」


　と検事は、弁論の直前にバロットに言った。三十代後半の若い上級地方検事補ＡＤＡで、法廷の人ごみにもまれながらやってきたバロットを、とびきりのアイドルであるかのように出迎えた。そればかりか審議で忙しい他の検察局員たちも、一目バロットを見ようと控え室に顔をのぞかせる有り様だった。


「年輩のベテラン検事ほど、この手の事件を茶化したがるんだ。彼らはいまだに、売春斡あつ旋せんやレイプのどこが罪なんだ、というような調子でね」


　検事は控え室から部外者を閉め出しながら言い、そして自分は違うと断言した。地位の低い人間や、女性のように暴力に対して無力な被害者に、理解のある人間なのだと。


「覚悟はいいね？　弁護人なんてのは依頼人が有罪かどうか、どうでもいいものなんだ。どんな悪党が依頼人でも法的に守り、見返りとして年間六十万ドルやそこら受け取ってる。世の中に蔓延する性差別を利用して依頼人を無罪にできるなら間違いなくそうしてくる」


　そう言って検事は明るく笑った。それがバロットを落ち着かせるための手段だと考えているかのように。


「特に今回の弁護人はやり手でね。訴訟手続きが整っているというのに、被告のはずのシェルは留置所にもいないし、容疑に問われてもいない。罪状否認もせず、弁護人の陰に隠れて供述拒否ときた。我々も、訴訟手続きをぎりぎりまで向こうに見せなかった。向こうは作戦立案で揉めたろうね。何を根拠に訴えられるのか、てんでわからないんだから」


　バロットはただ座っていた。控え室でも、原告側のテーブルに着いた後でも。


「君はとにかく落ち着いて──今回は特に、君の障害のこともあるから、イエスかノーか、あるいは黙秘かのボタンを押してくれればいい。わかったかい？」


　ようやく検事が言葉を切ってバロットを見つめた。バロットはうなずくことで同意を示した。それで多くの男は、どうすればいいかを指示してくる。検事もそうだった。


「さあ行こうか」


　検事はバロットとドクターを引きつれるようにして意気揚々とエレベーターに乗った。


　そして法廷のある十五階のフロアまで上昇する途中、ついでのように言った。


「いい格好だ、ミスタ・イースター。いつもそうあってくれると、私も気が楽だよ」


　ドクターは髪を黒く染め直し、ぴたりとなでつけていた。スーツもさまになっていて紳士的で腕利きに見えた。ドクターは肩をすくめてにやりと笑った。検事は気を良くし、ドクターに耳打ちした。


「次はあの子の格好も、もう少し検討しよう。イーストサイドの港側に住んでいた貧しい少女が、ノースサイドの丘の上に住む裕福な男の犠牲になった、というには少し綺麗すぎるんでね。彼女が男をたぶらかしたように見えては困る」


　バロットにもそれは聞こえていた。無意識に腕を組んで自分をタイトに縛りつけるものを欲した。ワンピースのスカートの色は暗く、膝下まであるものを着ていた。検事の指定通りの服装を。まるでコスチュームにこだわる客の要望に応えるみたいに。


　チョーカー姿のウフコックは何も言わなかった。検事に対してもその存在は秘密だったし、それ以上に今は何も言ってほしくなかった。チョーカーの飾りは卵形のクリスタルだったが、黄色いネズミの絵ではなく、質素な幾何学模様が描かれているだけだった。


　九時二十五分。十五階の法廷に関係者が勢揃いした。


　原告側のテーブルにバロットたちが、被告側にはシェルと弁護人がいた。バロットは自分の能力を強く意識した。そちらを見ずとも、誰がどこにいてどんな状態かわかるのだ。


　被告のシェルは冷静だった。実際に戦うのはその男ではなかった。傷つくのもその男ではなかった。それは弁護人と、傍聴席にいるシェル側の事件担当官の──あの恐ろしい大男の──仕事なのだ。バロットを傷つけることが彼らの仕事だった。シェルはバロットを見向きもしなかった。


　傍聴席の最前列では首にタグをぶらさげた記者たちがバロットに注目していた。彼らは、子供のくせに自分の魅力を知り尽くした少女が、アミューズメントカンパニーの重役である男をたらし込んで破滅に追い込もうとしている、という構図に刺激を感じていた。


　法廷ではまず検事が、バロットの損害について長々と述べた。シェルの殺害の意図を立証し、その背景に何があるか示唆しようとした。弁護人は「めくらまし」とか「論拠が薄い」などと異議を唱えた。挙げ句に反証の際、この事件はでっち上げでシェルの財産を不当に奪うためだと言ってきた。弁護人は、バロットがいかに無軌道でふしだらな生活を送ってきたかを語り、シェルがそんなバロットをどれだけ苦労して救い出そうとしたか丹念に言い添えた。それに対し検事が「焦点を意図的にずらそうとしている」とか「事実ではなく印象で判断しようとしている」などという言葉で抵抗した。


　バロットは〝事件成立に必要な態度〟として事前証言を求められた──証人尋問ではないと言われたが、実際は同じことだった──イエスかノーか、あるいは黙秘サイレンスを選んでボタンを押した。具体的な言葉が必要なときは、筆記を行った。


　法廷は口を利けない者に親切ではなく、むしろぎくしゃくしていた。言葉が発せない者が法廷にいるなんて、と不快感さえ抱くかのようだった。


　検事と弁護人が喋るたび、仮陪審員が注目するテーブルを変えた。善か悪か。有罪か無罪か。階段を昇りながら、有罪、無罪と呟き、最後の段でどうなるかを見るゲームだった。


「そもそも、なぜ抵抗しなかったのでしょうか？」


　弁護人が言った。もしシェルが身分を操作したり、レイプしたり、車に閉じ込めたりしたなら、少女は抵抗していたはずだと。検事が反論する間、バロットは施設を思い出していた。年中、ソーシャルワーカーから「お前は悪い子だ」と言われていた頃のことを。


　ワーカーにはそうでない者もいたが、そうである者のほうが格段に影響力を持っていた。夜、二段ベッドの下の段で寝ている子供を、ワーカーの男がレイプしても、上の段の子供は恐怖に震えながら寝たふりをするしかなかった。みなそこで金もなく捨てられる恐怖を覚え、金ももらえず好きなようにされる屈辱と恐怖を覚えた。


　中には施設に順応する子もいた。権力というものを知る子が。だが大半は何とか逃げようとした。日常的に四方からナイフを突きつけられたような状況で、衣食住とあらゆる娯楽と友人関係をいいように操作され、挙げ句に少しも抵抗の道を示してくれなかった大人からなぜ抵抗しなかったかと訊かれたところで、バロットの返答は沈黙サイレンス以外になかった。


　ランチタイムに入り、検事とドクターが失点を話し合った。バロットはウフコックと食事をした。ほとんど喉を通らず、ウフコックも言葉少なだった。


　──あなたのために、こうしているんだと思いたい。


　チョーカー姿のウフコックはしばらく黙っていたが、きっぱり言った。


「これは手続きだ。俺たちの戦いは、この後にある」


　ウフコックは気持ちをしっかり抑えているようだった。すまないとか申し訳ないといった言葉をうかつに吐かないように。バロットはチョーカーのクリスタルを握りしめた。





「ここで少々、ショッキングな事実をお話ししなければなりません」


　弁護人が絶妙な調子で言った。その場の全員に聞く義務があると全身で訴えていた。


「今よりわずかに幼い頃、彼女は実の父親と性的な交渉を持っていた。そうですね？」


　法廷がざわめいた。低く、はばかられるように。検事が「まったく関係のない無意味な質問だ」とがなり立てたが、裁判官はその質問を許した。法廷記者や仮陪審に出席した者たちの好奇心を満たすためというより、バロットが十分に応答義務を理解して証言台に立っているとみなしたからだ。


　そうさせたがっていない検事をよそに、バロットはまっすぐ相手方の弁護人を見返し、心臓の吐き出す毒が凍りつくくらい冷静に、目の前に並ぶボタンの一つを押した。


　──イエス


　法廷が大きくざわめいた。裁判官が静粛を求めて木槌を叩いた。室内に充満する好奇心に満足して弁護人がさらに口を開いた。無意味でくだらない質問を投げつけ、そのせいでバロットがヒステリックに泣きわめいたりすれば儲けものだと考えているらしかった。


　父親のほうから求めてきたのですか？


　──イエス


　あなたはそのとき、抵抗しましたか？


　──ノー


　なぜ、抵抗しなかったのですか？　理由は説明できますか？


　法廷はひっそりと固唾かたずを飲んでいる。検事はその質問を拒否するよう、バロットに向かって首を横に振ってみせた。だがバロットはボタンの脇に置かれた電子ペンを手に取り、パネルに書きつけた。法廷の大モニターに表示されるバロットの字を裁判官が読み上げた。


「──〝私は父を愛していました〟」


　法廷が沸いた。検事が呻うめいたが、隣のドクターはむしろひどく感心した顔になった。


　それは男という意味で？


　──ノー


　父親として愛していた？


　──イエス


　関係は一度だけではなかった？


　──イエス


　何度となく関係した？


　──ノー


　正確に数を数えられる程度？　何回ですか？


　バロットは字を書くのではなく、自分の右手を挙げ、指を三つ立てた。その手に法廷中の視線が注がれるのを感じた。


　三回？


　──イエス


　あなたの兄は、父親とあなたの関係に気づき、父親に暴力を振るいましたね？


　──イエス


　兄が怒りを覚えた理由は、わかりますか？


　──イエス


　なぜ？


　筆記を拒否しないことを確信した調子で弁護人が訊いてきた。だがバロットが屈辱に震え出したりせず再び電子ペンを手に取ったことで、顔に戸惑いが浮かぶのがわかった。


「〝私を愛していたから〟」


　裁判官が答えを読み上げた。バロットの背後で、検事が愕然となるのと、傍聴席でマスコミの何人かがさっそく立ち上がり、ニュースを伝えに走るのとが感覚された。


　法廷の好奇心は今や沸点に達してバロットを焼き、裁判官までもが興味深そうにバロットを見つめた。だがバロットは一いつ向こうにその熱に挫ける様子を見せず、弁護人は、しぶとい小娘を叩きのめすことに全力を傾けた。


　女としてあなたを見ていた？


　──ノー


　それは、妹として？


　──イエス


　あなたの父親は、それがきっかけで市の病院に、重度身障者として指定されましたね？


　──イエス


　その後、父親には会いましたか？


　──イエス


　どう思いましたか？


　バロットはうつむいた。咄とつ嗟さに電子ペンを手にすることができなかった。あまりに無意味すぎて。検事が素早く質問の不適切さを訴え、弁護人は「彼女が保護者に対し、どういう態度を示してきたか知るべきだ」と主張した。裁判官は、なるべくイエスかノーで答えられる質問にするよう命じた。


「彼女、本当に大丈夫なんだろうな？」


　検事が詰なじるように傍らのドクターに訊いた。


　ドクターはうなずきながら、応答義務を果たす少女を見つめた。ドクターが、この場でバロットを援護することはなかった。そうする必要がないことに感銘を受けていた。


　父親のことをまだ愛していますか？　……父親として？


　弁護人が質問を再開し、バロットは三つ目のボタンを注視した。真実を告げるために。


　──沈黙サイレンス


　なぜ答えられないのですか？


　──沈黙サイレンス


　あなたは父親を男として愛している？


　バロットはペンを手に取って偽りなく答えを書いた。後になって、そうすることが最も弁護人を戸惑わせるのだと知ったが、このときはただ、強い意志を自分の中に感じていた。


「〝家族をどう愛していいかわからなくなりました〟」


　裁判官が読み上げた。弁護人は予想を裏切られた様子で顎を撫でた。バロットを打ちのめすことができないのを悟って、大いにプライドを傷つけられたというように。


　父親だけでなく？


　──沈黙サイレンス


　あなたの兄はいまだに服役中ですね？


　──沈黙サイレンス


　あなたの母親はアルコール・麻薬中毒者救済協会の施設で今も生活している？


　──沈黙サイレンス


　母親は、あなたと父親の関係を知っていましたか？


　──沈黙サイレンス


　家族がこうなってしまったのは、自分のせいだという気持ちがありますか？


　バロットはどのボタンも押さなかった。だが反射的に干渉し、操作スナークしていた。


　──イエス


　誰もバロットがボタンを押すところを見ていなかったが、そんなことは関係がなかった。


　弁護人は質問を続け、これ以後、バロットの答えは全て沈黙サイレンスとなった。





　父は柔和だった。ひげ面だったが怖いという印象を与えなかった。


　健全な労働者らしい、無骨で優しげな手をしていた。末端神経症が悪化し、右手の指が三本しかなくなっても優しい印象は変わらなかった。左手は親指しかなかった。合わせて四本の指が、学校から帰ったバロットの制服を脱がした。


　意識を飛ばすことをこのとき覚えた。父の指と舌が、壊れものでも扱うように丁寧にバロットの体を撫でた。見知らぬ奮ふるえが湧いた。それを必死で抑え込んで宙に放った。


　たまらない罪悪感と、冷えきった意識があった。半眼になって部屋を見つめ、家具を見つめ、別の何かへ必死に意識を飛ばした。だがこのときは完全ではなく、声を出そうとする自分を押さえつけねばならなかった。傷がつくほど唇を嚙み、父の顔を見ないよう目をそらし続けた。どれだけの時間、体をまさぐられていたか記憶がなかった。


　突然、生なま温ぬるい快感のうねりが消え、痛烈な灼熱感があった。バロットの中へ侵入してきていた。父の謝罪が聞こえた。自分の口が、やめてと叫んだ。痛みが増し、父は体を動かし始めた。心が自分の殻に閉じこもろうとする一方で、体は勝手に父の体を押し返そうとした。父は涙を流しながら、三本しかない指でバロットの腕を押さえつけた。バロットの腕や胸に涙がぽたぽた落ちた。やがて痛みに対する無感覚さを心が獲得し始めた頃、涙とは違うものが股ももにしたたった。


　警官が言ったラッキーな男。父の悲しい顔が思い出された。それ以外の顔が思い出せなかった。その悲しさをどうにかしたかった。父が本気で十二の実の娘を女として愛したとはとても思えなかったが、少なくとも当時のバロットにそれを拒む力はどこにもなかった。


　最後に関係を持ったあと、ぼんやりシャワーを浴びていると、罵ば声せいと悲鳴が聞こえてきた。つづけて──銃声が。


　バロットは体にバスタオルを巻いた姿で出てきてそれを見た。何もかもが無感覚の世界の向こう側で起こっている感じだった。そこでは兄が狂った犬のようにわめき散らし、銃で撃たれた体をのたうたせる父に、激しく呪じゆ詛そを吐きかけていた。それから体中から湯気を立ちのぼらせている妹を見て、兄は声を上げて泣いた。


　兄はアルコール・麻薬中毒者救済協会でボランティアをしていた。子供の頃、母に右腕を縛るチューブの端をきちんと持て、と怒鳴られたことが理由で。兄は母に似て神経質だった。母を救おうとして、逆に苛いら立だちと憎悪をつのらせていた。家族の中で、まともに金を稼げるのも兄だった。兄は金を稼ぐことに頭を振り絞っていた。そのうち悪い仲間に引き寄せられ、銃の運び屋になった。そのことが父への暴力事件の際に暴かれ、兄は長いこと刑務所に入らねばならなくなった。


「全部無駄だった。味方は一人もいないノーバデイ・ノーウエアだ。もうお前に何もしてやれない」


　最後の面会のとき兄は言った。まるで妹に何かをしてやる理由を、父に奪われたというように。


　全部お前のせいだと言われた気がして、それがさらに取り返しのつかない傷となってバロットの心に刻み込まれた。バロットは黙って兄の背を見送り、その後で自分も刑務所と同じくらいひどい施設に入れられることになった。


　長い間、それを罰と考えてきた。家族を壊したのは自分なのだと。悪い子だ、お前は悪い子だ。繰り返し施設で聞かされた言葉は、今も耳の奥で響き続けている。


　弁護人は動揺を示さぬバロットを打ちのめすことを放棄し、あらゆる努力を尽くして、一人の、ある架空の少女の姿を描き出すことに熱中した。今やバロットは実の父親さえ誘惑してはばからず、自ら家族を破壊して奔放にドロップアウトの人生に飛び込み、好き勝手に生きる前代未聞の未成年娼婦テイーン・ハロツトだった。


「そんな彼女に法廷が振り回されて良いのでしょうか。ミスター・シェルのような健全な野心を持ち、苦労の末に成功した男の不幸を見逃してはいけません。常軌を逸した生活を好む少女に、優しさを分け与えたミスター・シェルを支援すべきなのです。今、彼は自分が殺人を犯したのではないかと怯えています。記憶障害のため当日のことを覚えていないのです。もちろん彼女はそれを知っていて、彼の克服不可能な弱点に、つけ込もうとしているのです」


　だが閉廷後、ビルを出る段になって、検事はこう言ったものだった。


「あの弁護人はやりすぎたんだ。どうみてもこの子は冷静で、傷ついていた。とても良い感じだった。最初は心配したよ。なにせ彼女は可愛くてさっぱりしてるから。仮陪審とはいえ、被害者がずたずたにされて死んだか虫の息ででもない限り、被告は無罪だと言い出すのもいるんだ。素晴らしい前進だった。この調子で次も得点を稼ごう」


　だが最終的にバロットが心にとめたのは、野心を持つ男というフレーズだけだった。


　この都市の階段を昇るために多くのものを棄て、そのことを評価してもらいたがっている薄っぺらい男だ。はっきりそう思えた。同時に、お前は悪い子だと自分を呪縛し続けていた声が、すとんと体から落ちてどこかへ消えた感じがした。屈辱の雨あられの中で、晴れやかな晴天を見た気分だった。


　シェルの狂気はもう怖くなかった。シェルの指を飾るブルーダイヤの輝きは全て、殺された少女たちの悲鳴なのだと実感できた。顔も知らない少女たちの死に悲しみを抱き、シェルに対する果てしない憎悪を感じ、己を憐れむ思いはかけらも残さず消えた。


　もう後がなかった。死ぬか生きるかだということが心に迫り、なぜ自分なのか、という根深い疑問に、新たな答えを得た気がした。


　少女たちは死に、過去の自分も死んだ。そして今の自分が生き残った。力を得た自分が。それが、なぜ自分が戦うのかということへの答えになった。バロットは、自分が昇るべき階段を見つけた。





　検事はバロットにエールを送りかねない様子で立ち去った。


　バロットとドクターがエントランスから出てゆこうとすると、ふいに男が近づいてきた。そばに来るだけで、影に飲み込まれそうなほどの巨軀だった。


「ボイルド──」


　ドクターがはっと身を強こわ張ばらせた。バロットが男を振り返り、突き飛ばされそうなほどの圧力を感じた。近くで見ると、これまで目にしてきたどんな男よりもユーモアや微笑みと無縁な印象がますます強くなった。ひいでた額の下で、昏くらく澄んだ灰青色の瞳が、じっとバロットを見つめた。バロットのチョーカーを。


「次回から訴訟手続き記録が公開され、俺が動くことになる」


　ドクターが憤然と何かを言い返そうとした。だが、以前ウフコックが組んでいたという男──何かをきっかけに仲間割れをした事件担当官は、ドクターを遮さえぎるようにこう告げた。


「この俺がすぐに見つけ出す。手を引くなら今だ」


　隠れ処のことに違いなかった。淡々とした声なのに落雷のような衝撃があった。


　ドクターが口をつぐんだ。バロットの膝が震え、胃から酸っぱいものが込み上げてきた。法廷で馬鹿げた質問をされていたときのほうが、よほど平和なひとときだと本気で思った。


　男がバロットに視線を移した。まるで今初めて少女の存在に気づいたというように。


「お前はウフコックにふさわしい使い手ではない」


　その瞬間、バロットは背けかけた顔を止め、反射的に相手の男をまっすぐ見上げていた。自分でも驚くほどの怒りが湧き、こちらを押し潰そうとする恐怖の圧力を必死に押し返そうとした。男はそのバロットの勇敢さに大して感銘を受けた様子もなく、


「俺の事件の解決の仕方を、ウフコックからよく聞いておくことだ」


　そう告げてそばを通り過ぎていった。男がエントランスの階段を下りたところでシェルが現れ、二人がエア・カーに乗るのが見えた。


「よく耐えた、バロット」


　ウフコックが言った。心の底から称賛しているようだった。


　バロットはエントランスに立ち、じっと睨んだ。二人の男が去ったエア・カーの高架道路を。彼らがいる都市の螺旋の高みを。そうしながらウフコックの言葉を思い出していた。ビル正面にある螺旋階段のモニュメント──その最下段に立ち、最上段にいる者を震え上がらせた人物がいたということについて。


　自分はこれから、その人と同じことをするのだという強い思いが湧いた。


　そんなことは生まれて初めてだった。気づけば膝の震えが止まっている。静かに息を吐くと、唇から青い炎がこぼれ出している気がした。


　バロットは世界を睨みつけたまま、チョーカーのクリスタルを握りしめた。


　──あなたたちの戦い方を、教えて。










　　　　　２







「俺には怖がったり怯えたりした記憶は一つもない」


　シェルは忌々しそうにネクタイをゆるめ、ぎらつく緑に染まる変光カメレオンサングラスを顔にかけた。上着からスコッチの瓶を取り出し、乱暴な手つきで蓋をゆるめた。


「そんなものは記憶保存クラツプで脳から消滅している。だが……俺はどうやら、怖がってる」


　黙って運転するボイルドに向かってそう言うと、シェルは瓶の中身をがぶ飲みして喘あえいだ。サングラスの奥で涙がにじむほどの強烈なアルコールの一撃を我が身に浴びせた上で、多幸剤ヒロイツク・ピルのケースを取り出し、おおかた一つで済むそれを四つまとめて口に放り込み、ごくりと音を立てて飲み込んだ。


「恐怖自体は別にいい。大事な取引の直前でこのトラブルだ、多少の緊張は仕方がない。だがわからないのは、なんであの少女なのか、ということだ。もう顔も忘れた、ちっぽけで力のない小さな女の子が……俺は怖い。あの子が生きていると考えるだけでぞっとなる。俺のビジネスでは誰かが犠牲になる必要があるし、尊い犠牲は宝石になって輝き続ける。なのに、この指にあの子がいないなんて。そのせいで許されない疑問が湧いてくる。俺の過去に対する疑問が。俺が俺の過去を知ろうとするなんて、あってはならないんだ」


　早くも薬が効果をあらわし、突然の幸福感で声が上ずった。人生で最高の日を迎えたような笑顔が広がり、発作的な笑いとともに口にしてはならないはずの疑問が飛び出した。


「いったいなぜ、俺はあんな子供を殺すんだ？」


　ボイルドがちらりとシェルを見たが、何も言わなかった。シェルは幸せそうに手を叩き、両方の手のひらの隙間にぷーっと息を吹き込むようにして笑った。


「いつ、あの女の子が、本当にこの世から消えていなくなるのか、聞かせてくれ」


「じきに」


「勿もつ体たいぶるのはなしだぞ。雇い主を焦じらして自分の値を上げようなんていうのはな」


「二日あれば十分だ」


　ボイルドはいささかも勿体ぶる様子を見せずに言った。シェルはまた笑い出し、両手の間の目に見えない幸福の風船に繰り返し息を吹き込んだ。


「法廷にいたあの男が、お前の元相棒だとはな。ずいぶんと頼りなさそうじゃないか」


「あれは、メンテナンスだ」


「なに？」


「技術を扱うことに長たけ、素早く諸手続きを行うが、問題になるのは、あいつではない」


「違うのか？　ウフコック……なんとかいうのとは？」


「やつは表には出ない。必ず誰かと組んで動く」


「……しかし、お前は向こうのお手並みは知ってるんだろう？　手口や特技を？」


「向こうも同じだ。俺のことをよく知っている」


「つまり……手強い？」


　ボイルドは機械のような冷淡さでうなずいた。


「誰かと組む？　あのひょろひょろした男を表に立たせて、裏で何をやってるんだ？」


「俺が確かめる。そのために人を使う」


「隠し金庫の金エツグ・イン・ザ・ネストを使っていい。いくらでも卵を割れ。徹底的にやるんだ。容赦なく」


「ああ」


　シェルは笑おうとしたがカチカチ鳴るものに遮られた。自分の歯だった。体が震え、ボトルを取り出して空になるまで飲み、多幸剤ヒロイツク・ピルをさらに二つほどせっせと飲んだ。


「フラッシュバックだ。過去が俺を殺そうとしている」


　怯えきった男が、怯える理由もわからず幸福感にすがり、微笑みを浮かべて言った。


「俺にそんなものあるはずない。俺は殻シエルだ。腐った中身を全て捨てた、栄光の器だ。で、どうなんだ？　お前みたいなプロが、どんな人間を使うってんだ？」


「金で動くと同時に、ターゲットに対して、嗜好を求める人間を使う」


「嗜好？」


「人間を物体として切り刻んで、部屋に飾るのが好きなタイプのことだ」


　爽やかな黄緑色に変わったサングラスの奥で、シェルが目を剝むいた。歯まで剝き出しにして笑っていた。狂犬病にかかってしまった犬が、身をよじって口から泡を垂らし、苦悶の吠え声を上げるようだった。


「そりゃあ、最高だ。考えてみればあの子はけちのついた悪運のカードだ。ダイヤはもういい。その狂った連中にくれてやれ。その間に、俺は取引を進める。天国への階段マルドウツクを駆け上がってやるんだ。どんな過去だろうと届かないくらいの高みへな」





　シェルをマンションまで送った後、ボイルドはエア・カーを都市西側のリバーサイドまで走らせた。


　川沿いにあるホテルの、高架道路専用エントランスにエア・カーを乗り込ませ、エレベーターで地下に行き、徒歩でショッピング・モールまで移動した。


　駐車場に着くと、そこに置いてあるガソリン車の一つに歩み寄った。ロックを解除してトランクを開けた。中にアタッシェケースが二つ入っている。シェルが経営するカジノで働く、金の運び屋による仕事だった。ボイルドは両方の中身を確認し、現金の束がぎっしり詰まったケースの片方に、映像データ用ディスクを入れ、蓋を閉めた。


　車を出し、東へ向かった。沿岸に出ると、沈み始めた夕日で海が緋色に染まっていた。


　港の倉庫街に到着し、ゲートハウスの若い警備員の男に、０９オー・ナイン担当官のライセンス・カードを手渡して事件担当期間中における諸権利の発生を告げた。


　若い警備員はカードを機械に入れて記録を取りながら感激して口笛を吹いた。


「港で事件が起こったんですか？」


　ボイルドは返されたライセンスを受け取りながら首を横に振った。


「大きな事件ではない」


「何かあったら呼んでください。俺、毎日、射撃場でトレーニングしてるんです」


「銃は必要ない」


　だが若い警備員は、すっかりわくわくしたような素振りでゲートを開いて言った。


「イメージぴったり」


　ゲートをくぐり、車を港に入れた。巨大なプラントが四方に並び、色とりどりのコンボイが、蟹かにの化け物みたいなクレーンに荷を剝ぎ取られ、骨だけになったような姿で陸路を帰る列に並んでいる。ボイルドは駐車場に車を停め、アタッシェケースを出し、両手に持って船場へ歩いていった。すぐに目的のクレーンと船を見つけた。クレーンのコントロールハウスの前にあるフェンスに、汚れた看板が針金でくくりつけられている。


『バンダースナッチ畜産輸出入』


　業務用ＴＶフォンに近寄り、アタッシェケースを持ったまま呼び出しボタンを押した。


《あんだい？》


　朴ぼく訥とつな調子の野太い声がし、遅れて映像が来た。


　クレーンの操縦室に作業着姿の男がいた。手にしたレバーと比較する限り、ボイルドに勝るとも劣らぬ巨体の持ち主のようだ。ドレッドにした髪の下に、ゴーグルをかけた分厚い顔があった。肌は蠍さそりのように褐色だった。


「カンパニーに報酬だ」


《どこのカンパニーだか言ってくんな》


「畜産物の輸出入をやっているという、カンパニーだ」


　ボイルドが告げると、フォンの向こうからけたたましい笑い声が返ってきた。


《あんた、ミスター・ボイルドだろ。ボスから聞いてる。ウチがそうさ。畜産業者だ。ちょっと待ってな、すぐ用意する。中に入って柵の内側の白線の前のところに立ってくれ》


　ボイルドはフェンスの扉をくぐり、荷下ろしエリアに入って作業ラインの前に立った。


　見事なクレーン操作で頭上から巨大コンテナが降りてきた。


　郊外の一軒家が丸ごと入りそうな長方形の金属の箱が、荷下ろしエリアの地面に驚くほど静かな音を立てて下ろされた。クレーンのワイヤーが固定されたままだった。


　コンテナの側面のドアが、ちょうどボイルドの目の前にあった。その電子ロックがひとりでに解除され、横滑りに開いた。


　ボイルドはコンテナの中に入った。背後でドアが自動的に閉まった。中は暗かったが、すぐに青白い蛍光灯の明かりがついた。中はいくつかの仕切り板で区切られていた。書類棚があり、ソファが置かれ、デスクの上でディスプレイがまたたいている。まるっきりどこかのオフィスのような内装だ。


　仕切り板の向こうから、甲高いくすくす笑いが響いた。


「コンテナの中がこんなで驚いた？　ようこそあたしたちのオフィスへ、タフガイさん」


　声だけ聞くと少女のものだが、仕切り板の向こうから現れたのは、三十代後半の小男だった。生まれつきそういう声であるというのではなく、声帯を改造しているのだ。


　背は低く、長い髪をワンレングスで垂らしていた。美しい髪だったが、部分的にブルネットだったりブロンドだったり赤毛だったりと、でたらめだった。小男は自分のその髪を見せつけるようにかきあげた。


「あたし、レア・ザ・ヘア。それがカンパニーでの登録商標よ。どう、素敵な髪ヘアでしょ」


　色とりどりの髪が、さらさらと水のように指の隙間から流れ落ちた。


　肌は異様にすべらかで、あちこちで肌質が違った。白くつるつるしているところもあれば、金の生うぶ毛げに輝いている部分もある。つぎはぎこそ見えないが、最新技術で製造された人間モザイクという感じだった。


　ボイルドはあたりを見た。上昇感があった。コンテナが再び持ち上げられていた。


「動いているな」


「心配しないで。ミンティー坊やはコンテナ運びのベテランよ」


　レアが澄んだ少女の声で笑った。


「クレーンの操縦室の男か」


「そう。ミンチ・ザ・ウィンク。爆撃ヘリの元パイロット。筋肉隆々の死の天使よ」


「どこへ連れていく」


「あたしたちの船に乗せるの。そこがホームベースってわけ」


　ボイルドはそれ以上は何も訊かず、アタッシェケースを持ったまま黙って小男と向かい合い、クレーンの操縦者が作業を終えるのを待った。


「いい男だわ。ミンティー坊やもタフだけど、あなたも相当みたい」


　レアがうっとりと言った。巨大な箱はほとんど揺れず、ゆっくりと下降した。


　しばらくしてわずかな震動があり、より大きなものの上に載せられたのがわかった。


「あら、着いちゃった。残念。もっとあなたのポーカーフェイスを眺めてたかったのに」


　レアの背後で壁の一部がスライドし、新たな男が現れた。


　金髪碧へき眼がんの男で、いかにも実業家風のスーツを着こんでいる。


「ようこそ、ミスター・ボイルド。お互いの稼業柄、握手はよしておきましょうか」


　そう言って両手をひらひらさせてみせた。整った指をしており、やすりで磨かれた爪に、薄いブルーのマニキュアをしている。全体的に見ると、指の長さがちぐはぐだった。


「ミディアム・ザ・フィンガーネイルというのが、この稼業での私の通り名です。愛称ですよ。大学生が、インターネットで遊び相手を探すときのようなね」


「あたし、この人の隣に座ろうかな。いいでしょ、ミディ？」


「ダメだ、レア。仕事の邪魔だ。さ、どうぞ、ミスター・ボイルド。お掛けください」


　ボイルドはソファに座らず、テーブルにアタッシェケースを置いて男を見た。


「報酬の前に、結果を確認する」


　ミディアムは冗談めかした物言いをぴたりとやめ、するりとそのネクタイを解き、ワイシャツのボタンを一つ一つ外していった。きゃっ、とレアが嬌声を上げ、恥ずかしがるように両手で顔を覆った。そのくせ、もじもじした仕草で指の間から目をのぞかせ、逞たくましいミディアムの胸元を見ている。


　ミディアムは胸を飾るペンダントを外し、テーブルの上に置き、ぴくぴく動く飾りが重ならないよう、一つ一つ並べてみせた。飾りと化した人間の指を。


「右手の親指アンクル・トムです。脳外科医五名──男性三名、女性二名のね。指紋照合してもらえば、ぴったり合うはずです。腐ることはありません。まだ生きてますから。根本の金属筒が、体液の交換装置になってましてね。爪も伸びるし、垢あかも出る。素敵でしょう？　医師の指は希少価値が高くてね。私も一本、いただきました。ほら、この左手の小指がそうです。女性医師の一人のね。実に美しい」


「指だけか？」


　ボイルドが尋ねた。ミディアムが微笑み、商談の公平さを自慢するように首を振った。


「いいえ。もちろんメンバー全員がそれぞれ分け前をいただいています」


　そこへクレーンを操縦していた男が、別のドアから現れ、


「ミディ、荷造り終わったよ」


　そう言ってぬっとソファの脇に立った。背も横幅もボイルドよりひと回り大きかった。


「ミンチ、レア、お前らの分け前を、ミスター・ボイルドに見せて差し上げろ」


「あら、あたしのも？」


「あんた、俺たちの趣味コレクシヨンに興味あるの？」


　浮き浮きしたようになる男たちを、ボイルドは静かに眺めて言った。


「確認だ」


「あの医師たちのよね。待ってて、すぐ持ってくるわ」


　レアが飛び跳ねるようにミンチの脇をすり抜けていった。


　ミンチはぼんやり立ったまま、作業着のジッパーを下ろし、インナーシャツごと脱いだ。瘤こぶのような全身の筋肉に、濡れて光るものがびっしりと埋め込まれていた。


「気に入ったから五人とも仲間に入れてやったんだ。ケイリーと、リンダだ。女性はやっぱり心臓ハートの近くがいい。右腕のこいつがダニエル。左腕のこいつらがレイクとスティーブ。仲が良さそうだったから並べて植えてやったんだ。ほら、見つめ合ってるだろ」


　その言葉通りミンチの巨大な左の前腕二頭筋で、二対の眼がしきりにまたたきながら瞳を向け合っている。何十個という数の生きた眼球が、きちんと対に揃えられ、ミンチの体に埋め込まれているのだ。目玉たちには、どれもちゃんと目蓋があり、睫毛まつげがあり、そして涙腺があった。いくつかの目が赤く腫れて、まるでミンチの肉体に閉じ込められたことを嘆き、ここから出してくれと泣いて懇願しているようだった。


「ほら、みんな、ミスター・ボイルドを紹介するよ」


　ミンチが全身にぎゅっと力を入れた。目たちが驚いたように大きく見開かれ、一斉にボイルドを向いた。


　ボイルドは冷厳とした無表情さで、その色とりどりの目玉の群を眺め返した。


「お待たせ。あら、やだ！　ミンティー坊やったら、はしたないわ！」


　レアが戻ってきて、ミンチの半裸姿に頰を赤らめつつ、バインダー状に閉じられた長方形のガラス板の束をいくつもテーブルに置いた。


「はい、あたしのよ。五人分」


　建材業者がタイルの見本でも見せるような調子でバインダーを開き、ガラス板の間に挟まれ、溶液に漬けられた皮膚と髪を見せた。


「気に入ったのはなかったの。やっぱり医者は生活が不規則なのよ。いまいち質が悪いわ」


　ボイルドはミディアムに目を戻して訊いた。


「パーツの中で、遺棄するものは？」


「何も。自分たちのコレクション以外は全て売ります。移植用、研究用、観賞用──そして食用に」


　レアが、くすくす笑った。


「人間の肉だと思って食べると感じちゃう人たちに売るのよ」


　ミディアムが、指さしてレアを黙らせた。誰のものとも知れぬ人差し指で。


「大陸では、捕った鯨は使い尽くすんです。皮から骨から全て。骨は学究目的で高く売れます。内臓は全て予約済み。盲腸なんかもね。要するに彼らはいなくなったんです。血の一滴も残さずに。戦争のおかげで移植技術は飛躍的に進歩しました。使い残しなんてまるでない。捨てるのは鯨がいなくなった後の虚無だけ。めでたしビバ、めでたしビバってわけです」


「医師が管理していたデータは？」


「滞とどこおりなく。我々の情報部へご案内します。どうぞ、こちらへ」


　ミディアムが勿体ぶった調子で指をくねらせて奥のドアを示し、そちらへ歩み寄った。


　ボイルドは手にアタッシェケースを持ったままミディアムの後を追った。


　巨大なコンテナのつなぎ目に設置されたドアの電子ロックをミディアムが解除し、壁の向こう側へ入りながら自慢げに言った。


「我らがカンパニーの情報中枢です。メンバーの一人がデータ管理専門でしてね。戦争では優秀な通信兵でした。──おい、フレッシー！　お客さんだぞ！」


　所狭しと置かれた機械の狭間で、ぶよぶよ動くものがこちらを向いた。


「やあ」


　白い肉塊に少年の顔面を埋め込んだようなしろものが、優しげな声で言った。声だけ聞けば知的な少年といった印象だ。幼い顔つきをしており、髪はなく、目は真っ黒く塗ったコインを眼がん窩かに嵌はめたような、大きな黒い瞳をしていた。


「あなたのこと、港に入ったときから見てたよ。港湾に設置された七百台の監視カメラのうち二十七台にあなたが映ってた。ああ、きっとこの人だろうなって思った。そういう人だな、これはって」


　肉塊が言った。ミディアムがにやりとなった。


「この方がミスター・アイアンマンだ。大事なクライアントに、粗相のないようにな」


「よろしく。僕は、フレッシュ・ザ・パイク。ここの情報担当です」


　そう言って自分で自分を指さした。生白い、赤ん坊の手に空気を入れて膨らませたような右手だった。椅子に座っているのかそのまま床に尻をつけているのかさえ咄とつ嗟さにわからない。ガウンのようなものを着ていたが、肉体の形状のせいで服に見えなかった。


　ガウンはところどころで異様な形状に盛り上がったり膨らんだりしている。恐ろしいほどの脂肪量だが、もはや肥満ですらなかった。人間らしいシルエットからはかけ離れていた。しいて言えば、肉の色をした巨大なブドウの房だった。


「データは？」


　ボイルドが訊いた。


「五人の医師が共同で行った脳治療データですよね。今、抹消と同時にディスクに落としてます。もうしばらくお待ちください」


　フレッシュはそう言いながら、脊椎に埋め込まれたいくつもの端子を分厚い手で器用に抜き差しした。電子信号が脳の神経組織の形成に影響するタイプではなく、あくまで脳からの出力系らしかった。


「終わるまで暇つぶしに僕のコレクションを見ますか？」


　フレッシュがとろんとした眠たげな目を向けて訊いた。


　ボイルドは答えなかったが、フレッシュは早くもガウンの結び目を分厚い指でいじくっていた。ガウンの下で体がぷるぷるゆさゆさ震えた。ゆっくり焦らすようにしてガウンをはだけさせた途端、真っ白い肉が弾けたように溢れ出てきた。


　女性の乳房の山だった。特に胸から腹にかけて大小の乳房が折り重なって密集しており、形も色もバラバラの乳首がずらりと並んでいる。ガウンの下は何も着ていないらしいが、乳房の山が当人の肉体をすっかり覆っていた。乳房は脚にも膝にもついており、かろうじて足首が宙でぶらぶら揺れているのが見えた。どうやら電動車椅子のようなものに乗っているらしかった。


「あなたなら触らせてあげてもいいな。みんなの趣味を知っても、僕らを嫌ったりはしなかったし」


　ボイルドは、全く取るに足らないものを見たようにフレッシュを眺め、言った。


「データをくれ」


　フレッシュは微笑んでガウンを元に戻した。たわわに実った果物の山を袋詰めにして持ち上げる様子にそっくりだった。そうしながら、うんうんと訳知り顔でうなずいてみせ、ミディをちらりと見た。


「僕、はっきり自分の趣味を言う人って好きだな。僕らみんな趣旨が違うからね」


「フレッシー、こちらのミスター・アイアンマンは、お前みたいなマザーコンプレックスとは縁がないんだ。俺みたいに、もっとフェティッシュなのさ」


「そうみたいだね。──オーケー、完了したよ」


　フレッシュが周囲のディスプレイを見渡し、ボイルドに目配せした。フレッシュの乳房のように、ディスプレイもまた異様な数が積まれ、どれも乱数表が震えていた。フレッシュは機材からディスクを抜き取り、電動車椅子の向きを変えてボイルドに差し出した。


「はい、どうぞ。このデータは、この世で、もうこのディスクにしか入ってません」


　ボイルドは右手のアタッシェケースを置いてディスクを受け取ると、力を込めて握りしめた。ディスクは粉々に砕けて、プラスチックと磁気の断片になった。再び拳を開くと、ぱらぱらと破片が床に落ちた。


　ミディアムがボイルドへにっこり笑いかけて言った。


「あとには、虚無を残すだけ」


　ボイルドは破片を見つめたまま、この港に入ってから初めてうなずいた。





　フレッシュの部屋を出ると、ミディアムが気安く親切そうに言った。


「鞄を持っているのも疲れたでしょう。私が、その仕事を引き受けましょうか」


「メンバーは五人だと聞いている」ボイルドがケースを握ったまま言った。「直接、お前たちのボスに渡そう。このコンテナにはまだいくつも部屋があるはずだ」


「ボスは今、席を外して……」


「あと一人、このコンテナ内にいるはずだ。さっきの情報機器の一つに、このコンテナの重量変化記録があった。コンテナ内部で、誰か俺の見ていない人間が動いていた」


「ボスは……別に、隠すことはないんですがね。コレクションの品定め中なんですよ」


　ミディアムは肩をすくめ、四方を囲む壁の一つへと歩いていった。


「通信機器を頭部に埋め込んでいるのか」


　ボイルドが言った。ミディアムと残り二人がぎょっとしたように顔を見合わせた。


「その目も機械化しているな。五人の間で、常に情報をやり取りしているのか」


「それが、我々のビジネスのやり方でしてね」


　ミディアムがにやっと唇を釣り上げて壁のインターフォンに触れた。レアとミンチが顔を見あわせて微笑み、感銘を受けたような眼まな差ざしをボイルドに向けた。


　ミディアムは肩をすくめ、四方を囲む壁の一つに歩み寄って、インターフォンに触れた。


《入ってもらえ》


　インターフォンからすぐに返答が来た。ふくんだような笑いがあった。ボイルドとミディアムのやり取りを聞いていたのだ。


　ミディアムが操作すると壁の一部が横滑りに動き、部屋の入り口を現した。


　どっしりとした調度品に囲まれた部屋だった。照明は抑えめで、重厚な木のデスクの向こうで男が一人、ゆったりと革椅子に座ったまま、入ってきたボイルドを迎えた。


「群の能力を見抜く男は、本物の猟犬だ」


　浅黒い肌をした男が、真っ白い歯をみせて言った。


　シェルと同じ人種だったが、こちらは非人間的なほどぎらぎらした生気を放っている。けだものじみた兇悪な熱気の放射だ。この人種独特の甘いマスクに鋭い笑みを浮かべ、ぴんと背筋を伸ばしており、髪は短く、こめかみに刺青いれずみがあった。


「群のボスをいち早く確認したがるのも、猟犬としての素質にかなっている。バンダースナッチ・カンパニーも、いい仕事相手を見つけたものだ」


　そう言って左手を掲げてみせた。そちらの手にだけ黒い革の手袋をしており、金の鎖が手の甲で、ちゃらちゃらと鳴った。あからさまに革下着ボンテージを思わせる手袋だった。小指と薬指は手袋に覆われていたが、残りの指は剝き出しだった。その手を振ってソファに座るよう促した。


「さ、掛けたまえ」


　先ほどと違いボイルドはそうした。


　男がデスクを回り、ボイルドと向かい合って座りながら、ミディアムに言った。


「ミディ、辛みキツクの効いたマティーニを二つだ」


　ミディアムが、ぱちんと指を鳴らした。その音に反応して壁の一部がスライドし、カクテルバーが現れた。ミディアムは不揃いの指をくねらせてグラスを揃え始めた。


　レアとミンチは部屋に入ってはこず、ドアが音もなくスライドして閉ざされた。


　男は手袋をしている手と、していない手を合わせ、総入れ歯かと思わせるほど綺麗な歯並びを剝き出しにして微笑んだ。


「俺は、ウェルダン・ザ・プッシーハンド。仲間はウェルと呼ぶ。むろん異名だ。アンダーグラウンドで楽しくやるコツもそこにある。自分自身の本質を異名であらわし、気の合う仲間を招き寄せる」


「お前のコレクションは？」


　ボイルドが訊くと、ウェルダンは手袋をしたほうの手のひらを向けてみせた。


「俺は滅多に自分の体にコレクションを移植しない。常にオンリーワンの逸品しか求めないからだ」


　手袋には銀色のジッパーがついており、それをゆっくりと引き下ろしていった。


　ジッパーの奥から、手のひらを縦に裂いたような瑞々しい陰唇の膨らみとともに淡いピンク色をしたヴァギナが現れた。陰毛は移植していないか、そもそも移植した時点でなかったのだろう。つるつるしたひだをウェルダンは右手の指でつつくようにして開いた。ジッパーのように。包皮越しに小ぶりなクリトリスの形が見えた。やや赤味の強いひだをくすぐると、指先がぬめりでてらてら光った。


「腕の筋肉の隙間に膣ちつ腔こうも移植した。尿腺は残念ながら飾りだ。持ち主は秘密だが、まさに最高級の品だ。俺は世界中を駆け巡ってチャンスを手に入れ、移植技術を手に入れ、オンリーワンである彼女を手に入れた。狭さと敏感さが自慢の俺の恋人──可愛い子猫プツシーキヤツトさ」


　食事をしたばかりの肉食獣の口から漂ってくるような生臭い熱を発散させて、ウェルダンが言った。


　一方、ボイルドはその程度の獣ならしばしば目にしてきたとでもいうように冷厳と観察するような目で、相手が再びジッパーを閉ざす様子を見守っている。ウェルダンはミディからカクテルグラスを受け取り、ボイルドにもすすめた。ボイルドはグラスを手に取った。


「俺たちのような稼業は、握手をしない。ただ、グラスを合わせ、相手の毒を飲む。あんたからは、これを機会に、優先的に仕事を請け負おう」


　ウェルダンはボイルドとグラスを打ち合わせ、その中身を一息で呑み干し、テーブルに置いた。ボイルドも同じように飲み干し、ケースの一つをテーブルの上に置いた。


「報酬だ」


　ウェルダンはゆったりとソファに身を沈めた。


　代わりにミディアムが素早くアタッシェケースを手に取り、一歩下がって床に置くと、中身を確認した。ややあってウェルダンがくつろいだまま、


「問題ないようだ」


　と言った。ミディアムがにやりとしてケースの蓋を閉めた。ボイルドが指摘した通り、互いに見もせず、口も開かずに意志疎通を行っていた。そのことについてウェルダンはこう付け加えた。


「俺たちは互いに互いの目となり、耳となり、武器となる。誰も割り込めはしない。使用する通信機器は全てハッキング不可能の軍事品でな。それが俺たちの強みだ」


　ボイルドはもう一方のケースをテーブルに置き、自分で開いた。


「次の標的の資料と、前金だ」


「人数は？」


「一人。ただし委任事件担当官二名と、民間の警備機構が邪魔に入る。すでに迎撃態勢に入っているが、お前たちの格好の標的だ。標的の肉体は好きにしろ」


　ウェルダンは臭いを嗅ぐ犬のように身を乗り出し、ケースからディスクをつまみ上げた。指でなぞると映像データの一部がディスクの表面に表示された。


　少女の顔をしげしげと眺めてウェルダンが言った。


「これが標的かね。アンダーグラウンドの店で売るような未成年ポルノの出演者が」


「そうだ」


「当局のロゴマーク入りとはな。警察による押収品を、警察から買ったというわけだ」


　ウェルダンが宙にディスクを差し出し、ミディアムが何も言わずそれを受け取った。


「この場で標的を確認する。メンバー全員で」


　ミディアムが指を鳴らすと、また別の壁が開いてテレビモニターが現れた。ディスクをセットしている間に、レアとミンチが入ってきてソファの両端に座った。フレッシュは自室のモニターで同じものを見るらしかった。異形の男たちの顔に、新たな標的に対する期待があらわれていた。


　ビデオが始まった。あらの目立つ安っぽい動画データで、内容もとても見れたものではなかった。だが少女が登場するや、四人とも釘付けになった。みなじっと画像の中の少女が死んだように弄もてあそばれる様子を凝視し、むっとするような異様な気配が部屋に充満した。


　ビデオの最初のからみが終わった後で、ミディアムが声に出して言った。


「いいぞ。あの指だ。初うい々ういしくてしなやかだ。右の小指にもっといいのが欲しかったんだ」


　レアが甲高い嬌声を上げた。


「素敵な髪よ。肌もすごくよさそう。欲しいわ。すごく欲しいわ」


　ミンチがしきりに荒い息を吐いた。


「綺麗だ。切れ上がった澄んだ瞳だ。天使みたいだ。ウェルみたいに両手に移植して、毎朝、あの目におはようを言ってキスするんだ」


　ふいにどこかのスピーカーから、フレッシュの声がした。


《かっわいいよね。素敵なバストをしてる。股の両側に、あれがあると良いだろうなあ。毎日少しずつ、ホルモンを注射してあげるんだ。可愛く膨らんで、僕のを挟めるぐらいに》


　間もなく二度目のからみが始まり、少女が大柄な男たちに荒々しく蹂じゆう躙りんされ始めると、ウェルダンも画面に食い入るような目を向け、口に出して言った。


「ふむ……アップにしてくれ。そう、その位置で。いいぞ。右手にふさわしい可愛い子猫プツシーキヤツトかもしれない。左手のレズ相手シスターが長いこと見つからないのが俺の悩みだったんだ」


　五人が興奮して口々に評し合った。標的を褒ほめ称たたえ、具体的にどうしたいのかを言い合った。やがてウェルダンがボイルドのほうを向いた。


「データでは、このビデオが撮られたのは一年近くも前だ。現在の彼女の資料は？」


「法廷でのビデオと写真がある」


　ウェルダンがプリントされた写真の束を眺め、その視覚情報をみなが共有した。


「素晴らしい標的だ。五人の医者どもで俺たちを試し、これが本番というわけだ。それで、あんたは彼女の何を欲しがってるんだ？　どのパーツが欲しい？」


　ウェルダンが親しげな口調になって訊いた。ボイルドは画面の少女を見つめ、


「命が消えたあとの、虚無をくれ」


　そう告げるや、たちまちウェルダンが満面をほころばせた。


「究極のフェティシストだ。俺たちは最高の仕事相手と巡り会ったようだ」


「期限は二日。それ以上は待てない。期限を過ぎるようなら、その場で契約を切る」


「心配ない。俺たち〈誘拐犬バンダースナツチ〉カンパニーは、選えりすぐりの猟犬の群だ」


　ボイルドは興奮のあまり今すぐ仕事を始めかねない五人と別れ、船を降りた。


　振り返りもせず駐車場へ歩いていった。車に乗ってゲートを出ると剃刀かみそりのように尖った三日月がゲートハウスの上で青く光っていた。入ってきたときと同じ若い警備員がボイルドのカードをチェックして言った。


「事件解決に向けて、頑張ってください」


　ボイルドはうなずいた。そして車をウェストサイドへと向かわせた。










　　　　　３







「ノーだ、バロット！　実に不愉快だ！　こればっかりはノーだ！」


　ウフコックはバロットの手の上で小さな指を突き出し、激しくわめき散らした。


　──怒らないで。ごめんなさい。もう二度と尻尾をつまんで持ち上げたりしないから。


「言葉にされることさえ嫌なんだ！　なんというか、俺の人格を否定されたような気になる。今後、俺の尻尾についてはあらゆる面でほうっておいてくれ」


　──ごめんなさい。そうするから。そんなに怒らないで。


　ウフコックは指を降ろし、捧げ持つような格好のバロットの左手にどっかと腰を下ろした。バロットのもう一方の手は胸元でバスタオルを押さえている。


「わかればよろしい」


　──そんなに怒ると思わなかった。


「俺も、なぜ自分がこうまで怒るのか、わからない」


　──まだ怒ってる。


「大丈夫だ。これ以上、君に怒りをぶつけたりはしないから」


　──ズボンの中に隠せばいいのに。どうして穴を空けて尻尾を出すの？


「ほうっておいてくれって言ったじゃないか！」


　──怒りをぶつけないって言ったじゃない。


「説明義務アカウントというわけか？　いいだろう。俺がなぜ、インプットされている八万種類のズボンのデザインから、最高に気に入っているこれに穴を空けているかといえば──」


　ウフコックはいったん言葉を切り、両手を広げて残りをぶちまけた。


「ドクターのヤツが言ったんだ。〝ズボンのお尻が膨らんでるぞ、大きいほうでも漏らしたのかい〟って。俺の自慢の尻尾を、なんて言いぐさだ！」


　バロットはぽかんとし、ついで遠慮というものを考える間もなく噴き出してしまった。


「笑わないでくれ、頼むから」


　ウフコックが情けなさそうに言った。それで余計に笑いが込み上げ、片手で腹を抱えながら笑いすぎてバスルームの床に膝をついていた。


　ひゅうひゅう声にならない息吹が口からこぼれ、自室で化石の群とともに壁に体を押しつけて泣いていたときと同じくらい苦しかったが、こちらの苦しさは何度となく味わっても構わないと思わせるような愉快さに満ちていた。


「俺のズボンのことなんかよりも君は自分の服の心配をすべきだ。俺と違って、大した体毛も持ってないくせに。いつまでもその格好だと、風邪をひくぞ」


　だがバロットはいまだに笑いのせいで細やかな肩を震わせている。


　──ちょっと待って。苦しい。お腹痛い。


「呆れたな、まだ笑ってるのか？　いいさ、君のメンタルケアのお役に立てて光栄だ」


　──拗すねないで。


「拗ねちゃいない」


　──ごめんなさい。


　バロットは目尻にたまった涙を拭うと、手に乗せたままのウフコックの尾にキスした。


「和解のサインか？　いいだろう。君の健康の危機に留意し、今すぐ服を用意しよう」


　──ありがとう。


　バロットは立ち上がって体からバスタオルを落とし、両手で捧げ持ったウフコックに干渉した。手にしたお守りモージヨーに願いを込めて念じるように。そして操作スナークした。


　ウフコックがぐにゃりと変身ターンし、溶けるようにバロットの手から全身へ広がった。一糸まとわぬバロットの首から下を、黒いボディスーツが寸分余さず覆い、手の指から足の爪先までぴったり包んだ。両方の手のひらがくっついているのは一度に二つのものには変身ターンできないためだ。軽く力を込めて手のひらをひっぺがし、ボディスーツの心地よいタイトさとしなやかさとを楽しみながら、バスルームの鏡を見て、ちょっと、がっかりした。


　──あんまり、可愛くない。


「耐熱耐寒、耐圧耐衝撃──加えて、君の電子的な干渉能力を増強する。ちなみに、背中にジッパーがあるから、俺が外に出たときは、それで脱いでくれ」


　──もっと他にデザインはないの？


「君の意志で自由に変えられるが……衣装に凝るのは、後にしよう」


　──自分のズボンにはこだわるのに。


　不満たらたらでブーツを履き、自分の部屋を出た。


　死体置き場だったこの大きな建物はほとんどが保管庫で、居住可能な空間はごくわずかだった。搬入用エレベーターで地下駐車場に降りると、数台のガソリン車が置いてあるのが見えた。赤いオープンカーもそこにあった。出廷の際、ドクターがダミーの住居にタクシーを呼んだ際に言ったのだ。ウフコックと一緒に作った車があるが、敵に車を特定されるのはまずいから使わないのだと。


　バロットはオープンカーを指さして尋ねた。


　──あれが私を運んでくれた、メイド・バイ・ウフコックの車？


「ナンバープレートとガソリン、それからいくつかの登録パーツ以外はそうだ。ドクターと協力し合って制作した。一台作るのに一カ月ほどかかった。こだわりのデザインだ」


　──凝り性アーテイストなら、私の服にこだわってくれてもいいのに。


　不満を込めて蒸し返した。ウフコックの困惑が肌に伝わってくるような気がした。


「俺なりに工夫したつもりで……。まあ、今は訓練を優先させよう」


　駐車場の一角で機械を積み上げていたドクターが、やってきたバロットを、晴れ晴れとした笑顔で出迎えた。


「すごいだろう。君の生命保全プログラムで申請した費用を使って、一級の検査器具を揃えたんだ。軍事品さ。大リーグの一流トレーニング・マシンだって目じゃないね」


《凝り性アーテイストばっかり》


　バロットがスーツの喉元にクリスタルの音声器を作り出し、そう告げた。


「芸術的気質アーテイステイツクは人生に不可欠さ。自閉癖アルテイステイツクの危険さえ回避できればね」


　ドクターは上機嫌に言った。機械がいじれたのがよほど嬉しいようだった。


「その服はウフコックかい？」


「そうだ、ドクター。バロットに、芸術性が足りないと言われた」


　ドクターは、さもあらんというようにうなずいてみせた。


「頑張れよ、依頼者の大事な要請だ。──さ、バロット。こいつを付けるがいいかい？」


　ドクターが見せたのは、丸いシールだった。バロットがうなずくと、ドクターがスーツの上からバロットの肘や膝、背中などにぺたぺたと貼りつけていった。


《それはなに？》


「君のバイオリズムをマシンに叩き込むためのものさ。〇・一ミリ以下で君の動作が把握される。そいつを付けたまま適当に体をほぐしてくれ。ストレッチを」


　ドクター自身はパイプ・チェアに座り込んでキーボードを叩き始めた。


　バロットは体に貼られたシールが、ごちゃごちゃ積み上がった機械に信号を送る様子を感覚しながら、ドクターに言われた通り準備運動をした。


　体をしなわせながら、スーツのあちこちに干渉した。いくつか模様が入り、デザインが整えられ、色が入った。満足はいかなかったが、それなりに格好がついたように思えた。だがウフコックが言及したのは別の点についてだった。


「ずいぶん柔らかいんだな」


　バロットが脚を左右に開いていって、ぺたりと床にお尻をつけたことを言っていた。バロットは、そのまま上半身を倒し、胸を床につけてみせた。


「俺にはできない芸当だ。何かスポーツを？」


　バロットは音声器に干渉せず、


　──こうやって体を動かすのが好きなの。この体は自分のものだって気持ちになるから。


　直接、ウフコックにそう告げた。


「俺は二十メートル走で一分が切れなくてドクターに運動不足だと言われてしまった」


　バロットはくすくす笑って立ち上がり、音声を発して訊いた。


《もっと動かしたほうがいい？》


　ドクターはせわしげにキーを叩きながら楽しそうに首を振った。


「いや、オーケーだ。じゃ、そのボードの上に立って。そう、その機材の前にあるやつ」


　バロットは銀色の板の上に乗った。何かと思ったら体重計だった。ボードとつながれたディスプレイが数字をはじき出し、コンマ以下の数字がぱっぱっと明滅した。体重の他にもいくつもの数字が並んで明滅している。付着したシールを通して、体の各部分のサイズを詳細に計測しているのだ。


「空港の荷物検査に使われる重量計を、バイオリズム指標用に改造したんだ。ミリグラム単位で計測できるし、君の血流状態から体脂肪率まで把握される」


《乗る前に言って》


「──うん？」


《いやらしい》


　ドクターが情けない顔をした。ウフコックの笑い声がバロットのスーツの左手で響き、


「そう言わないでやってくれ。計測者の存在は、訓練には不可欠なんだ」


《じゃあ、ドクターのことは機械だって思うことにする》


「ひどいなあ」


　ドクターがぼやくのへ、からかうようにバロットが付け加えた。


《優しい機械。いつでも言いたいことを言わせてくれるから》


　ドクターは困ったように咳払いし、説明に戻った。


「君の皮膚は、宇宙空間で身体感覚を保ち、かつ電子的制圧力を発揮するためのものだ。電子的な干渉能力によって君の小脳やいくつかの無意識野に感覚情報が送られ、処理される。情報の経路は君自身の神経だが、金属製の代謝繊維である人工皮膚ライタイトによっても情報が加速される。君は理論的に、肉体の外部と内部の両方に対する干渉が可能なんだ」


　バロットはうなずいた。自分が得た力から、未知の部分を残らずなくす気だった。


「肉体を外と内から精密に把握する。この場合、訓練によって身体能力を伸ばすということは、筋力を鍛えるという以上に、肉体のバランス感覚を養うという定義が妥当だ」


《どうすればいいの？》


「その体重値を、一定の数字に固定するんだ」


　バロットは計測器の数字を見た。それぞれの足にかける体重の違いで、コンマ以下の数字がくるくる変わった。操作スナークして望み通りの数字にすることは簡単だったが、ドクターが言っていることはそれとは違った。


　ウフコックが、さらにそれがどういうことか丁寧に教えてくれた。


「力を抜いて、力を出すんだ。脱力し、肉体を操作する意志を優先させる。体が存在するあり方を把握すれば、環境に対して最大限に活用する仕方が感じられてくるはずだ」


《あなたが変身ターンするときも、そうしているの？》


「そうだ。俺と君とではだいぶ仕組みが違うが、基本的には同じはずだ」


《私のあり方って……？》


「考える必要はない。感覚すればいい。さっき君が言った通り、それは君のものだ」


　バロットは目を宙に向けた。しばらく虚空を見つめ、それから目を閉じた。


　初めてこの建物にいる自分を自覚したときのことを思い出そうとした。今いる場所に対し、全く不安なく眠っていられたときのことを。それこそバロットが心の底から望んでいたことだった。


　そうしながら今まで外部に対してばかり指向していた意識を、内部にも向けていった。自分の鼓動を──全身の脈動を感じ、これが自分なのだという根本的な自覚を促した。誰のものでもない、自分のものである肉体の細かな部分一つ一つを感覚することができる気がした。それこそ体を流れる血の一滴にいたるまで。


　やがて意識の中で、外部と内部が、ゆるやかにつながってゆくような感覚が生じた。自分の体の変化と、体重計の変化とが等しく感じられた。にわかにウフコックを通して周囲の空気の流れがわかり、駐車場全体の様子が把握できた。停められた車の形から、柱の太さ、壁の厚さ、空間を飛び交う電波が自分の肉体を通り抜ける様子さえ感じられた。同時に、いつの間にか自分の一挙手一投足を一ミリ以下の単位で把握することができていた。


　ドクターはバロットの背後でじっとディスプレイを見つめている。その様子が仔細にバロットに感覚された。ドクターは驚いていたし、喜んでいた。そして少し怖がってもいた。


「すごいぞ……自分の作った道具が、天才的な使い手に命を吹き込まれる喜びだ」


　そう告げるわりにはドクターの声には後ろめたい響きがあった。バロットは急に、自分の肉体を覆うこの皮膚が、もともと何の目的で作られたかを理解し、


《ドクターは、戦争が嫌い？》


　目を閉じたまま飛躍したことを訊いた。背後でドクターが顔を上げた。図星を突かれて困惑した表情を浮かべていたが、ふと苦笑し、ごまかすように眼鏡を指で押し上げた。


「好きではないな。けど、もともとそれは分厚い宇宙服を着たまま迅速な白兵戦を可能にするという、軍が提示したコンセプトにもとづいて開発した技術なんだ」


《なぜ、作ったの？》


「僕は本気で、人類の平和と進歩に貢献しているつもりだったんだよ。別れた妻とその弁護士からは、人体改造マニアの犯罪者呼ばわりされたけどね」


《あなたは私を助けてくれたし、今も助けてくれてる》


　本心から告げた。ドクターが穏やかに笑った。恥ずかしがるような笑い方だった。


「ま……そうであることを願いたいね。さ、次のステップだ」


　バロットは目を開いた。数字は完全に止まっていた。


　どうすればどれだけ数字が動くか、体の一部のようにわかった。自分の体そのものを精密に感知していた。もしボードが五十メートル先まで伸びていて、その上を走れと言われても、ほとんど数字を動かさずにそうしてのける自信があった。


「ん……？　君は右利きか？」


　唐突にウフコックが訊いた。ウフコックもまたバロットの体を正確に把握していた。


《もともと左利きなの》


　そう答えてから、ウフコックにだけ干渉して付け加えた。


　──左利きの女の子を嫌がる客がいるって言われて、直させられたの。


「君の上半身の動きがそれで理解できた。では武器を両方の手で使えるかな？」


《少しやれば、すぐに慣れると思う》


「では左手からいこう。銃を手に取ってくれ」


　バロットはウフコックを操作スナークした。銃など、最初にウフコックを変身ターンさせたときを除いて一度も握ったことがなかったが、ウフコックの中にインプットされている多数の銃の形から、バロットにとって最も手触りの良いものが選ばれるのがわかった。


　ぐにゃりと手のひらの部分が変身ターンし、鋼鉄の重みが現れ、ウフコックが解説した。


「部分的に、硬化プラスチックと電子機器を使用しているが、基本はただのオートマチックの拳銃だ。引き金を引いて、火薬を爆発させ、弾丸を高回転で射出する」


　バロットはうなずいて銃を構えた。グリップが手のひらのスーツと同化していた。指を離して軽く振っても落ちなかった。ほとんど手の一部のような感覚だった。


　ドクターが、壁に立てかけられた百七十センチ大の人型の黒い的を指さした。


「じゃ、撃ってみてよ。銃の撃ち方のビデオは観たね？　標的の周囲に感圧器をつなげてるから、壁のどこに当たったかすぐにわかる」


　銃に弾丸は込められていなかった。銃を操作スナークすると、かちりと音を立てて鋼はがねの内部から弾丸が装塡された。その分の重量の増加がミリグラム単位で把握できた。


　かちり、かちりと音を立てて弾丸が装塡されていった。十一発と、遊底に一発。


　左手で銃を押し出し、右手を添えて、銃を引いた。力が拮抗するのを確かめてから首をかがめ、銃の先を真後ろから覗き込むようにして見た。射撃訓練用ビデオの真似だったが、それが最も撃ちやすい姿勢であることはすぐにわかった。


　ゆっくりと引き金に指を添えた。引くというよりも握り込む感じで動かした。


　引き金はバロットのためにきわめて軽く調整されていた。指の力はそれほど必要ではなかった。銃と手と腕と体全体のバランスを保ち続けることに注意を払うべきだった。


　たーん、と音が爆はぜた。銃口から弾丸が、排莢口から薬莢が飛び出した。


　続けて撃った。一発、二発、三発。銃声は、ウフコックの中に押し込め、完全な消音にもできた。だがそうすると感覚が鈍った。射撃のための最適な衝撃と音が必要だった。


　考えながら六発撃ち、次の六発は完全に感覚に任せて撃った。銃声が駐車場に響き渡り、薬莢が床で跳ねて陽気なリズムを刻んだ。


　最後の数発で、射出される弾丸の様子さえ感覚できた。ねじれたような切り込みの溝とその間の山を弾丸が通り抜け、凄まじい勢いで回転して飛び出してゆくのだ。


　体重計の数字はわずかに変化し、動かなくなった。バロットは全弾を撃ち尽くした。遊底がスライドして止まり、銃からウフコックの声がした。


「そのまま装塡せず、弾倉マガジンを捨てることで熱を放出させよう」


　バロットはグリップに干渉して弾倉を落とした。弾倉が体重計に落ちた瞬間、すっと体の力を抜いた。弾倉が銀色のボードの上で跳ねて床に落ちたが、体重計の数値は、ぴくりとも変化しなかった。


　バロットは銃を操作スナークした。鋼の内部から弾倉と弾丸がいっぺんに現れた。遊底がひとりでにスライドし、鋭い音を立てて戻った。体の力を抜き、一定のリズムで一気に撃った。


　ドクターはまばたきもせずにディスプレイを見つめている。眼鏡の奥で目をまん丸にし、バロットが二つ目の弾倉の中身を撃ち終えるや否や、歓声を上げた。


「完璧だ！　よし、次は動く的だ。バラバラのリズムで、柱の向こうからボールが飛び出す。子供向けのピッチングマシーンだ。そのボールを撃つ。いいかな？」


《わかった》


　バロットは弾倉と弾丸を装塡して構えた。ドクターがキーを叩き、器械を作動させた。


　ぽん、と音を立ててゴムボールが飛び出た。バロットはそれを撃った。


　四秒弱で、一つのボールに十二発全弾を叩き込んでいた。


　ボールはバラバラに砕かれた──塵と化したと言うべきだった。体重計は動かず、薬莢がいっぺんに散らばった。バロットは銃の弾倉を落とし、ドクターを振り返った。


　ドクターは凍りついたように宙を見ていた。ボールが微塵となった一点を。


「……ボール一つにつき、一発のつもりだったんだが」


　ぽん、と音がしてボールが飛んだ。バロットは半ばドクターに目を向けたまま、ひょいと銃をそちらへ向けた。左手だけで。右手は離して体の脇に垂らしていた。一瞬でウフコックを操作スナークし、弾倉と弾丸を装塡していた。そして言われた通り、一発だけ撃った。


　ボールは壁に跳ね返り、勢いよくこちらに向かって、二十メートルほどの距離を転がり、ドクターの靴に当たった。


　続けてボールが放たれた。バロットは完璧に同じように撃ち抜いた。間もなくドクターの足元に、撃たれたゴムボールが七つ集まった。中心から中心へ正確に貫かれ、壁に当たり、同じコースを転がってきたボールの群を前にして、ドクターが驚きで頰を震わせた。


「球形の的だぞ。この距離で、百パーセント跳弾せずに中心を侵徹するなんて……すごい、ぞくぞくするな」


　そう呟いて、はっと口をつぐんだ。気まずげにこちらを見るドクターに向かって、バロットは大げさに眉をひそめてみせた。共感と咎とがめるような表情とを半々に混ぜて。


《戦争は嫌いなんでしょう？》


「──それとこれとは、違うさ。俺たちはこれから戦争をするわけではない」


　ウフコックのフォローに、ドクターは肩をすくめて同意を示した。


「僕は前線にいたことがないからね。こんな浮き浮きした気分で戦争はしないはずだと信じているのさ。じゃ、次は君も動いてみよう。ここから的まで歩いていくんだ。柱の陰に同じマシーンが置いてある。君の動きに反応してボールが放たれる。それを撃つ。ボールは君への攻撃だと思ってくれ」


《わかった》


　バロットが銀色のボードから降り、そのまま歩いた。その先の左右で沢山の器械が作動しているのがわかった。自分の集中力がどんどん上がってきているのが感覚された。


　柱の陰で器械が作動した。バロットはそちらに銃口を向け、ボールが発射されたときには撃っていた。ボールが弾丸の軌道に入ってきて、吸い込まれるようにして貫かれた。


　バロットは歩き、左右にボールが乱れ飛んだ。その全てを弾丸で貫いた。ドクターは器械の動作をどんどん速めてゆくが、バロットは一定の歩調を保った。


　いったん壁際で止まり、来た道を戻った。右手でもウフコックを操作スナークし、左手と同じ銃を現した。右と左と。より早く、的確に狙えるほうでボールを撃ち抜いた。


　バロットは歩きながら目を閉じた。肉体の全てを意志のもとに把握することで安らかな恍惚感があった。歩調は穏やかだが、気持ちは踊り、はしゃぐようだった。


　バロットは目を閉じてからも一発として外さず、逆にドクターからは笑顔が消えていた。


「僕は何をすべきかはわかる。でもどうしたらいいかは……まさか、これほど銃と彼女が適合するなんて」


　ぞっとしたように呟いたとき、ポーンと、ディスプレイで着信音が一つ、鳴った。





「検事から連絡が入った」


　ドクターが言った。別になんてことはないのだと予防線を張るときの癖として指で眼鏡をいじくってから、先を続けた。


「シェルに関わるあらゆる情報を、常にネット・ニュースや、警察の公開連絡網なんかで自動検出してたんだが……シェルの担当だった脳外科医五名が一斉に消えた」


　そこでドクターがちらっとバロットを見た。バロットは視線の意味を察して告げた。


《大丈夫、怖がったりしないから。話して》


「うん……まあ、変なんだ。医師の一人なんて自宅で夕飯の用意をしてたらしい。争った形跡も、失踪直前の目撃者もなし。ただ五人の口座に不明の収入がみつかった。でも彼らが国からもらう額を考えたら、その程度の不正収入の露呈を苦に、逃げ出すわけがない」


「口座への振り込みは見え透いたおとりだ」スーツ姿のままのウフコックがバロットの左手のあたりから声を発した。「ボイルドは目的のために必要だと思えば、くだらないことでも、きっちりとやる。何か手がかりらしいものが見つかったら、全て騙しブラフかおとりデコイだ」


「だろうね」ドクターもうなずいてキーボードを膝の上に置き、キーを叩いた。「医師の失踪を根拠にして、生命保全プログラムを最重要レベルにまで押し上げるよ」


「逃走経路の確保と新しい隠れ処の手配を急げ」


　ウフコックが素早く付け加えた。


「わかってるよ。何せ法廷ではかなり強烈なワンパンチを食らわせたんだ。ここからは向こうが攻勢に出る番さ」


　ドクターはキーを叩き続けた。検事と連絡を取り合っているのだ。かと思うと、ポーンと音がしてドクターの表情が明るくなった。


「法務局ブロイラーハウスの窓口が交渉許可を出した。今から僕が行って直接交渉してくるけど……留守を襲われないかな。僕がいても、あまり戦力にはならないけど」


「出廷後、護衛についた警備機構ハムエツグの人間はこちらでチェック済みだ。過去の経歴から何も浮かんでこなかった護衛が八名も周囲で張り込んでる。今夜くらい守ってくれるだろう」


「そう信じたいね」ドクターはキーボードを放り出し、オープンカーへ歩み寄った。「行ってくる。戸締まりに気をつけて。ウフコックの言うことを聞くんだよ、バロット」


　オープンカーが駐車場を出ていくとき、出入り口の向こうに赤い夕日が見えた。


　バロットはシャッターを閉め、器械に干渉した。訓練を再開するつもりだった。


　ウフコックが気遣うように言った。


「あまり気を張らないほうがいい」


　──もう少しやらせて。気分が良くなるから。


「では、激しい動きはよそう」


　バロットは再び銀色のボードに乗り、銃を両手に現して握った。ボールが飛び出すのに合わせて撃った。右で撃ち、左で撃った。その合間に、ウフコックに干渉して尋ねた。


　──誰が襲ってくるの？　あなたの前のパートナー？


「わからない。襲ってくるとは限らない」


　──シェルが医者を消したの？　なぜ？


「シェルの取引に関わっているからだろう。シェルの記憶が記録化されて保存されているという可能性がこれで高まった。こちらに有益な情報を流してくれたようなものだ」


　──医者を消したのは誰？


「推察できるのは複数のプロだ。チームで動き、報酬をもらって人間を拉致する」


　──その人たちが襲ってきたら？


「警備についた人々に撃退してもらう」


　──もし警備の人たちも消えてしまったら？


「そのときは、我々自身で撃退する」


　──殺すの？


　引き金を引きながら、バロットが訊いた。


　──襲ってきた人たちを、こうやって撃てばいいの？　あのボールみたいに？


「必要がある限り、防衛し、撃退する。だが、殺すためじゃない」


　シートベルトはどうした、と鋭く訊いてきたときのように厳しい調子だった。


　──うん。


「少し休もう」


　──大丈夫。もう少しだけ。


　バロットは無心に撃ち続けた。脳裏では法廷での弁護人の問いが繰り返しよみがえった。


　なぜ抵抗しなかったのでしょうか。弁護人はそう訊いてきた。あらゆる男がそう訊いてきたように。答えは沈黙だった。いつでも沈黙以外の答えはなかった。どんなときも。


　だが今、その沈黙を引き裂く銃声があった。










　　　　　４







『送迎・ご案内──迅速確実！』の文字をでかでかと窓に貼り、平たいフロントに航空会社のロゴをプリントしたガソリン車のバンが、居住区一帯をゆっくりと巡回していた。


　やがてこぢんまりとした住宅の前で停車すると、中から二人の長身の男が出てきた。両方ともサングラスをかけ、分厚いコートを羽織り、一方の手を懐に入れている。


「五分だ、ミディ。縄張りを確保するぞ」


　ウェルダンが言った。


「了解。──これよりマーキングに入る」


　ミディアムが口に出して答えながら、住宅の玄関口へまっすぐ歩いていった。左手をコートの内側に入れたまま、右手で玄関の呼び鈴を鳴らし、脳裏で電子の声を放った。


《ウェルがレーダーを仕込む間に俺が片づける。電話回線の操作ハツクは完了してるな？》


《問題なし。全チャンネルの制圧が完了してるよ》


　フレッシュが告げた。ミディアムは、にたっと笑みを浮かべ、人工的に強化された聴力でドアの内側の物音を聞きつけ、相手の位置を把握した。


　インターフォンが声を放った。


《なんの用だ──》


「〝今お前に送りつけてやるぜウイー・ウイル・センド・ユー・ナウ〟航空会社の送迎バスです。お待たせしました」


　インターフォンに向かって馬鹿げた会社名を愛想良く口にしながら、コートから手を出し、カード状の器械の一端をドアの電子ロックに差し込んだ。


　同時に、右手の袖口からは高電磁ハチソンナイフが魔法のように現れ、ミディアムはそれを握って柄の目盛りを押し上げ、刃を白熱させている。


《なんだって？　そんなもの頼んだ覚えは──》


　インターフォンから困惑と警戒の入り交じった声が返ってきたときには、電子ロックが解除され、ドアがかちりと音を立てて開いていた。


　チェーンロックが現れ、ミディアムはナイフを一閃させた。


　バターナイフのような刃が切断用の高磁圧を放ち、鎖を熔解させ、斬り飛ばした。そして素早く肩でドアを押し開けて屋内へ突進すると、問答無用で刃を投げ放った。


　廊下でインターフォンの前にいた男が愕然となり、お……と声を上げかけたその口の中へ、刃が飛び込んだ。高磁圧が後頭部を貫き、口内の水分が一瞬で蒸発し、男の鼻腔から真っ赤な蒸気が噴き出した。


　ミディアムは相手が床に倒れる前に襟をつかんで支え、ナイフを引き抜き、死体となった男をゆっくりと床に置いた。血は一滴もこぼれず、肉の焦げる猛烈な異臭がした。


　ちりん、と鈴のような音が響き、サングラスの奥で、ミディアムの機械化された両目が赤い光を灯した。


「どうした。あの車は何だ。この臭い──」


　もう一人が壁の向こうで移動する様子が、ミディアムの赤色の眼差しとフレッシュの電子的中継によって正確に把握された。ほとんど透視しているようなものだった。ミディアムは左手にナイフを握ったまま、右手を腰の後ろにやり、声に出して低くささやいた。


「……どちらが早撃ちかな、タフガイ？」


　警備機構ハムエツグの男が腰のホルスターから銃を抜きながら廊下に現れ、ミディの赤く光る二つの目に出くわし、ぞっとしたような表情を浮かべ、慌てて銃を構えたが──遅かった。


　ボイルドが放ったその人さらいの猟犬たちバンダースナツチ・カンパニーの一匹は、迅速に拳銃を抜き、構え、引き金を引いていた。ほとんど音もなく発射された弾丸が、警備の男の胸に穴を二つ空け、ついで荷電粒子を発して肺を一瞬で灼き尽くした。


　男は断末魔の声を上げることも許されず、その場でくずおれた。またもや血は一滴としてこぼれず、室内には香ばしいとさえいえる焼かれた肉の匂いが漂った。


「俺のほうが早かったな、タフガイ」


　銃をしまい、おどけた様子で指を左右に振った。男の死体に歩み寄り、


「タフでプロフェッショナルな指だ。しかし色気がないな。売っちまおう、ウェル」


　ナイフを握った手でサングラスを外し、屋内に入ってきたウェルダンに声をかけた。


　ウェルダンは死体となった別の男の襟首を引きずり、もう一方の手に大型トランクを持っている。両方を廊下の真ん中に置くと、サングラスを取って赤く光る瞳をあらわにし、宙に向かって声に出して言った。


「三人とも始末した。こちらのマーキングは完了だ。そちらは？　レア、ミンチ？」


《終わったわ。とっても簡単よ。警備機構ハムエツグの勤務記録にハッキングした通りの配置だなんて。今、彼らの代わりにキッチンでコーヒーを淹れてるわ》


　ウェルダンとミディアムの脳裏で、声だけは少女のように美しく澄みきったレアの返答が響いた。


《こっちも終わったよ。マーキングが働いてるのも確認した。いつ、この豚を運ぶ？》


　つづいてミンチの声が届く。


　ウェルダンが窓に寄り、元死体安置所の建物を眺めながら応答した。


「闇を待て。警備機構ハムエツグの回線と、標的のいる建物の全通信を攪かく乱らんさせる」


《少し汚してもいいかな》


「うん？　どうしたミンティー坊や？」


　ミディアムが面白そうに訊いた。ミンチがわくわくしたような声を返した。


《女がいたんだ。夫婦を装ってたけど警備の人間だよ。もしかすると本当の夫婦かもな》


《まだ生きているのか、ミンチ？》とウェルダン。


《生かしておいたほうが良かった？》


《いや。好きにしろ。後片付けの時間も、計算に入れておけ。日没まで二十分だ》


《ディナーの時間まで空腹を保っておけよ》ミディアムが口を挟んだ。


《おやつさ。前のパーツは、ウェルのためにとっておくよ。あんたのお気に召すとは思えないけど。夫婦並べて後ろのパーツをやってやるんだ》


　さも楽しげなミンチの言葉に、ミディアムが吹き出した。


「レアがやきもち焼くぞ」


《今したら標的にばれちゃうわ。あたし、とても大きな声で喜ぶのじゃなきゃ嫌だから》


《豚を積む時間を忘れるな》ウェルダンが玄関のドアからミディアムの錠前破りのロツクバスターカードを抜き、元通りロックをかけた。《俺たちは血の一滴も残さず獲物を食い尽くす。それが生き残る秘訣だ》


《豚を腐らせるなよ、レア、ミンティー坊や》ミディアムが死体のかたわらに膝をついてトランクを開き、臓器保存のための冷蔵フロスト装置を作動させながら告げた。《あくまで冷静ステイ・フロストにな。戦場に立ってることを忘れるな》


《だから余計に感じちゃうのよ。ねえ、ミンティー坊や？》


《ああ、いい。すごくいいよ》


「スリルが快感を高めてくれるってわけだ」ミディアムが笑って高電磁ハチソンナイフを白熱させた。「さてと、ウェル。俺たちも二十万ドルのバターナイフで、早いところ豚を刻もう」


　ウェルダンも同じナイフを取り出し、屈み込んで死体の腕に刃を当てた。


　皮膚も筋肉も骨もたやすく切断されたが、傷口が灼かれるため血はこぼれなかった。二人とも嬉々として死体を解体し、トランクへ詰め込み、微笑み合った。


「楽なもんだな、ウェル。さっきすれ違った赤い車、事件屋の一人だろう？」


「そうだ。フレッシュに確認させた。あとは残り一人の事件屋を刻めばいい」


「胸が高鳴る。久しぶりだ。まるで初めての夜のように、どきどきしてる」


「俺もだ、ミディ。早く彼女を眠らせて、連れて帰ろう」





「作戦開始時刻は、今から二十分後です」


　トレーラーのコンテナの中で、真っ白いガウン姿のフレッシュがぷるぷるとゼリーのように体を震わせてボイルドを振り返った。


「最適の時間だ」


　ボイルドが言った。機材だらけのコンテナだった。トレーラーの運転手はミンチだが、目標の建物から離れた駐車場に停めてのち、わくわくした様子で出かけていった。


「警備機構の回線操作は問題なし。三カ所ある建物のうち、四十五分ごとに通信がない所が一つでもあるとエマージェンシーがかかるんだ。だから十五分ごとに一つずつ発信をするようセットした。本当、とっても簡単だよ」


　フレッシュがはしゃぎ気味に言った。


　ボイルドは無言で、ディスプレイに表示された詳細な地図を見つめている。


　地図上のいくつかの光点がウェルダンたちの位置を示しており、その隣のディスプレイには目標の建物の構造図が三次元画像で表示されている。ウェルダンたちのマーキングが──三方に設置されたレーダーが、建物の内部を正確にスキャンしているのだ。


「設計図面通りの構造だね。あなたも、あの建物にいたことがあるの？」


　ボイルドの目だけが、ちらりとフレッシュのほうを向いた。


「あなたのこと少し調べたんです。ウフコックって事件屋と一緒に解決した事件、どれもオフィシャル・コード指定だなんて。この業界じゃ、すごい有名人だ。警察にも検事局にも顔が利くんでしょう？」


「あの建物は、俺とのコンビネーションを解消した後で手に入れた施設だ」


「ふうん。……あなたは人の過去を気にするタイプじゃないでしょ？　だったら、相手が過去を話すことも、気にしないと思うんだけど」


　ボイルドはディスプレイに再び視線を当てながら、わずかにうなずいて見せた。


「僕とウェルとミディは海兵隊の機械化実験部隊ギニー・ピツグにいたんだ。レアとミンチは後から前線で出会った。僕は妄想症にかかったせいで除隊するはずだったんだけど、敵が沢山来ちゃったんだ。九十日以上も、僕らは森に立てこもった。みんな通信兵の僕を大事にしてくれた。大勢が異常攻撃性に陥ってた。そういう兵隊を集めた部隊があって、僕らはそこに配属されたんだ。僕らみたいな人間じゃなきゃあそこには適応できない。みんな活躍したよ。ウェルなんて勲章ももらった。沢山殺した。敵を沢山、味方も沢山。一日中、興奮剤を飲みながら撃ち続けた。ちょうど、こういう装甲車の中で三カ月間、日の当たらない地下鉄のトイレみたいな場所で。それで僕は、足が白はく蠟ろう症しようになっちゃった」


　だらだら自慢げに話を続けていたが、そこで言葉を切ってにこにこしながら質問した。


「あなたは？　実験部隊は経験ある？」


「Ｐ７実験部隊にいた」


「Ｐ７……？　Ｐ６までは知ってる。高度二万から六万メートル。その上があるの？」


「宇宙戦略想定科学部隊だ。航空師団から、俺を入れて三人が入隊した」


「すごい！　実験的な機密部隊だね。サイエンス・フィクションみたいだ」


　フレッシュが喜んでぴしゃぴしゃ手を叩いた。ボイルドはちらりとそれを見た。


「虚構の部隊だ。ただ無意味な技術だけがあった」


　そしてまた感情のない目をディスプレイに向けた。





第４章　導火　Spark
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　午後四時を過ぎたところだった。


「妙な匂いがする」


　ウフコックが調理台の上で、しきりに匂いを嗅ぎながら言った。シチューの鍋をかき回すバロットの手が止まった。シチューを指さし、ワインのボトルを手に取り、首を傾かしげる。


「いや、香りづけじゃない。人間が集団で騒ぎ出そうとするときに特徴的な、歓喜の匂いだ。祭りや、ダンスパーティとか……あるいは、戦争を始めようとするときのような」


　バロットはボトルを置き、また小さく首を傾げた。ウフコックは匂いを嗅ぎ続け、


「ほんの少し、恐怖の苦い匂いがする。誰かが殺されたときのような……」


　そう呟いて気遣うようにバロットを見上げた。


　バロットはもうそんなことで怖がりはしなかった。目の前に喋る金色のネズミがいるだけで、そうした恐怖はすっかり追い払われるのだ。俺を信じてくれとこのネズミは言った。少なくとも恐怖にまつわる物事について、バロットはこの上なく完全にそうしていた。


　バロットはシチューを煮る火を止め、そっとウフコックに指を絡めた。


　──敵？


「可能性は高い。通信機器をチェックしてくれ」


　バロットはウフコックを右手に乗せ、左手を壁のフォンに当てて操作スナークした。


　──かけても、誰も取らない。


「警備地点の三つともか？　本部は？　ドクターのところにもかけてみてくれ」


　バロットは左手をフォンから離し、こつこつと受話器を指で叩いた。


　──変な感じ。全然違うところにかかってる気がする。


　急激な切迫感が押し寄せてくるのを感じたが、それでもバロットは恐怖を感じず、レンジの火を止め、エプロンを脱いで椅子にかけた。


　ウフコックを手に乗せたまま自分の部屋へ向かいつつ訊いた。


　──来るの？　警備の人たちを消してしまった人たちが。私も消しに。


「その可能性は高い」


　──準備したい。五分だけちょうだい。


「どうするんだ？」


　──シャワーを浴びる。


　まるで銃の手入れでもするような言い方だった。ウフコックが手の上でうなずいた。


「急げ」


　バロットはウフコックを部屋のベッドに置くと、早足でバスルームに入って服を脱いだ。


　──皿デイツシユ、洗うウオツシユ、磨くブラツシユ、潰すマツシユ……


　湯を浴びながら、ふいに脳裏で韻を踏んで言葉が巡るのを感じた。


　──流すフラツシユ、灰アツシユ、突進ダツシユ、向こう見ずラツシユ……


　肌が汚れているとその分、自分の力が弱まるような気がした。


　特に、ぴったりウフコックを着るときには、ことさら丹念に磨く必要があると信じている自分がいた。ぴかぴかのステンレス製のナイフみたいに。曇り一つない肌になるのだ。ウフコックの存在の全てに包まれ、寄り添うために。


　そのうち、体を流れる湯の一滴一滴の動きまで把握できそうになった。


　実際、できると思った。世界の全てが自分の肌を通して滑らかに流れてゆくようだった。自分のものであるこの体の上を。もうこれは誰にも渡さない。肉体も命も意志も、戦い、守るべきものだった。


　決然とした意識が芽生え、脳裏を占めるとともに、なぜ自分なのかという永遠の謎々が──自分の価値を高めるためのつたない取引が、予想外の答えを生み出そうとするのを感じた。正確にはそれは答えですらなかった。謎々の裏返しターン──問いが変身ターンしたものだ。相手がどういう気であれ、この自分を狙った償いをさせてやらねば気が済まないという思い。なぜ自分がこんな目に遭うのかという悲鳴を、そのまま相手に叫ばせてやるのだ。


　──壊すクラツシユ、殴るバツシユ、バラ色に染まるブラーシユ、艶を出すバーニツシユ……


　栓をひねって湯を止めた。ジェット・タオルを操作スナークし、左右から温風が吹き出した。


　体を乾かしながらオイルを塗ると、いっそう完璧な刃物になった気がした。鞘ドレスさえ切り裂く鋭い刃に。それは自分を包むものを自ら選択する業わざ物ものだ。そしてその選択はすでに済んでいる。比類なきオンリーワンの衣服ドレス──そして火を噴く武器ブレス──どんなお守りモージヨーも顔負けの祝福ブレスとともに。


　──かなり良いグデイツシユ、新鮮フレツシユ、大事に育てるチエリツシユ、希望ウイツシユ……


　バロットは短い時間できちんと手入れをし、一糸まとわぬ姿アンドレスでベッドのそばに立って、尖った鼻を宙に向けて気配をうかがう一匹のネズミに両手を差し伸べた。


　ウフコックがその手に跳び乗った。


「準備はいいか？」


　──いいわ、ウフコック。


　バロットは相手に指を絡ませ、自分をぴったり包むものをイメージした。


　──抱いて。タイトに。


　ぐにゃりとウフコックが変身ターンした。オンリーワンの、選び抜かれたドレスへ。





　夕闇が、溶けたチョコレートのように街にしみ込み、誘拐犬たちバンダースナツチが一斉に行動を開始した。三方から。かつて死体安置所だった建物へ静かに迅速に迫った。ウェルダンが先行して裏口周辺を警戒し、ミディアムが錠前破りのロツクバスターカードを裏口のドアに差し込んだ。


《開いた。みすぼらしい建物にしちゃ驚きの三重のロックだ。ぎりぎりで破れた》


　ミディアムが告げて屋内に潜り込んだ。遅れてウェルダンが侵入し、音を立てぬよう慎重にドアを閉めた。通路は暗く、狭かった。ミディアムが進み、ウェルダンが指示した。


《ロックバスターのカードを差し込んだままにして、ハッキングの中継に使う。建物のセキュリティシステムを支配するまで何分かかる、フレッシュ？》


《三十秒で済むよ、ウェル》


《セキュリティの支配が完了し次第、レアは南面から侵入開始。ミンチは支援火器ボストンバツグを持って玄関で待機させろ。セキュリティを支配するまで建物周辺で二人に通信いぬぶえを使わせるな》


《通達済み。──地下と北面二階のバスルームで熱源探知》


《ミディ、バスルームに行け。窓から標的が脱出しないよう注意しろ。俺は地下を洗う》


《どちらが事件屋かな？》


　電子音声による笑い声を上げてミディアムが銃を抜き、ウェルダンと別れ、階段を昇って二階に出た。両目がサングラスの奥で赤く光り、暗がりでも正確に障害物を把握した。


《セキュリティ確保。建物内部の構造図を全員に同時送信するよ》


　フレッシュの通信とともに、ちりっ、とミディアムの目が鳴った。脳の視覚野で半透明の図面が認識された。自分とメンバーの位置が示され、標的が存在する可能性の高い順に部屋が色づけされており、ミディアムの向かう先に打倒すべき相手がいると告げていた。


《レアが侵入開始。ミンチは玄関から五メートルの位置で待機中》


　フレッシュが告げた。ミディアムがにんまり笑みを浮かべ、


「いよいよ、本番だ」


　通信には乗せていない地声で呟いた。獲物である少女の姿をわくわくして思い浮かべながら、脳裏に映る図面と目が視覚するものとを見比べつつ進んだ。ずいぶんでかいな、とミディアムは思った。なんてでかさだ。二十平方メートルもあるバスルームなんて。きっと沢山の死体を洗うためのものなんだろう。


　いくつかの部屋の前を通り過ぎたが一いち瞥べつもしなかった。そこに標的が存在しないことはフレッシュが中継する情報で明らかだったからだ。そのため背後で部屋の一つから音もなく白い小柄な人影が現れたことにも、彼女が無造作な足取りでミディアムの後を追い始めたことにも、全く気づかなかった。





　ミディアムは目的の場所に辿り着き、開きっぱなしのドア脇の壁にぴたりと潜んだ。


　それから勢いよく踏み入り、そこで凝然と立ちすくんでしまった。先ほど確認した以上の、吸い込まれそうなほど巨大な暗闇が広がっていた。なんだこのでかさは？　いったいここはどんな特殊な施設だったんだ？


《フレッシー？　俺は今、どこにいるんだ？》


《大丈夫。大丈夫。目の前にドアがあるよ》


《ドア？　何を言って──》


　だがミディアムはまさに自分が一枚のドアを見ていることに気づき、素早く銃を構えた。


《あったぞ、ドアだ。こいつの向こうにいるんだな》


《そうだよ。銃を構えて待っているよ》


　ミディアムの機械の目が、ドア越しにオレンジ色にマーキングされた人間の姿を見た。


《でかい男だ。二メートルはあるぞ。どう見てもあの子じゃない。事件屋だな》


《そうだよ。撃てば当たるよ》


　ミディアムは敵に照準を定めながらもドア越しに撃ったりはしなかった。弾丸の熱でドアが燃えたりしたら機械の視覚が乱れ、万が一、敵を撃ち損じた場合に面倒なことになるからだった。そしてそれ以上に、スリルと満足を求めていたからでもあった。


　よってミディアムは勢いをつけてドアを蹴り開け、


「どちらが早いか勝負だぜ、タフガイ！」


　地声で叫びながら素早く四発ほど撃っていた。そして電子情報上で全弾命中したことを確認した直後、ものすごい勢いで何かが降りかかってきた。冷たい水だった。


　何がなんだかわからず、咄とつ嗟さにそちらへ銃を構えようとした拍子に、したたかに肩やら腰やらを何かにぶつけた。ミディアムは低く悲鳴を上げてもんどりうった。一瞬、敵が爆弾を使ったのかと思ったが、そうではなかった。


　ぼんやりと視覚が戻ってきた。電子情報に埋め尽くされた視野ではなく、裸眼による光景だ。薄暗い照明の下で、白い塊が見えた。水に濡れたトイレットペーパーの束だった。


　ずぶ濡れになって立ち上がり、サングラスを外して愕然となった。


　便器が、弾丸の荷電粒子によってものの見事に粉砕され、勢いよく水を噴き出している。


　呆然と後ずさり、その場所を認識した。狭苦しい個室トイレだ──それがドアを蹴り破って突入した場所だった。ついで今しがた破壊した便器の上の壁に何かの文句を見つけた。


　タイル貼りの壁面に、明るいポピーレッドの文字でこう記されているのだ。





　混ぜ込ぜにしてやるスナーク・ユー!!





　言葉の意味はわからず、ましてや獲物であるはずの少女が自分に対するメッセージとしてそこに記したなどとは思いもよらぬまま、トイレから出て周囲に目を向けた。小便器が二つ並び、申し訳程度の仕切りがあり、鏡と手洗いがあった。暗黒に満たされたような広大なバスルームが、五人も入ればぎゅう詰めになる男子トイレに変貌していた。


《フレッシー、いったい今、俺は、何を見てるんだ……》


《今行くよ》


《なに？》


《どちらが早いか勝負だぜ、タフガイ》


　だしぬけに人影が入ってきて、ミディアムはあまりのことにその場で棒立ちになった。


　真っ白い服を着た少女がそこにいた。指先からブーツまで白一色で、ひらひら飾りがついている。服は革下着ボンテージにも見えたし、純白の拘束具でがんじがらめにされているようにも見えたが、それ以上に異様なのは、ともするとそれが豪華でタイトなウエディングドレスにも見えるということだ。


　そのいかれた姿の少女こそ紛れもなくビデオで見たあの未成年娼婦テイーン・ハロツトであることは確かであり、ミディアムは混乱するとともに、大いに呆れてもいた。


　少女を守る事件屋は依頼者をこんな格好にぐるぐる巻きにする趣味があるのだろうか。誰にも渡さないぞ、という意思表示のために。いやはや、実にいかれてる。


「武器を捨てろ」


　いきなり男の声が放たれ、ミディアムは仰天して銃を持ち上げた。


　無防備な少女だけでなく、その護衛が今まさに彼女の背後にいるのだと思った。しかしそれじゃまるで依頼者を盾にしているようじゃないかとミディアムは猛烈に混乱した。敵は俺たちが彼女をなるべく無傷で生きたまま欲しがっていることを知り、盾にしたのかもしれない。そうでも考えねば辻つじ褄つまが合わなかったが、少女の背後には誰もいなかった。


　代わりにバロットの真っ白いシルクのような手袋をした左手が上がり、ぐにゃりとなって鋼鉄を出現させた。


　銀色の銃身がきらきらと光をこぼし、ぴたりと構えられるさまにミディアムは息をのみ、反射的に銃の引き金を引いていた。ただし混乱しているとはいえ理性はいみじくも彼が仲間に告げたように、あくまで冷静ステイ・フロストであるよう命じており、一瞬で生命を奪うことで獲物の鮮度を落としてしまうといったしくじりは犯さず、少女の脚に一発、撃ち込んだのだ。


　その冷徹な行動は仲間にも大いに自慢してしかるべきものだったし、それこそ彼の誇りでもあった。いつでも部隊のための冷静な斥候であり続けたこと、敵の様子を探る指そのものであったことが。


　ときに猛烈に気が昂たかぶるあまり捕虜にした敵をみんなで嬲なぶり殺してしまうこともあったが、戦場での彼はおおむね冷静だった。そのお粗末な行動に自ら参加していたはずの上官が、全ての罪をミディアム一人におっかぶせた上、わざわざ最も危険な地域での孤立同然の斥候を命じて彼を亡き者にしようとしたときも、冷静さを武器に見事に生還した。


　もちろん混乱する戦場で上官を探し出し、誰も知らないところで相手の両手首を切り落として殺すという報復に出たときも、非常に冷静だった。だが廃墟の片隅で興奮剤を飲みながら二日間ぶっ続けで、切断した上官の手に自分のものを握らせて戦場自慰をやらかしていたときは、あまりそうではなかった。そのときは日に日に腐敗してゆく手首の臭いをかぎながら、自分の中に素晴らしい喜びを発見してそれに夢中になっていたのだ。


　しかしそれが命取りになったわけでもないし、過酷な日々を生き抜いた自分への当然の贈り物だったことは疑う余地がない。これから目の前の少女の両手の指を丹念に使って、さんざん自分の喜びを追求することの素晴らしさに全く疑いの余地がないように──


　だがその刹せつ那な、ミディアムをとてつもない異変が襲った。


　自分と少女の間で物凄い火花が散り、かっと鋭い輝きで部屋が満たされたのだ。


　宙で何かが爆発したように弾け飛び、たちまち狭い空間に金属が焦げる臭いが充満した。


　ミディアムは最初に撃ってから一秒として間を置かず、少女が倒れないのを見てさらに同じ場所へ撃ち込んでいる。だが二人の間でまたもや同じ火花が散ったとき、ミディアムは自慢の冷静さまでもが口ほどにもなく撃ち砕かれるのを感じ、烈はげしい恐慌に襲われた。


　目の前の少女が、弾丸で弾丸を弾いている。こちらが撃った弾を、彼女が撃つ弾で防いでいる。それも一度ならず二度までも。


　その一瞬、ミディアムは過去半生、自分が最も毛嫌いしてきた行為をついにしでかすかもしれないと思った。すなわちパニックに襲われて相手に向かって乱射するかもしれないという思いがよぎり、そしてそのときにはすでに実際そうしていたのだった。


　一方の手にサングラスを握ったまま──あまりに力を込めたせいでとっくに砕けてフレームがぐにゃぐにゃになっていた──目蓋を千切らんばかりに目を見開き、犬のように吠えながら撃ちまくった。


　立て続けに火花が炸裂した。まるで祝祭の花火のど真ん中に飛び込んだようだった。鋼はがねの破片があたりに飛び散って鋭い音を立て、壁のタイルに亀裂を走らせた。


　ミディアムが撃った弾丸は、一発残らずバロットの放つ弾丸によって撃ち落とされていた。そしてミディアムは冷静さを根こそぎ奪われたことを悟ってはいたが、今回は加えてそれ以上のものを奪われることになった。


　銃を握る手に灼熱感が起こったときには、指の付け根を、五本とも全て、銃のグリップごと弾丸に穿うがたれた後だった。正確無比に。それらがミディアムの人生の喜びであり、唯一最高の報復手段であることは、ちゃんと知っているとでもいうように。


　そしてミディアムは、激昂するのでも恐怖に怯えるのでもなく、その心が驚くほど短時間で擦り切れてしまった証拠に、


「あ……？」


　ぽかんとなって、ばらばらになった指と、撃ち砕かれた銃が落ちるのを見つめていた。


　背後ではいまだに水が勢いよく降り注ぎ続けている。そしてバロットは、その荷電粒子を放つ弾丸をぎっしり収めた弾倉を撃ち抜いた。弾倉内の全残弾がいちどきに炸裂し、水浸しのタイルの上で青白い電撃の炎が起こってミディアムを足下から包み込んだ。


　閃光の中でミディアムは声もなく奇妙な踊りを見せた。全身の筋肉が突っ張り、張り裂けた。肉と頭髪を焼くひどい臭いが充満した。苛烈な火花はバロットにも襲いかかったが、白い拘束具めいた衣服がことごとく弾き、かき消していた。


　どっとミディアムが倒れた。こめかみでぱちぱち火花が散っている。頭部に移植した機器が焼き切れ、目と耳から真っ黒い血がこぼれ出した。


　死んではいなかったが、同じくらいひどい状態だった。


　バロットは地下の配水システムを操作スナークした。水はすぐに止まった。それからミディアムに近づき、そっとこめかみに触れ、男たちの通信を感覚した。


《どうしたんだ、ミディ。連絡が全然通じないぞ。ウェル、ミディの応答がないんだ──》


《大丈夫だ、なんでもない》


　ミディアムの音声で、バロットが残りの男たち全員に応答した。


《ダミーだ。ここには誰もいなかった。引き続き、標的を探す》


　通信への干渉をやめ、立ち上がった。男子トイレを出て、きちんとドアを閉めた。










　　　　　２







《おかしいぞ。おかしいんだ》


　フレッシュのわめき声に、特大のボストンバッグを手にしたミンチが顔をしかめ、玄関から目を離さぬまま訊いた。


「あんだい、フレッシー。何がおかしいのか説明してくれよ」


《ミディの聴覚から、銃の音紋が検出された。明らかに僕らとは異なる装備なんだ》


「俺たちとは違う装備の存在？　事件屋の一人か？」


《ミディは大丈夫だって言ってるんだけど……彼に一番近いのはあんたなんだ、ミンチ》


「オーライだ。玄関を開けな。外へ標的が逃げたときは、レアかウェルに追わせろよ」


《了解》


　ミンチはボストンバッグの中にもう一方の手を突っ込み、アタッシェケースに似た支援火器を取り出すと、バッグのほうはその場で捨て、玄関へ向かった。


　扉がひとりでにロックを解除した。それがフレッシュによる操作であることは疑わなかった。肩で扉を押し開き、機械の目を受付や事務所に向けながら玄関に入った。


　ミディアムと違って、電子情報上でそこに誰もいないとわかっていても、ミンチは丁寧に人の有無を確認した。素早くエレベーター・ホールへと進み、そこに辿り着くなりエレベーターの一つが扉を開いて、明るい箱の内部を現した。


　ミンチはさっと柱の陰に隠れ、手にしたケースのロックを解除している。箱が上下にスライドし、間に両手持ちダブルハンドのグリップが現れた。グリップを二つ縦に並べたような形状で、スライドした箱の上端と下端の両方に銃口があった。


　弾丸を高速で連続射出する、その挽き肉製造器を軽々と片手で握って構えながら、エレベーターが無人であることを肉眼で確かめ、眉をひそめた。


《おいおい驚かせるんじゃないぞ。エレベーターはお前のしわざか？　フレッシー？》


《そうだよ》


《これに乗れってのかよ？》


《そうだよ》


《ミディは一階に下りたんだろ？　なんでまた上階へ移動した？　敵を見つけたのか？》


《そうだよ》


《なら、さっさと図面を更新しろ。──よし、ミディは三階だな。移動する》


《そうだよ》


《うん？》


　通信が切れ、代わりに図面上で進むべき方向が示された。ミンチは呆れて肩をすくめた。


「せっかちなやつだ。いつまでたっても慌てる癖が直らねえときた」


　エレベーターに乗った。パネルには地下から屋上まで五つのボタンがある。その一つを押そうとしたとき、ドアが閉まり、ぐん、と体に重圧がきた。


　凄まじい勢いでエレベーターが上昇していた。ミンチは前のめりに倒れかけて慌ててこらえた。ワイヤーが猛烈に回転する音が頭上で響き、突然エレベーターが止まった。拍子に巨体が宙に浮かび、短い滞空を経て、どん、と両膝が床を叩いた。


《クソ野郎、フレッシュ！　ジェットコースターじゃないんだぞ！》


《そうだよ》


《あん？　お前、さっきっから──》


《そうだよ》


　ミンチが息をのんだ。その褐色の肌に嫌な汗がどっとわいた。


《そうだよ》


　脳裏で、見知らぬ相手が面白がるような調子を込めて同じ言葉を繰り返した。


《てめえ、誰だ！》


　エレベーターが今度は急激に下降した。ほとんど落下しているに等しいスピードだ。胃がでんぐり返る不快感に襲われながら火器をパネルに向け、上部の銃口でめちゃくちゃに破壊した。エレベーターが止まり、ミンチの汗みどろの顔に安堵の笑みが浮かんだ。


「俺は元パイロットだぞ。この程度のジェットコースターでへこたれると思って──」


　ぷつっ、と何かが右足の下で跳ね、たまらない熱さが走った。


　ミンチは悲鳴を上げて飛び上がった。何かが真下から飛び出し、銃を握る腕を穿った。慌てて袖をまくると、腕に移植した目の一つが──熟練の脳外科医ダニエルの左目が──潰れてぽっかり丸い穴を空け、そこからどろどろした血が噴き出し、もう一方の目がびっくりしたようにまん丸になっていた。


　またもやミンチの全身にどっと冷たい汗がわいた。さらに床を貫いて弾丸が飛来した。


　立て続けに、手を、足を、尻を撃たれた。ケースを下へ向けようとして、グリップを握る右手の親指を撃ち飛ばされた。仲間と隔絶された狭い箱の中でミンチは滑稽なダンスを踊りながら絶叫し、必死に銃のグリップを左手に持ち替え、真下に向けた。


　その途端、ミンチ自身の左目にまっすぐ弾丸が飛び込んできた。機械の目が眼がん窩かの中でひしゃげ、血と火花が一緒になってどばっと噴き出した。


「めちゃめちゃに犯してやる、くそ野郎！」


　数十発の弾丸を一挙に注ぎ込み、異名通り床をぐずぐずに撃ち崩して、ぽっかりと黒い穴を空けた。穴を覗き込んだが誰もいなかった。ミンチはドアを振り返り、肩から突進した。ドアがたわみ、もう一度ぶつかって吹っ飛ばし、廊下に転がり出た。


《フレッシー！　応答しろ、このくそったれ！　ウェル！　フレッシーがハッキングされてるぞ！　ウェル！　ミディ！　レア！　くそったれ、誰か応答しろ！》


　ふいに、誰のものとも知れぬ、けたたましい笑い声がミンチの脳裏に響き渡った。


　左目からどす黒い血を流しながらミンチは慌てて通路の左右を見た。誰もいなかった。いくら回線を切ろうとしても笑い声はやまず、甲高い耳障りな響きでミンチの脳を搔き回スナークし続けた。周囲の壁が迫るような錯覚に襲われ、本格的な閉所恐怖をもたらした。


　無事なほうの目に涙が浮かんだ。幼児のような甲高い叫びが迸ほとばしった。


「殺してやる！　殺してやる！　殺してやる！」


　退行障害だ──と誰かが言った。戦場の爆音が、いやらしい黒煙の匂いとともによみがえってきた。ヘリが撃墜された二日後にミンチは敵の捕虜にされ、その一年後に解放された。そして、虜囚の自分が敵から虐待の限りを尽くされている真っ最中に、愛しの女房が離婚届を送りつけてきていたことを後から知ったのだ。


　その弁護士からの手紙を受け取ったとき、女房の両目を刳くりぬいて腕に移植することを思いついた。以来、元女房はミンチの右前腕の中から永遠に謝罪の眼差しを自分に向け続けている。地獄の亡者のように未来永劫、決して赦ゆるされることのない罪を詫びながら。


　ミンチは髪をかきむしり、血ち塗まみれの手で上着とシャツを引き裂いて全身に移植した目をあらわにした。銃口を振りかざし、脚をひきずって通路を進んだ。


　突然、前後でシャッターが閉まった。防火用であり、この施設に特有の防臭シャッターでもあった。またもや四方を壁に囲まれたのだ。息が詰まった。それは耐えがたい過去を──精神のひとかけらまでもが擂すり潰されてしまう、あの虜囚の日々の壮絶なフラッシュバックを生じさせた。恐怖と憤怒が互いに区別のつかぬどろどろのマグマとなって胸の奥から噴き出すのを感じた。まるで誰かが自分の心を残らず読み取り、最も自分が混乱し、恐怖し、激昂する状況をいちいち正確にしつらえ、そこに陥れているようだった。


「ぶちこんでやる！　目玉を刳くりぬいた穴に、俺のを突っ込んで殺してやる！」


　実際に元女房にそうしてやったときの清すが々すがしい瞬間を思い出しながら、ありったけの銃弾を四方に撃ちまくった。薬莢が周囲に跳ね、数多の弾痕がのっぺりとした空間を模様替えした。上の銃を撃ち尽くすと、ひょいと宙に放って逆さに持ち替えて撃った。


　シャッターが虫食いだらけになり、体当たりをしようといったん火器を下ろした瞬間、いきなり背を撃たれた。


　苦痛の叫びを上げて振り返ったところへ、シャッターを貫いてそれが来た。


　それも、話にすら聞いたことがないような正確きわまりない一撃が──実際は三十六発という驚くべき弾数だったが、文字通りまたたく間であったため、一撃としか認識することも表現することもできない銃撃が──到来していた。


　ミンチの胸から腹にかけて移植された十八対の眼球が吹っ飛んだ。眼がん漿しようが迸り、千切れた目蓋と水晶体が、涙と血のスープと一緒に体から垂れ流された。


　それでもミンチは死ななかった。血と眼漿をこぼしながら、闘牛さながらにシャッターへ突進した。ミンチの肩でシャッターがひしゃげ、体を離すと血が糸を引いた。いったん後退し、また突進した。前後から穿たれまくったシャッターが見事にぶち破られ、ミンチの血なまぐさい巨体が向こう側へ飛び出した。そして朦もう朧ろうとする視界に小柄な人影を認識すると、声を振り絞って突撃していった。


　ワンレングスに垂らした色とりどりの髪が視界一杯に迫ったとき、その小柄な人影の振るった灼熱するバターナイフが、深々とミンチの胸に潜り込んでいた。





「ミンティー坊や!?」


　レアが金切り声を上げた。ぐったりと寄りかかってくるミンチの体を押し返した。それから、地声と同じ、美しく澄んだ少女の声で通信回線に向かってわめきちらした。


《フレッシュ、この豚野郎！　事件屋を閉じ込めたんでしょ？　なんで坊やなのよ！》


《そいつが事件屋だよ》


《なに──》


　何枚も継ぎ合わされた滑らかなレアの肌が、みるみるどす黒く血をのぼらせ、


《くそハッキング野郎！　生きたまま豚に犯させてやるぞ、くそったれが！》


　と思うと急にさめざめと泣き出し、ミンチの胸から高電磁ハチソンナイフを引き抜いた。


「可哀想に、ミンティー坊や。くそったれフレッシュがハッキングに気づかないせいで」


《応答しろ、レア。大丈夫か》


《──ウェル？　くそったれな事件屋じゃなくて？　本当にウェルなの？》


《ああ、俺だ。フレッシュが今、全力で回線の復旧と防衛に努めている。状況は？》


《ミンティー坊やが……》


《やられたのか？》


　レアは答える代わりに、わあわあ声を上げて泣いた。


《そうか。ミディの報告では、事件屋は標的と一緒に地下に逃げた。お前もそこに来い》


《了解》レアは虚脱したように立ち上がった。《ねえ、ウェル……坊やの体も売るの？》


《俺たちは完璧な群であり兄弟だ。兄弟を売ったりはしない。俺たちの中でミンチのパーツを身につけたい者だけが、その権利を持つ。だろう？》


《そうよ。そうですとも。あなたの言う通りよ。地下で会いましょう》


　レアはナイフを握った手をだらりと下げた格好で、ふらふらと通路を歩き始めた。


　その目が赤く光り、涙に反射して血のような色になった。図面に従って地下へつづく階段を下りてゆきながら、ウェルダンの完璧な群であり兄弟だという言葉に身が熱くなるような思いがした。


　レアには本物の兄弟姉妹が八人ほどいたがそちらは完璧どころか無惨の一言に尽きた。クラウンフード社の食肉工場で働く典型的な移民の子孫だった父は、母に過酷な労働をしいるかのように子供を生ませ、その家庭生活は一言でいって収拾のつかない暴動だった。


　父と男兄弟たちはそろって誰かから軽蔑の眼差しを向けられることを──思い込みであれ事実にもとづくものであれ──おそろしく嫌がった。しかも父と兄弟が働く食肉工場は移民系ギャングの巣窟で、お互いに対する軽蔑は日常茶飯事だった。


　生真面目な三男のレアは、毎日の馬鹿げた暴力沙汰に愛想を尽かしていたが、実際は何もできない虚弱な青年だった。そんな彼が心機一転して入隊した軍は、しかし最初の一年が過ぎる前に彼を精神に問題のある人員とみなし、狂った人間ばかりいる部隊に放り込んでしまった。


　だがそこで当時のウェルダンと出会い、レアにとっての真の転機となったのだ。


　部隊の隊長であり、元は従軍牧師だったウェルダンは、おかしくなってしまった隊員たちをとても上手に扱った。彼らの隠された望みを引き出すことで現実に引き戻し、戦場に適応させる、巧みな手腕の持ち主だった。


　レアはいつでも、父や男兄弟たちから無条件で愛される末っ子の妹と、入れ替わりたいと願っていたことをウェルダンに告白した──彼に導かれるまでそんな欲望が自分の中にあるとは思いもしなかった。


　その後、ある部隊員が手ひどい火傷を負ったとき、その治療に献体された女性の皮膚が移植されたと知り、第二の転機を迎えた。その女性は若くして重病に冒され、死後、体の健全な部分を、国のために戦う兵士に捧げることを願ったのだ。そのような考え方があることをレアは初めて知った。そして秘密の願いを抱いた。


　除隊後、レアがウェルダンにその願いを告白したところ、もちろん頼れる部隊長は大いにその願いを肯定し、一緒に計画を練ってくれた。この都市で彼らが商売を始めるにあたっての最初の商品の仕入れとみなし、みんなで実行した。


　すなわち十三歳になったばかりの末っ子の妹をさらってきて皮膚を剝がし、レアの顔と体の一部に移植したのだ。そればかりかみなでパーツを分け合った際、ウェルダンは少女の声帯と髪も移植してはどうかと提案してくれた。


　レアは喜んでそうした。そして心身ともに、幸せな末っ子の妹として、本来の家族よりもとびきり優れた兄弟たちと一緒に暮らすことになったのだ。


　しかし今夜、その大事な兄弟の一人が死んだ。自分の刃で。いや、違う。ウェルダンはこの自分を責めなかったではないか。全ては、くそったれなハッキング野郎と、フレッシュの不始末のせいなのだ。許しがたいことだった。何としても事件屋とその依頼者を見つけ出し、フレッシュともども大いに折せつ檻かんを加えるべきだった。


《左にある部屋に入れ。近道がある》


　ウェルダンの声がレアの物思いを中断させた。その最高の長兄の声に従って、階段を下りたところで左手に見えたドアを開き、中に入った。


《鍵を閉めろ》


　言われるまま鍵を閉めそうになって、はっと気づいた。


「なんですって？」


　ぎりぎりと剝き出しにした歯を軋きしらせてあたりを睨みつけた。


　死体を保存するためのロッカーが部屋の壁一面に並んでいる。近道など存在しなかった。背後でドアの電子ロックが勝手に閉まった。慌てて目をやると、電子ロックのディスプレイが、嘲あざ笑わらうようにでたらめな解除コードを点滅させた。


「なめるな、くそったれっ！　どこだっ、ここは！　フレッシュ！　フレーッシュ！」


《始生代の海の中》


　偽のウェルダンの電子音声が響き、突然現れた光景に呆あつ気けにとられて棒立ちになった。


《原生代、古生代、カンブリア期、中生代、洪積世、化石の海の中──》


　石と化して久しい螺旋の群が、そこら中でゆらゆら揺れながら回転しているのだ。


　まるで深海の墓場にでもさまよい込んだような光景だった。レアは怒りに身を震わせ、手近な壁に向かってナイフを振るった。刃の軌跡通りに金属が熔解し、ごとりと音を立ててロッカーの一部が落ちたが、投影された螺旋の群の映像は崩れなかった。


「くだらない真似しやがって！　出てこい、豚野郎！　ばらばらにして犯してやる！」


　叫びながら左手を掲げた。その手首で異様に太いブレスレットがちゃらちゃら音を立てて回転し、四方に金属片を発射した。


　空気が鋭く引き裂かれ、青白い火花が周囲で飛び散った。一瞬後、細いワイヤーがブレスレット内部へ巻き戻され、金属片がかちりと音を立てて収まった。わずかな間を置いて、近くにあったロッカーともども、閉ざされたドアがいくつもの断片と化して崩落した。


「ワイヤーカッターだ」


　部屋の奥の曲がり角から声がした。レアは、さっとそちらへ武器を構えた。


「荷電粒子をワイヤーから放射している。残虐な武器だ──」


　奥の闇に小柄な人影が見え、レアのブレスレットが再びワイヤーを発射した。かと思うと壁のロッカーが次々にひとりでに開き、金属製の担架を飛び出させて人影を遮蔽した。


　だがワイヤーは担架の群を引き裂いて人影に殺到し、すぐに手応えがワイヤー越しに伝わってきた。


「つかまえたぞ、豚野郎！」


　ワイヤーに絡め取られたはずの相手に向かって嬉々として叫んだとき、ブレスレットが異様な軋み音を立てた。ついでワイヤーが猛烈な勢いで巻き戻され、相手に絡みついたはずのそれがレアに殺到した。


「遠隔操作──？」


　愕然となってブレスレットを捨てようとしたものの、到底間に合わず、左腕に四本のワイヤーが唸りを上げて巻きついた。


　レアの顔が真っ青になった。あっという間に左腕の肘から先がサイコロステーキなみの細かい肉片に寸断されて飛び散り、男とも少女ともつかぬ濁りきった絶叫が響き渡った。


　ワイヤーは互いを焼き切り合い、ついにはブレスレットごとバラバラになってしまった。


　灼き斬られた腕から出血はなく、切断面からうっすら血がにじむ程度だ。その場で失血死することからは免れたレアは、右手のナイフを握りしめ、


「殺してやる……！」


　どすの効いた叫びを放った途端、銃声にかき消された。


　銃弾はレアの左肩を撃ち抜き、もんどりうって倒れながら、手近なロッカーから担架を引っぱり出して盾にした。担架で火花が散った。人影を機械の目でとらえると、担架を踏み台にし、刃を振りかざして相手へ向かって飛びかかった。


　弾丸がレアの左耳を引き裂いたが、構わず着地しながらナイフを振り下ろした。


　何かに刃が食い込んだ。相手の頭上で、十字に構えられた二つの拳銃がレアの灼熱するバターナイフを受け止めている。鋼を熔解する真っ赤な火花が、ようやく目にした相手の顔を照らし出した。


　冷ややかな表情を浮かべたあどけない少女──レアは銃身を押し切ろうとしながら、


「ルーン[image: ]バロット……？」


　咄嗟にその名を口にしていた。そうすれば素直に相手が返事をするというように。だが、


「全身の筋骨を強化している。やはり多少の銃撃では効果がない」


　いきなり男の声がしてレアを仰天させた。一瞬の混乱が、これは依頼者そっくりに整形した事件屋ではないかという馬鹿げた考えをレアに抱かせた。


　そのときバロットが、するりと力をそらした。どこをどうすればこの男がぐらつくか手に取るように感覚できた。


　十字に構えた銃をさっと右下へ流すように動かすだけで、異様な声と肌を持つ小男はものの見事にバランスを崩してよろめいた。一瞬、ゆっくり落ち着いて後頭部を撃ち抜けるほど男は隙だらけになったが、そうするには両方の銃身が半ばまで灼き斬られていて無理だった。何よりレアは倒れず、驚くべき足腰の強靭さで体をひねり、バロットの脇腹へ刃を振るっていた。


　バロットは左の銃で刃を受け弾いた──盛大な火花とともに、ついに焼き切られた銃身の一端がくるくると宙で弧を描いた。武器を破壊されたものの、十分に力を抜いて力を出すことができていた。相手の刃にこもる力をいなし、闘牛士のように身をかわすことでレアはますますバランスを崩してたたらを踏んだ。そしてバロットにとって、武器を壊されることは、失うことを意味しなかった。


　バロットは両手の銃を重ね合わせて操作スナークした。使い物にならなくなった二つの銃が、ぐにゃりと溶け合い、レアが握るのと同じ高電磁ハチソンナイフに変身ターンした。


　そして、レアが言葉にならない金切り声を上げて迅速に刃の切っ先を繰り出してきたのに対し、バロットは落ち着き払って全く同じことをした。一ミリの狂いもなく、相手が突き出す切っ先の一点へ、自分の刃の尖端を突き込んだのだ。


　ちんとグラスでも打ち合わせたような澄んだ音色が響き、灼熱する切っ先同士が激突して盛大な火花を噴いた。


　予想外の衝撃を受けたレアの手の中でナイフがすっぽ抜けた。それは宙で回転してネズミ花火そっくりの軌跡を描いてのち、吸い込まれるようにしてレアの胸に突き刺さった。


　げえっとレアが呻うめき声を上げて後ずさり、壁に背を打ちつけた。無事なほうの手で胸に潜り込んだナイフの柄をまさぐり、何とか抜こうとする素振りを見せつつ、そのままずるずるとくずおれた。


　肉を灼く異臭に、バロットは顔をしかめた。もう少しで吐きそうになった。


　レアは、かろうじてナイフの灼熱を発するスイッチをオフにした。鼻腔から血を噴き出し、顎を奇妙な具合に歪ませ、ぱくぱくと口を動かした。かすかにその声が聞こえた。


「豚に犯させてやる……」


　澄んだ少女の声に低いざらついた男の声が交じり、蒼白の顔に凄惨な笑みが浮かんだ。


「死の臭いだ！　退ひけ、バロット！」


　ウフコックが叫んだ。男が体内に仕込んでいたのは、通信機器や強化筋骨だけではなかったのだ。そのことをバロットも感覚した。大急ぎで身を翻ひるがえし、走って男から離れながら、全身でウフコックを操作スナークした。ウフコックのほうでもすでに変身ターンを開始していた。


　光が爆はぜ、爆圧が吹き荒れた。バロットにとっては経験済みの最悪の光景だった。


　レアの体内に隠されていた爆薬が炸裂し、ロッカーエリア全体がひしゃげ、天井がたわんだ。燃えさかる火炎が化石の映像を消し去り、通路の壁が吹き飛んで廊下が黒こげになった。そしてその瓦が礫れきの上で、巨大な楕円形の物体が、ぽん、と跳ねた。


　真っ白いゴムボールのような物体だ。それが宙で亀裂を走らせ、中からバロットが現れて床に降り立った。


　衝撃吸収材がスーツから剝がれて割れた卵の殻のようにぱらぱら床に落ちた。ゴムボールだった物体がぐにゃりと歪んで元通りバロットの身を覆った。タイトに、抱くように。


「大丈夫か、バロット」


　──もう二度と、火だるまになるのは嫌。


　バロットは白いシルクみたいな手触りの手袋にキスをし、自分を完璧に守ってくれるこの殻スーツに感謝した。


　──最後の一匹は、地下？


「そういう言い方はよせ。楽しんでいるつもりか？」


　バロットはかすかに笑った。


　──わからない。あなたたちが教えてくれた通りにやってるだけ。


「俺は……」


　──もっとうまくなりたい。さっきみたいに、近づいて。


「接近戦が怖くないのか？　本当は逃走すべきなのに、相手が予想以上に迅速で……」


　──だから、今は、そうすべきなんでしょう？


「そうだが、しかし……」


　──煮え切らないひとウフコツク。


　いたずらっぽく呼んだ。そしてもう一方の手袋にもキスをし、微笑みながら告げた。


　──大丈夫。心配しないで。うまくやるから。





　建物全体がぴりぴりと震えた。地下駐車場へつづくドアの前でウェルダンが顔を上げた。


《なんだ、今の振動は？》


《わからない》困惑しきったフレッシュの返答が来た。《熱量からして爆弾の炸裂だけど、誰もいないはずの場所なんだ。敵が仕掛けたトラップが何かの拍子で作動したのかも》


《胸をえぐる振動だ。誰かが自爆したのかもしれない》


　ウェルダンが毅然とした調子で告げた。


《そんな！　だって、みんなウェルの向かっているところに移動してるんだよ？》


《みんな……？》


《ミディ、レア、ミンチ……》フレッシュが口ごもった。


《レアの報告では、ミンチはやられたはずだな？》


《そうだけど……あらゆる回線からのハッキングは監視しているよ》


《敵がミンチから通信器を摘出したのかもしれん。レアが地下に到着した。二人で敵を狩り出す。まだドアは開かないのか》


《待って。やっとロックが外れた。すごいセキュリティだよ。こんながんじがらめじゃ日常的に使用するなんてとても無理だよ》


　ウェルダンは大いに納得して全てのロックを解除された隔壁へ歩み寄った。とんでもない扉だった。探知した限りでは核シェルターに匹敵する強度と耐震性を備えている。この駐車場全体が、少女を守る事件屋ご自慢の隠し部屋パニツクルームというわけだ。しかしその鉄壁もこうして破られ、ウェルダンは両手に銃を構えて、扉を足の爪先で静かに押した。


　きいっと蝶ちよう番つがいを軋ませてドアが開いた。


　実に何てことないドアだった。警備員が事務所に座ったまま戸締まりを確認するためだけに電子ロック式にしたような、コンビニエンスストアのトイレの鍵のほうがまだ頑丈と言えるようなしろものだ。


《フレッシュ！　視覚経路にまでハッキングされているぞ！》


　ウェルダンが怒りをみなぎらせてドアを蹴飛ばした。


　蝶番が弾け飛び、ドアが駐車場の床に転がった。搬入用の二つのエレベーターも閉じられた出入り口のシャッターも、見るからに安っぽい駐車場だった。十台ほど停められそうなスペースが分厚い柱と鉄骨で区切られているが、先ほど電子情報上で確認したような広大さも頑丈さもなかった。


《押せば開くドアの前で立ちすくんでいたわけだ！　フレッシュ、メンバーの位置は！》


　そのとき奥の階段から、レアが降りてくることを示す青い光点がウェルダンの視覚野に浮かび上がった。


　ウェルダンはそちらに歩み寄ろうとして、ふいに足を止めた。気づくと、何メートルか離れた柱の陰の暗がりに、ミディアムが立っていることを示す光点が明滅していた。


　ふいにエレベーターの一つがドアを開けた。そこにミンチを示す光点が明滅し、ゆらゆら揺れながら箱の中から降りてきた。


「みんなの亡霊ダミーか……。屈辱だ！　レア！　ミディ！　いるなら返事をしろ！」


　地声で叫んだ。誰も応えなかった。すぐさま身を転じて右手の銃でエレベーターのほうを撃ち、左手の銃で歩みくる光点を素早く撃った。弾丸は光点が示す位置を寸分たがわず通過した。目はどこにも焦点を合わさず、広く駐車場を視野に収めている。にもかかわらずその射撃は正確で、相手がいれば確実に弾丸の二つや三つは叩き込んでいるはずだった。


　バロットの正確さに勝るとも劣らぬ感覚に依った銃撃であり、ウェルダン自身大いに誇りにしている技だった。


　牧師の息子として育った少年の時分には、すでに銃の扱いに稟ひん性せいの才能があると近所の庭師に言われたものだ。戦争帰りの老いた庭師は、摘出不可能な爆弾の破片のせいだと言って、ゆっくり歩み、のろのろ銃を撃ち、弱々しく微笑んだ。そして自分を見つめるその昏くらい目の奥に鬼火のようなものがよぎるのを、少年だったウェルダンは何度も見た。


　相手が十二歳だった自分に欲情じみた執着を抱いているのを感じたが、ウェルダンはライフルの撃ち方を学ぶために庭師のもとへ通った。正直なところ庭師の目の奥の暗闇を見るのが好きだった。人間の顔をかぶってうろつき回る怪物の存在に興奮し、冷静に観察し続け、ときにいくぶんかの刺激を加えた。虫が襟やズボンの中に入ったと言って、二人きりの森で服を脱いでみせたりとかそうしたことを。


　ある日、ついに庭師が長年秘めてきた怪物を解き放つ気でいるのがわかった。


　相手はウェルダンではなく近所に住む同級生の少年だった。庭師の姿をした怪物が森の中で少年を襲うのをウェルダンは隠れて見ていた。無害でのろくさい人間として知られていた老人はそのときすっかり姿を消し、俊敏で狡猾な怪物に変貌を遂げていた。


　ウェルダンは慎重に一部始終を見届け、最後に庭師が少年を絞め殺して埋めてしまおうとする段になると、相手のそばの地面にライフルの弾丸を撃ち込んで驚かしてやった。


　それから小一時間ほど、狼ろう狽ばいしきった庭師を追いかけ回し、たっぷり人間狩りを楽しんだ。やがて庭師は疲労困こん憊ぱいし、急に泣きわめき始めた。ウェルダンは、地面に這いつくばって謝罪の言葉を吐きまくる老人に弾丸を叩き込んだ。


　そうして思い出深い一日を締めくくると、満ち足りた思いで自宅に戻った。そして用意していた言葉を父親に伝えた。森で怪物を見た。恐ろしくて撃ち殺した。


　少年のウェルダンはその勇気を称えられた。殺された少年の両親は涙を流しながら代わる代わる彼を抱きしめて感謝の言葉を告げた。


　そんな素晴らしい思い出を抱えながらも、以後そうした機会に恵まれぬまま成人したウェルダンは、再び暗闇を見つめたくて従軍牧師として戦地へ赴いた。


　立場は非戦闘員だが銃を携行した。それで他の牧師仲間からひんしゅくを買うことも、兵士たちの信頼を得られることもわかっていた。そしてどんな牧師も配属を嫌がる、狂気に満たされた者たちだらけの部隊を選んで従軍した。そこで見た暗い行いの数々はウェルダンにかつてない生き甲斐を感じさせた。さらにはそうした人間たちを統率する才能が自分の中にあることを発見させた。


　しばらくして部隊長が両手首を切断された姿で死んでいるのを発見されると──誰がそれをしたかウェルダンにはすぐにわかった──しかるべき手続きを経て、牧師上がりの兵士として自分を部隊長の後釜に据えさせた。そして自分を心の底から信頼しきっている部下たちとともに過酷な日々を充実して過ごしたのだ。


　だがほとんどの部下たちは狂気に身を任せるあまりあっさり敵に殺されるか、自分の中で育つ怪物に耐えられず自殺してしまった。ウェルダン自身も大いに自分の中で怪物を育てたが、敵も味方もわからなくなるような狂気を遠ざける秘訣を自然と身につけていた。秘訣は単純明快。清らかでいること。それが人間狩りの狩人でいられるか、それとも獲物として追い回されるかの境目だ。


　そのため不犯を貫き、女性との経験を遠ざけた。信念に適合する女性を──戦地でたまたま出くわす無力な少女たちを──無事に確保する機会に恵まれたときなどは、その清らかな部分を切り取り、自分の清らかさを高めるお守りにしたものだった。


　そのうちそれが必ずしも清らかでなくとも、自分が清らかだと感じられる限りは自分のものにすることに喜びを覚えるようになった。ときに切り取った後でその清らかな人生のお守りたちと進んで交わりを持つこともあったが、それはウェルダンの中では決して姦淫の罪を意味しなかったし、生きて動き回る女と交わるなど、想像するだにぞっとする罪深いことだった。


　そうした経験を活かした新たな生活を思い描くようになった頃、捕虜にされていた味方を救出し、その一人から天啓を得た。自分を裏切った女房の目玉をどうするとかいった話を聞かされ、驚喜したのだ。ウェルダンは元牧師として今度もしかるべき手続きを経て、いとも簡単に除隊し、信頼する仲間たちとともに彼らの天てん稟ぴんと称すべき商売を開始した。


　ビジネスは大成功だった。これからも都市のアンダーグラウンドを本拠地にし、仲間同士それぞれ個性的な人生の喜びを追求し続けるはずだった。


　そのはずだった。薄汚れた元死体安置所で、馬鹿げた攪かく乱らんの末に追い回されるまでは。


　いや、そうではない。仲間はともかく、自分は決して追い回されているのではない。少年時代に味わった人間狩りと同じく、この清らかな自分が、罪深い少女とその護衛を狩り出しているのだ。


　ウェルダンは偽りの光点を生じさせている相手が近くにいることを確信していた。敵は兄弟たちを奪い、もてあそびながら、今度は彼の命を奪おうとしているのだ。


　果たしてその機械化された目が、駐車場の一角を移動する白い影をとらえた。


　すぐさまそちらに向かって残りの弾丸を撃ち尽くすと、銃の弾倉を落とし、素早くコートを左右に開いた。脇に吊した予備の弾倉の先に銃底を引っかけ、腹に押しつけるようにして装塡した。引っ張ると手榴弾のピンを抜くように弾倉が吊し輪から抜けた。グリップのスイッチを押し上げ、自動的に遊底がスライドした。


「こいつでものにしてやるぞ！　どこからでも尻を向けて見せろ！」


　耳障りな音が来た。ラジオのノイズだった。


　ガソリン車の一台が、カーステレオの間延びした雑音を放ち、ついで激しいエンジン音を轟かせ、ヘッドライトが光を放って急発進した。


　ラジオのノイズが猛烈なドラムのビートに変じ、荒々しい音楽を奏で上げた。


「犯してやるフアツク・ユー！」


　光で視界を奪われながらも正確に発砲し、中にいるはずの人間もろともフロントガラスを撃ち砕いた。しかし運転席は無人で、にもかかわらずウェルダンが走る方向に合わせて進路を変え、サスペンションを軋ませながらヘッドライトを禍々まがまがしく輝かせて接近した。


　ウェルダンは迅速に柱の陰へ駆け込んだ。その直後、別のカーステレオが鳴り響き、ヘッドライトが輝いた。新たなガソリン車が異様な加速を見せて驀ばく進しんしてきた。ウェルダンが慌てて逃げると、進路を阻はばむようにして三台目、四台目が動き出した。


　車たちは互いにヘッドライトをぶつけて粉々にし、柱に衝突して鉄筋とフロントが一緒くたになって絡み合うほど歪みながら、あたかもたっぷり人間狩りを楽しむようにしてウェルダンを追いかけ回した。


　ウェルダンは激怒に髪が逆立つのを覚えながら必死になって逃げた。一つまた一つと無人の車が壁や柱や互いに衝突し合ってめちゃめちゃになり、走行を停止するまで走った。だがついに一台が迫り、運転席に向かって発砲しながら跳んだが、その右脚を車体が殴り飛ばした。ウェルダンは宙を舞って地面に叩きつけられた。


　同じとき、折り重なって動けなくなったまま獰どう猛もうなエンジン音を響かせていた車たちが、一挙に炸裂した。爆風が起き上がりかけたウェルダンを、遊び飽きた人形を子供が放り出すみたいに吹っ飛ばして壁へ叩きつけた。だがそこで、見開き続けた目が、ついに炎の向こうに佇たたずむ人影を見た。


　何だかわからない破片で切り裂かれながら地面に落下したウェルダンは、意志と肉体の驚くべき強靭さを見せてすぐさま跳ね起き、折れた歯と血を吐き出しながら銃を構えた。


　が──相手のほうが早かった。車に撥はねられたほうの膝を撃たれた。防弾パッドが砕け、強化された筋骨に穴が空いた。がくっと体が傾き、銃を握った両手を突き出したまま、前へ倒れながら撃ちまくった。手応えはなかった。地面に倒れる間際に、右腕を穿たれた。


　柱の陰に転がり込み、弾倉を補塡した。真っ向から反撃するつもりだったが、相手は炎の向こうに姿を消していた。かと思うと炎の壁を貫いて飛来する弾丸が、驚異の正確さで飛んできた。それも一つや二つではなく、一種類や二種類ですらなかった。


　ウェルダンの防弾コートを荷電粒子の火花が焼いた。ライフル弾が左の肩胛骨を貫通した。ミンチが好んで使う支援火器そっくりの発射音とともに小粒な弾丸の掃射がきた。


　それはかつて森で庭師を撃つと決めたときのことを思い起こさせた。弾丸を入念に選んだときのことを。鳥撃ち用、鹿撃ち用、ワニ撃ち用──結局は殺鼠剤を染み込ませた人間用散弾を自作したのだが、それを使うまで全ての弾丸を駆使して獲物を追い回したのだ。


　今の相手も同じように、とどめを刺すまでの武器を一つずつ味わっているのだという理解が湧いた。いいや、違う。自分は決して狩られる人間ではない。そんなことがこの清らかな自分に起こるはずがない。


　さんざんなぶりものにされた見るも無惨な姿になりながらもそう強く念じると、ウェルダンは憤激の雄お叫たけびを上げ、果敢に銃撃の雨へ──渦を巻く炎へ突進していった。










　　　　　３







　赤黒い爆煙の向こうで、バロットはまさに欣きん喜きとして銃撃に没頭していた。


「やめろ、バロット！」


　魔法のドレスからは無尽蔵に武器が溢れ出し、吐息ブレスのように使い尽くされた。爆音が轟くたび、この全ては自分が起こしているのだという快感が込み上げた。それは圧倒的な支配力だった。物事を思い通りに動かし、感情を持つ人間さえもいいように操作する力。


　──こんな感じだったんだ。


「バロット……！」


　──男のひとたち、みんな、いつもこんな感じだったんだ。


　これか、と思った。自分を支配する男たちが味わっていたものはこれだったのだ。


　この胸の焼けるような甘い思い。これをどうして自分も味わってはいけないのか。


　なぜ自分なのかという嘆きに満ちた問いが今こそ本当に裏返って答えをあらわしていた。そう。つまりは、これだったのだ。


「よすんだバロット！　基礎戦術を守れ！　俺を濫用するな！」


　ウフコックの叫びが、ふいに耳に届いた。それまでおびただしい銃声と、未知の喜びに没頭するあまり全く聞こえていなかった。急に銃の狙いがぶれるようになったことでようやく相手の声に気づいたのだ。


　いったいどうしたのかと思った。ウフコックの震えを感じた。今のバロットには理解できない感情に、その完璧なドレスが、両手の武器が、おののいていた。


　バロットは撃つのをやめ、左手の銃にそっと優しく口づけをしながら、この灼熱のような思いを相手に注ぎ込むようにして伝えた。


　──大丈夫。怖がらないで。優しく使ってあげるから。私に任せて。


　そして全身の血が酸っぱくなるような快感と支配の感覚で、ウフコックを操作スナークした。


「やめ──」


　ウフコックの声が今度こそ本当に消えた。銃を操作スナークし、一番撃ちやすいものに戻した。


　初めてウフコックと一緒に撃った銃──最初の時点ですでに選び抜かれていた逸品に。


　そのとき爆煙の向こうからウェルダンが転がり込んできた。


　赤く光る目をこちらに向け、ところどころ火のついたぼろぼろの防弾コートに血をにじませながら、怒りの形相で立ち上がった。


　ほんのいっとき沈黙の中でお互いを見つめ合った。バロットは顔をほころばせ、その痛快なひとときを心ゆくままに味わった。それから二人同時に両手の銃を相手に向けた。


　バロットは微わ笑らっていた。





「駄目だ、通じないよ！」


　トレーラーに積載されたコンテナの中でフレッシュが悲鳴を上げた。


「ウェルの反応がまるで脳死状態みたいになってる！　しかもウェルの聴覚から、十種類以上の武器の音紋が検出されてるんだ。敵はたった一人なの？　とても信じられない！」


「お前たちの嗜好は、所詮、無力感の代償だ」


　モニターを見つめたまま、ボイルドが唐突に低い呟きを発した。


　フレッシュはぴたりとわめくのをやめ、おどおどとボイルドの横顔を振り返った。


「お前たちの戦術をウフコックはたやすく嗅ぎ取り、逆用する。だが使い手は逸脱した」


「な……何を言ってるの？　敵は一人じゃないの？」


　ボイルドは答えず、懐から銀色に輝くリボルバー式の拳銃を取り出した。そのあまりの巨大さにフレッシュがぎょっとなった。装甲車でも撃ち抜けそうなほどの大口径で、ゴリラ並みの筋力でもなければとても扱えそうにない凄まじい銃だ。だがボイルドは手慣れた様子でその弾倉を開き、フル装塡であることを確認すると、がちりと嚙みつくような音を立てて元に戻した。


「あ、あなたが行くの？　は……早く、ウェルがひどいことになってるんだ……」


　ボイルドは立ち上がり、手を伸ばして壁の鍵掛けからトレーラーの予備のキーを取った。


　不安と期待でぷるぷる体を震わせていたフレッシュが怪け訝げんそうに顔を曇らせた。


「まさか、このトレーラーで行くの……？」


「ウフコックと使い手はじきに乖かい離りする。もう十分だ」


　重々しい音を立てて撃鉄を起こすと、無造作に銃口をフレッシュへ向けた。


　フレッシュはぽかんとなった。ついで事態を悟り、いっそう激しく身を震わせた。


　その六十四口径という常軌を逸して巨大な銃の引き金を、ボイルドは、やすやすと引いた。想像を絶する銃撃で腕の関節があらかた駄目になることもなければ、反動で体ごと背後へ反そり返るということもなかった。怪物のような拳銃をこともなげに使いこなしていた。


　この世の終わりのような爆撃じみた銃声とともに、フレッシュの胸から上が背後の機材もろとも跡形もなく消えた。コンテナの壁が外側へめくれかえり、ぽっかり空洞が生まれた。穴の向こうの道路に千切れたフレッシュの左腕といくつかの乳房がすっ飛んでいって転がった。フレッシュの残りの体が椅子から落ちた。乳房に埋もれてどこに残りの手足があるかもわからなかった。


　トレーラーがぎしぎし揺れ、コンテナに朦もう々もうたる硝煙の匂いが充満する中、ボイルドは、ほとんどうずらの卵ほどの大きさをした弾丸を一つ装塡し直した。それから、コンテナを出てトレーラーの運転席に座ると、キーを差し込んでひねった。


「俺がお前を手に入れる──ウフコック。お前は道具なのだから」


　エンジンが震え出し、静かにアクセルを踏んだ。





「犯してやるフアツク・ユー！」


　ウェルダンが叫んだ。まるで号令だった。両手の引き金を引いた。バロットも相手に合わせて同じことをした。立て続けで、そして止まらなかった。弾丸同士が衝突して粉々になり、あるいは跳弾となって駐車場のそこら中を飛び交った。


　ウェルダンが歯を剝き出しにして──右側の前歯は上下とも折れて空洞になっており、そこから熱い血と唾液と息をいっぺんに噴き出して──発砲しながら接近した。バロットが右へ動き、それに合わせてウェルダンが左へ走った。互いに間断なく撃ち合い、そしていったん休止符が置かれた。ウェルダンの銃が両方とも空になっていた。そのまま二人とも柱の陰に入ったが、弾丸を補塡する行為を必要としたのはウェルダンだけだった。


　バロットは柱の陰に入ると同時に両手の銃を操作スナークし──溶け合わせた。ぐにゃりと二つの銃身が形を失い、一回り大きな、同型の銃に変身ターンした。両手の手袋とグリップがぴったり一体化し、左手で撃って右手で支える、完璧な手の形になった。


　柱の陰から出てウェルダンの側面から、ぴたりと銃口を向けた。ウェルダンがふりかざした右手と銃に、バロットが放った弾丸がヒットした──手の甲に一発、銃身に一発、撃鉄ハンマーに一発、肘に一発──流れるような銃撃がその肘から先を、回転するミキサーの刃に突っ込んだような有り様にしてしまった。補塡されたばかりの弾薬が穿たれてグリップの中で炸裂し、ウェルダンの右手ごと銃が吹っ飛んでバラバラになった。その銃の破片が、ついでにウェルダンの顔の右半分を赤黒い色に塗り替えた。


　ウェルダンは、病気か何かですっかり気がおかしくなってしまった犬のような咆哮を上げて左手の銃を突き出し、一瞬で補塡した半分を撃ち尽くした。


　バロットはその場から一歩も動かなかった。顔面に飛来した弾丸にだけ弾丸を当てて弾いた。それ以外は純白の完璧なドレスが防ぐに任せた──胸に二発、腰に一発──衝撃のほとんどが殺され、弾丸はバロットの素肌に触れることすらなかった。


　笑みが浮かんだ。こんなものなのだ、お前は。大声でそう叫んでやりたかった。徹底的に相手を罵倒し、うち倒したかった。相手の精神の一切を否定し、気き位ぐらいも幸福感も全て、どろどろの暴力で真っ黒に塗りつぶすことに途方もない喜びを抱いた。


　──犯してやるフアツク・ユー！


　弾丸は一発として外れなかった。声を発することができない喉の奥から燃えるような息吹を発して、ウェルダンの脚を撃ち、肩を撃ち、腹を撃った。


　──犯してやるフアツク・ユー！


　苛烈な思いがウフコックに流れ込み、銃弾となって吐き散らされた。ウェルダンは柱を背に負ったまま、されるがままになって手足を突っぱねている。


　──犯してやるフアツク・ユー！


　最後に残った力でウェルダンが左手の銃を突き出した。


　バロットはその股間をずたずたに撃ち裂いた。


　ウェルダンが泡を吹き、あらぬ方角に向けて撃った。ついでその左手に数発の弾丸が叩き込まれ、革手袋の下の彼の恋人もまた弾丸の熱と回転によって引き裂かれた。


　換気扇のないプールバーの煙草の煙みたいに硝煙が立ちこめ、薬莢が跳ねて陽気で楽しげなリズムを奏でた。ウェルダンは背後の柱を赤く濡らしながら、ずるずる倒れていった。その間も立て続けに撃ち込んだ。正確無比に弾丸を操作し、ウェルダンを操作し、ウフコックを操作した。


　ウェルダンがようやく倒れ、腐った肉をゴミ缶の底に投げ落としたような音を立てた。汗だくになってバロットは手を止めた。両方の手首がじんじん痺れていた。銃の衝撃がほとんどそのまま手に返ってくるせいだ。それまでウフコックが吸収してくれていたものが。


　なぜかウフコックの声が聞こえないことに気づき、なぜなら自分が力ずくで押さえつけていたからであることに、今さらのように気づいた。


　バロットは全身から力が抜けるのを感じた。自分自身が空っぽの薬莢になって宙に放り出されるような嫌な感覚だった。目が煙でちかちかしてよく見えなかった。駐車場の電灯や換気扇を操作スナークしようとしたが、ほとんど機能しないのを悟った。


　あちこちで何かが燃えていた。バロットはその場から──それまで夢中になって撃ち続けていた肉の塊から──後ずさり、瓦礫の光景を見た。


　駐車場が廃墟と化していた。ガソリン車の激突と爆発で柱を失ったあたりの天井が崩れ、一階の部屋の中身がぶちまけられている。ドクターの研究室もその崩落に巻き込まれていた。ドクターの個人的な空間。ふとバロットは見知った水槽を発見した。


　バロットの声を元に戻すというドクターの言葉が脳裏でよみがえった。


　水槽は粉砕され、コンクリートの破片と一緒に焦げついていた。


　硝煙がゆっくり晴れていった。バロットは、ほとんど初めて相手の姿をまともに見た。標的としてしか認識していなかった相手。命を持った存在であるということさえ念頭から消えていた。今では一人の男だったと表現すべきしろものが、赤黒く灼けた無数の傷口を背負って小刻みに痙攣しているのだった。


　とっくに死んでいるべき男は、まだかろうじて息をしていた。のみならずバロットを見た。途端に、その男からではなく、背後から底知れない虚無感が近寄ってきた。恐ろしかった。空間認識も、電子的な干渉も、何の役にも立たなかった。


　──ウフコック。返事をして。ウフコック。


　慌てて銃に干渉し、必死で呼び戻した。焦燥があった。我を忘れて握りつぶしてしまったものを元に戻そうとするようだった。砕いた卵の中身をかき集めるように。


　──助けて。お願い。助けて。


　ふいに、ぐにゃりと銃が歪み、ふわふわした黄金色の体毛が現れた。


　いったん笑顔を浮かべかけたバロットの顔が、急に凍りついた。げえっとくぐもったうめき声がした。ウフコックが四肢を痙攣させ、手の上で苦しげに身をよじった。自分が撃った男みたいに。ウフコックが吐いた。その小さな体に比べて驚くほど大量の吐瀉物がバロットの手袋の間からしたたった。


　──ウフコック？　ウフコック？　どうしたの？


　バロットは目に涙をにじませ、慌ててその小さな背をさすった。ウフコックはまるでバロットの指を避けるようにして身をよじり、また吐いた。荒い呼吸を繰り返し、絞り出すような声で言った。


「放してくれ、頼む……」


　バロットはその言葉の意味を受け止め損ねた。逆にウフコックを胸に抱こうとした。


　ウフコックは首を左右に振ってそれを拒み、また、げえっと吐いた。


　バロットの目にみるみる涙が溢れてこぼれ落ちた。どうすればいいかわからなかったし、それを教えてくれるはずのウフコックは必死にバロットの手から逃げようとしていた。自分が突き飛ばされて暗いところへ放り出されるような感覚から逃げたくて、手の中でのたうちまわるウフコックにすがり、押さえつけ、その四肢を指の間にとどめようとした。


「やめろ。俺にふれないでくれ」


　ウフコックがひときわ大量に吐き、死んだようにぐったりとなった。


　バロットは、じっと黙ってウフコックの言葉を待った。もの凄い恐怖があった。自分が否定され、拒まれる言葉を投げつけられるのだと思った。涙が後から後から溢れた。それでもウフコックの言葉を待つしかすべがなかった。だが、ウフコックは、それとはまた違うことを告げようとしていた。


「逃げろ……あいつが来る……。屋上に行くんだ、早く……」


　ウフコックが、か細い声で言った。


　バロットは混乱した頭で言葉の意味を考えた。どうやってウフコックに謝るべきかを。許してもらうにはどうしたらいいかを。まるでちぐはぐな思考が次から次へ駆け巡った。


　そして突然、何かの接近を感覚し、はっと顔を上げた。


　とてつもない質量を持ったものが一直線に突っ込んでくる。バロットは反射的にウフコックを操作スナークしかけた。ウフコックが上げる苦悶の声を、けたたましい破砕音がかき消した。


　シャッターが爆発したように吹き飛び、巨大なトレーラーが駐車場に躍り込んできたのだ。コンテナをジグザグに揺らして壁を削り取ったかと思うと、接続部分の金属がへし折れた。コンテナが飛んで柱に激突した。ウェルダンの肉体は、コンテナとコンクリートの間で風船のように弾けて消えた。


　トレーラーが瓦礫に乗り上げた。バロットはウフコックを握ったまま後ずさって壁に背をつけ、炎の中に突如として出現した怪物のような車輛を見つめた。ちりちりと音を立てて空気が凍りつくような感覚に襲われた。ドアが開く音がした。揺れる火と瓦礫の上に、男が姿を現した。


「逃げろ……」


　ウフコックがかすれた声を出した。だがバロットは、食い入るように男を見つめたまま、その場から動こうとしない。恐怖のせいではなかった。先ほどのウフコックとの間に起こりかけたことに比べれば、なんの恐怖もなかった。それどころか、体のどこからか沸き上がる昂揚を感じていた。


　あの男だ。ショッピングの帰り道で、あの馬鹿げた法廷の後で、自分を脅した男。


　その名も知っていた。ウフコックの口から聞かされたのだ。


　ディムズデイル[image: ]ボイルド──蜂の巣にした男がいたあたりの瓦礫を踏み越え、さらなる脅威として自分を襲おうとしている相手だった。


　男が立ち止まった。まだ何メートルも離れているのに、炎が踊らせる男の影がすっかりバロットを覆い尽くした。火明かりが照らす頰は何の感情も示そうとせず、バロットはその男の忌々しいほどの無表情さにひどく威圧されながらも、同時に心が激昂するのを覚えた。こんなものなのだ、お前は。そうはっきり告げられた感じがした。こうして男に見つめられるだけでお前は怯えるのだと。


　そうではない。決してそんなことはないのだ。相手にそれを思い知らせてやりたかった。手ひどく。可能なかぎりの荒っぽさで。先ほどずたずたにした男など子供の遊びだと思えるくらいのひどさで。


「お前は、武器を知らない者の手に握られるべきではない、ウフコック」


　ボイルドが言った。バロットは男を睨んだ。ありったけの怒りを込めて──男の重々しく殺意をはらんだ声に、本当は心底怯えているのだと悟られたくなくて。


　男はバロットを見てもいなかった。ふいにウフコックが身を起こし、鋭く声を放った。


「お前も殺し屋たちも同じだ。いつまでも自分たちの中だけで戦争を続けている」


「俺の手に帰れ、ウフコック。お前は、もっと有効に使われるべきだ」


「有効だと！　お前が俺を使って何をしたか忘れたのか！」


　ウフコックが小さな体を震わせて怒鳴った。バロットが一瞬ぎくっとなるほどの激しさだった。


「同じことだ、ウフコック。その娘の手も、俺の手も、求めるものは何も違わない」


「彼女は……違う」


　ウフコックが呻くように言った。バロットはなぜか悲しくなった。


「逃げろ、バロット。今すぐ撤退するんだ……」


　ウフコックが低くささやいた。


　バロットはボイルドを睨んだまま激しくかぶりを振った。


　──この人は私を脅かした。命の危険を感じるくらいに。だから戦わなきゃいけない。


　ボイルドが懐に手を入れた。バロットが反射的にウフコックに指をからめ──操作スナークした。


「バロット！」


　──お願い、わかって。私を理解して。


　目の前の男に、生きる希望さえ失いかねないほどの恐怖を与えられたのだ。決して後に退ひけなかった。逃げれば二度と立ち上がれない気さえしていた。残らず勇気をかき集めて立ち向かうべきだった。


　だが必ずしもそれが正しい答えとは限らなかった。


　ウフコックはバロットの意志に押さえられるようにして変身ターンした。悲しげな赤い目がバロットを見つめ続け、そして鋼の内側へ消えた。バロットの手に再び銃が出現していた。


　ボイルドも銃を抜き、空恐ろしいほどの無駄のなさで巨大な銃口をこちらに向けている。


　その手のひらサイズの戦車砲みたいな銃をバロットはつぶさに感覚した。どれほどの威力を備えているか、想像するに余りある形状を仔細に感じ取り、そのせいで男自身に対するときよりも激しい戦慄に襲われていた。


　それは実際、生きる希望さえ失いかねないほどの恐怖だった。そして全身にどっと冷たい汗が湧くのを感じながら引き金を絞ったとき、ボイルドの銃が爆炎を噴いた。


　男の上半身が銃火ですっかり見えなくなるほどの、ほとんど砲火と呼ぶべき炎だった。


　宙で壮烈な火花が散った。バロットが怒りではなく恐怖のあまり立て続けに放った弾丸は粉々に蹴散らされたものの、かろうじて相手の弾道を逸らすことに成功した。


　銃撃とワンセットになって、壁を穿つたまらない音が響き渡った。壁一面に愕然となるほど盛大な亀裂が生じるさまをバロットは感覚した。心に刻み込まれたといってよかった。


　ボイルドがさらに撃った。事前に角度を読んで横っ飛びにかわした。背後で空気が焦げ、渦を巻くのを感じた。壁面に巨大な弾丸が突き刺さり、二つ目の亀裂を生じさせた。


　殺される。この夜初めてその恐怖がきた。それはずっと機会を窺っていたかのように、一瞬で戦う意志を奪いにかかった。バロットは慌てて恐怖に逆らい、男に向かって撃ち返しながら走った。


　ボイルドは一歩も動かず、無造作に銃の狙いを定めようとしている。これまでの相手とは違い、その一発に、一挙手一投足に異様な重圧プレツシヤーがあった。しかも何かが変だった。


　バロットは相手から最も撃ちにくいほうへと走りながら、相手を撃ち続けた。たとえ相手を目で見ていなくても、正しくその位置と動きを感覚していた。にもかかわらずボイルドの姿勢に変化はなかった。バロットの銃撃でぐらつくことも、素早く身を隠すということもしなかった。ただ巨大な銃を楽々と構え、三発目の恐るべき爆撃を行った。一瞬前までバロットがいた空間に焦熱が生じ、それが生み出す空気の渦が、死の場所へ獲物を吸い戻そうとするような感覚に襲われた。その感覚に必死に逆らって走った。


　そして柱の陰に逃げ込み、何とか有利になろうと──相手の死角に入り込み、不意を突いて操作しようと──考えたとき、柱に四発目が命中した。思わずその陰から飛び出したくなるほどの震動を感じた。


　実際、五発目が柱に叩き込まれ、さらに六発目が撃ち込まれることを悟り、大急ぎで逃げた。直後、弾丸がコンクリートをぶち破って柱の反対側へ飛び出し、のみならず柱そのものが本来の形を失って二つに折れ、ひしゃげた鉄筋を剝き出しにしたコンクリートの塊がいくつも床にばらまかれた。


　そこに自分がいなかったことを心の底から喜んだ。自分は決して殺されなかったのだという激しい思いをこめて振り向き、打ち倒すべき相手へ向かって可能なかぎり連続で撃ち込んだ。衝撃がウフコックの内部で吸収しきれず、ひどく両手が痛んだが、構わず撃った。


　ボイルドはその場を動かずバロットに横顔をみせたまま、冷ややかな手つきで薬莢を捨て、弾丸を装塡した。動いたのはバロットが放った弾丸のほうだった。ことごとく軌道が逸れ、ボイルドの背後の瓦礫に火花を散らせたのだということを、遅れて感覚した。


　あまりのことに撃つ手が止まった。理解のつかない悪夢にいつの間にかさまよい込んだ気分だった。


「俺について、何も聞かされていないのか？」


　ボイルドが言った。銃を横に振り、がちりと聞くだに恐ろしい音を立てて弾倉を戻し、


「俺も、お前と同じ、禁じられた技術によって造られた、怪物だ」


　その頰に奇妙な影が浮かんだ。闇の底からこちらを覗き込んで笑うような顔だった。


　バロットの全身を冷たい汗が流れ、膝が震えて狙い澄ました銃口がぶれるのを感じた。


　ボイルドの手が上がった。銃口がバロットへ向けられた。バロットは弾かれたように走り出し、また別の柱の陰へ逃げ込みながら自分の力を発揮した。ほとんどその力にすがりつくような思いだった。


　駐車場の一角でエンジン音が鳴り響いた。先ほどの狩りの時間で、あらかた使い尽くしたガソリン車の最後の一台が、タイヤを回転させ、けたたましい擦過音を立てた。


　ヘッドライトの輝きがボイルドを飲み込み──視界から消えた。つづいて男の存在が消えていた。完全な消失だった。ボイルドの姿が、バロットの空間認識の範囲内のどこにも感覚されなくなった。


　バロットは恐怖で瞠どう目もくした。自分の目が見えなくなることよりも、相手が感覚できなくなることのほうがよっぽど怖かった。ガソリン車が猛スピードで瓦礫に乗り上げ、宙を舞ってトレーラーのコンテナに突き刺さった。きっと相手の男はそのガソリン車のフロントに叩きつけられ、そのまま押し潰されてしまったのだろう。おそらくそうに違いない。いや、絶対にそのはずだ。


　そうでなければ自分の感覚から消えるはずがないという思いに抗あらがえず、咄嗟に柱の陰から身を乗り出していた。その途端、それまで感覚していなかった場所に──そうする必要があるとは到底思われない常軌を逸した地点に──相手が平然と佇んでいるのを悟った。


　天井に。まるで天地が逆転したように。ボイルドが両足で立っていた。


　信じられなかった。その様子をバロットは精密に感覚し、ついで視線を上げて目の当たりにした。それでも咄嗟に信じられなかった。だがやはり、ボイルドはそこにいた。


　コートの裾さえ逆さまに垂れ下がり、天井に集まる熱風になびいている。ボイルドの周囲に、何か得体の知れない空間の歪みのようなものを感覚した。それはボイルドを守るようにすっぽり覆い尽くし、特にその巨大な銃を握る手に、目に見えないギプスのようにぐるぐるに巻きついていた。


　ボイルドが、静かに天井を歩き出した。パイプや電線を避けてこちらのいるほうへ歩み寄り、そして、バロットに向けて銃口を構えた。


「逃げろ……」


　苦しげなウフコックの声が聞こえた。バロットははっと我に返った。慌てて身をよじって柱の陰に戻った途端、いきなり柱の一部が爆発し、真後ろから衝撃がきた。銃撃で柱の角がぽっかりと半月状にえぐり取られた。息がつまった。バロットはつんのめり、衝撃で自分の体を自由に操作する力を失っていた。車の爆発に巻き込まれたウェルダンのように、遊び半分で蹴り飛ばされた人形よろしく床を転がっていって壁に叩きつけられた。


　完璧なドレスはウフコックが抜け出てしまった後も大いに機能を保ち、外傷らしい外傷をバロットに一切負わせなかった。


　だがそれでも衝撃で骨が軋み、内臓が圧おされて縮む音をはっきりと聞いた。肩胛骨の間でスーツに亀裂が生じ、衝撃吸収剤がぱらぱらとこぼれ落ちるのがわかった。唇から唾液がこぼれ、腿の上でしたたった。かろうじて手にした銃を──ウフコックを──取り落とさずにいられた。柱越しとはいえあの銃撃を受けて、そうせずにいられたことが奇跡のように思われた。肩で息を切らせて必死に身を起こし、男を見た。


　ボイルドは天井から自分が撃った柱へと歩いているところだった。まるで地続きの地面に足をつけるように。そして柱を歩き、自分の体と平行になった床面へ足を伸ばした。その足が床を踏み、ついでもう一方も降り立ち、静かにバロットを見た。


　恐怖がバロットを動かし、銃をやたらめったらに撃ちまくろうとして、ふいに引き金の奥で何かが絡まったような感触がきた。引き金がびくとも動かなくなった。遊底がつっかえ、撃鉄すら起こせない。


　銃全体が死んだようになった。内部から、ウフコックの呻き声が聞こえた気がした。


「乖離した」


　ボイルドが注意深く観察するようにバロットとその銃を見つめて言った。


「自分を濫用する者への、自己防衛だ……ウフコックは、お前を拒否した」


　相手の言葉が、その銃撃にも増してバロットを呆然とさせた。それはバロットを、これまでの短い人生の中で聞いてきた数々の汚い罵ののしりの中でも最も手ひどく傷つけた。


　ボイルドは、あの忌まわしいほどの無表情さで、静かにこちらに銃を向けてきた。その真っ黒い銃口から、これは全てお前のせいだという声がはっきり聞こえた気がした。あるいはお前もそれを望んでいたのだとささやく声が。悪い子だ。お前は悪い子だ。自分がよく見知った場所に帰ってきてしまったのだという思いに襲われた。爆煙の味がまざまざと口の中でよみがえり、失望の涙がにじんだ。


　──死にたくない。


　こんな心のまま死にたくなかった。こんな自分のまま。だが声はそうなるべきだと告げていた。あのたわいない呪文モージヨーさえ裏返ってバロットを呪縛した。死んだほうがいい。


　ボイルドの指がためらいなく引き金を絞るのを感覚した。


　次の瞬間、別の声がそれを止めていた。


「違うぞ、ボイルド──」


　苦しげな声。


　ウフコックの声。


　ボイルドの指が凍りついたように止まった。バロットの感覚が正しければ──およそ信じがたいことではあったが──その一瞬、ボイルドのほうが驚きに息をのんでいた。


　バロットの銃の内部でいくつもの澄んだ音が立て続けに響いた。


　軋み合っていたものが正しく嚙み合い、正しく修正される音だった。銃の遊底がひとりでにスライドし、弾丸をあるべき位置に送り込んだ。


　バロットの手の中で銃がひょいと動いた。ひとりでに。ショッピング・モールで初めてウフコックがバロットの手にやどったときのように。そして撃った。弾丸はみな、ボイルドの体を避けるようにして軌道を逸らされた。だがそれが銃の狙いだった。


　ボイルドが引き金を絞る直前、その背後で、先ほどコンテナに突っ込んだガソリン車の燃料タンクを弾丸が貫いた。タンクが膨張し──爆発した。金属の破片が飛び散り、爆風と炎がボイルドをあっという間に飲み込み、その銃撃の狙いをわずかに逸らした。


「逃げろ……」


　バロットは逆らわずその声に従った。炎に包まれた男のほうを振り返りもしなかった。そうすることができないほど怯えていた。男の存在と、男に言われたことの、両方に。


　ふいに激しい爆炎が内側から押し返され、ぽっかりと空間が生まれた。その中心にボイルドがいた。最後の銃撃を行ってから一歩も動かず、それでいて驚くほど無傷だった。


　ボイルドは撃ち損じを確認した。ひしゃげた壁の下にはもう誰もいなかった。


　エレベーターへ目を向けた。二つのうち一つが上昇する様子が表示灯から見て取れた。


「なぜ、使い手の濫用を許す。ウフコック……」


　押し殺したような低い呟きをこぼした。その両目が、凄烈な怒りに光っていた。










　　　　　４







　──ごめんなさい、ウフコック。行かないで。私の手の中にいて。


　ひっきりなしにウフコックの苦悶の声が上がっていた。バロットにこのエレベーターに乗って屋上へ逃げるよう指示したあと、銃から元の姿に戻るなりウフコックは息もつけないような痙攣に襲われ、げえげえ吐いた。突然、危険な病気に罹かかってしまったように。その源が自分の手であることはたやすく察しがついた。ウフコックは四肢を震わせ、しきりにバロットの手から逃れようとした。


　──ごめんなさい、ウフコック。ごめんなさい。


　バロットはエレベーターの中で両膝を折ってひざまずいた。ウフコックを壊れ物でも持つように──もう半ば壊れてしまったもののように──両手で包み、肩を震わせて泣いた。


　──行かないでウフコック。置いていかないで。お願い。


　自分の手が相手を苦しめているとわかっていながら手放すことができなかった。心の中でひっきりなしに恐ろしい声がした。ルールを破った子がどんな目に遭うか知っているか、バロット。怒りをもって退けたはずの呪じゆ詛そが心に迫り、命に迫ろうとしている気がした。


　それは自分の中のどこかで芽生えたはずの希望を、自分の命そのものを、今度こそ根こそぎにしてしまうだろうと思った。


　ウフコックはお前を拒否した。


　それは本当に恐ろしいことだった。ノーと言えばそれはしない。その約束をひどい形で破ったのだ。なんで私なの。大声でそう叫びたかった。まさかそんなことが自分の身に起こるなどとはとても信じられなかった。いつでも約束を破られてきたのは自分のほうだった。なぜそうなのか、自分のどこが悪かったのか、嫌になるほど悩んできた。その自分が、ましてや心の底から信頼する相手をこうも傷つけるわけがなかった。それなのに──


「大丈夫だ……。一種の、拒絶反応が……使用者の、濫用に対する……」


　弱々しい声がした。バロットはおそるおそる指を開いて相手を見た。ウフコックはバロットの手の上でぐったりと横たわったまま、荒い息を繰り返しながら言った。


「廃棄されることへの恐怖が……。心配ない……すぐに治るから」


　バロットの頰をまた涙が流れた。何とかして謝りたかった。ウフコックの苦しみを今すぐ消したかったし、二人の間で焦げついてしまったものと和解したかった。


　エレベーターが止まった。虚うつろな音を立てて扉が開き、茫漠とした四角い闇をあらわした。箱の中で膝をついたまま、ぼんやりと見た。冷たい風が吹くコンクリートの屋上と、その向こうに広がる街の夜景を。何をすればいいかわからず、ただうずくまって、ひゅうひゅう息をしていた。


「……すまない。もう大丈夫だ」


　ウフコックがゆっくりと身を起こし、バロットを見上げた。バロットは涙を浮かべ、そのとき感じたあらゆる気持ちを伝えたかったが、ひどく混乱して何も告げられなかった。むしろ混乱がウフコックに伝わらないようにするだけで精一杯だった。もうこれ以上、ウフコックを傷つけたくなかった。


「立つんだ……ここにいても、何にもならない。この箱から出よう」


　バロットは大きく息を吸った。何度もうなずいてみせながら──自分がどれほど従順であるか今さらのように示そうとしながら──よろよろと立ち上がってエレベーターの外に出た。体のあちこちが痛んだ。先ほど打撃を受けたスーツの背面の亀裂が広がっているのを感じた。ぱらぱらと衝撃吸収剤のかけらをこぼしながら、一方の手で涙を拭い、もう一方の手でウフコックを大事に持ち運んだ。


　屋上には何もなかった。逃げる場所も。冷たい夜風が、いっそう孤立を意識させた。


「……ここで時間を稼ぐ。非常階段のシャッターを閉め、エレベーターを止めるんだ」


　バロットはすぐに従った。建物のセキュリティに干渉し──操作スナークした。だが、それで、あの男を止められるとは思えなかった。どんな罠も、あの男を仕留められそうになかった。


「……あいつは、この建物の壁を歩いてくる。気をつけろ」


　その光景を思い出し、ぞっとなった。


　──さっきも歩いてた。天井や、壁を。何なの？　銃も効かない。


「〝疑似重力フロート〟だ。宇宙空間で行動するための、君が身につけたものとは異なる技術だ」


　──技術？


「スクランブル‐０９オー・ナイン法案が成立する以前に、ボイルドが被験体になった技術だ。高磁発生装置を脳と四肢に備え、全方位に疑似的な重力フロートを形成する。どこでも歩けるし、弾丸の軌道も逸らせる。あんな銃を扱えるのも重力フロートで支えているからだ。君に伝えておくべきだった……俺のミスだ。すまない」


　ウフコックは本当に詫びていた。そのせいでいっそう悲しくなった。


「あいつが動くと決めたとき、独特の匂いがする。プロの兵士が戦いに出るときの冷徹な匂いだ。それを察知したら、あいつの力を教えるつもりだった。だが……」


　そして顔を上げ、バロットを見つめ返した。


「なるべくなら、あいつが、どんな体であるか、あいつのいないところで話したくなかった。俺が、君の過去を、他の誰かに話したくないのと同じで」


　──あなたは優しい。


　それしか言葉が思いつかなかった。また涙が溢れそうになったとき、階下で銃声が轟いた。時間稼ぎのシャッターが、蜘蛛の巣でも払うようにやすやすと撃ち破られた音だった。


　──どこに行けばいいの？　もう、どこにも行けない。


　バロットは屋上の端まで来て、鉄柵に手をあてた。


「ドクターが来ているはずだ。直接、俺に緊急回線で連絡してきている。あと数分だ」


　バロットは夜空を見上げ、何かがこちらへ発信していることに気づいた。


　天空から降りてくる使者のイメージが浮かんだ。施設にいた頃、そんな夢想をしたことがあった。ある日、空から舞い降りてきて自分を救い出してくれる天使の来訪。だがそのときと同じで、自分にはその資格がないという悲しい思いでいっぱいになった。そのとき以上に自分を恥じていた。


「バロット──」


　ウフコックの緊張した声がバロットを我に返らせた。


「やってくれ。俺を使って身を守るんだ」


　──あなたを、これ以上、傷つけたくない。


「大丈夫だ。俺は傷つかない」


　ウフコックは言った。バロットは眉をしかめてかぶりを振った。


「来るぞ」


　厳しい声で告げられた。非常階段のドアの向こう側で男が歩みくる様子を感覚した。


　涙が流れた。ウフコックに干渉し、操作スナークした。ぐにゃりと変身ターンし、力強い重みが手に生じた。銃を構え、ドアの向こう側に立つ男を感覚した。向こうも、こちらが待ち構えていることを察しているのだ。それがわかった。ウフコックでなくともかぎ取れそうな、殺意の臭いを感じた。心がささくれ立った。この世で最も味わいたくない沈黙が流れた。


　その沈黙が、にわかに破られた。バロットのほうが耐えきれずに撃った。


　一瞬のうちに撃てるだけを撃ち、ドアを穴だらけにした。そして相手の銃撃がきた。


　ドアが木こっ端ぱ微み塵じんになった。駐車場にいたときに比べてずっと距離があったおかげで、その砲弾みたいな弾丸に、いくつも弾丸を続けてぶつけるという芸当が可能だった。相手の銃撃はバロットから逸れて床面に着弾し、粉塵の柱を上げた。


　けたたましい鋼鉄の衝突音が続けてこだました。鉄と鉄がぶつかりあってひしゃげる、たまらない焦熱の臭いが広がった。


　バロットは相手の銃撃のタイミングを必死に読もうとした。手を灼くような銃の熱を弾倉ごと捨て、さらに撃った。衝撃が両手に響き、銃が震え、そして収まった。ウフコックが懸命に拒絶の気持ちを飲み込んでくれたのだ。心を犠牲にしてバロットを守るために。


　バロットもまたウフコックにそうさせるため、絶えず操作スナークし続けた。ウフコックの心をねじ曲げ、抑圧した。バロットの視界がぼやけ、くしゃくしゃの顔で泣きながら感覚だけで撃った。あまりの悲しさに急に足に力が入らなくなり、かくんと膝が曲がった。


　腰が落ち、尻をぺたりと屋上につけてしまった。それは愚かなことだった。膝を折って座り込んだままの姿勢で、バロットは両手で銃を突き出すようにして撃ち続けた。


　ドアがあった暗闇から、ボイルドの銃撃がいささかの容赦も示さず襲いかかってきた。


　バロットはウフコックを握りしめ、いっそう操作スナークの力を強めた。そうしなければ自分の命がなかった。そうまでして我が身を守ろうとする自分が哀れになった。


　ふいにすぐそばの床面が爆発したように砕けた。バロットは自分が狙いを外し始めているのに気がついた。それはどうしようもないことだった。焦りとは裏腹に息が切れ、リズムが狂った。重圧に耐えられなくなり、気持ちが乱れた。悲しさで胸がつまり、相手の優勢を導いた。男の次の銃撃のタイミングがわからなくなり、恐ろしくなって相手の死角へ逃げようとし、中途半端に腰を浮かした。


　それが致命的な過ちとなった。バロットは自分が狙い撃ちにされたことを悟った。


　弾丸がまっすぐバロットの顔面を襲った。その一瞬、手の銃が、ひとりでに跳ねあがり、ぐにゃりと変身ターンして分厚い衝撃吸収材になった。


　弾丸がウフコックに命中し、衝撃が爆ぜた。固定していたベルトが残らず千切れ飛び、鉄細工が砕けて手から銃が離れ、バロットの額をしたたかに打った。皮膚が裂け、血がにじむのを感覚した。目がくらんで投げ出されるようにして倒れた。頭ががんがんした。


　バロットをかろうじて守った銃が、衝撃で砕け散っていた。その破片の一つが床面に落ち、ぐにゃりとウフコックの姿に戻って苦悶の声を上げた。


　バロットは視界の隅に黄金色の体毛をとらえた。懸命に起きあがって手を伸ばした。


　ウフコックも必死に苦しみをこらえ、バロットの手に飛び込もうとしていた。


　そこへ痛烈な一撃の訪れを感覚した。まっすぐに冷たい殺意を込めて。あまりの恐怖にバロットは動くこともできず石のようにすくみ上がった。だが狙いはバロットではなかった。バロットが伸ばした手の向こうで弾丸が炸裂して煙の柱を上げた。バロットは頭からコンクリートの破片を浴び、咄嗟に交差した両腕の間をすり抜けて何か柔らかい塊が飛んできて、胸元にぶつかって跳ねるのを感じた。


　バロットの白いスーツの上に、真っ赤な血肉がまだらに飛び散った。


　自分が撃たれたのだと思った。


　手の中にウフコックがいなかった。


　その存在を必死に感覚しようとした。


　ウフコックらしい形をしたものを空間認識のどこにも見つけることができなかった。


「バロット……」


　弱々しく切迫したウフコックの声がした。バロットは声がする場所を慌てて探した。


「俺を変身ターンさせろ、早く……」


　ようやくそれを見つけた。たった今、胸元にぶつかって跳ねたものを。


　腰から下がずたずたになったウフコックが、ずるずると血だまりを這っていた。


　あまりの衝撃に、ぐらりと世界が揺れたような気がした。バロットは悲鳴を上げた。実際は、ひゅうひゅうかすれた息が漏れただけだった。声を失った喉からありったけの悲痛の吐息を発しながら、震える手でウフコックをすくい取った。


　その中途半端な姿勢を狙い撃たれた。


　ずんと脇腹に重い衝撃がきた。気づけば宙に浮いていた。


　上下の感覚が消えた。息ができなかった。自分の体がウフコックと同じように引き裂かれ、上半身と下半身にわかれて宙を回転しているのだと思った。だがメイド・バイ・ウフコックの殻は盛大に砕けながらも最後までバロットを守り通した。バロットの肉体はバロットらしい形を失わないまま、屋上の鉄柵に肩からぶつかって止まり、ついで前のめりに投げ出された。こめかみを床面に打ちつけ、先ほど切った額の傷からひどく血が流れ出したが、痛みのせいでかえって意識が戻ってきた。


　男が屋上へ姿を現した。ゆっくりと、なめらかに、まるで急ぐふうもなく。


「この銃は、あのときのお前だ──ウフコック」


　ボイルドが銃の弾倉を空けながら言った。灼けた薬莢がその足元にばらまかれた。


「お前は、より多くの虚無を生み出すために造られた。それが、俺たちの存在の結論だ」


　新たな弾丸を得て、弾倉が音を立てて元に戻された。ボイルドが足を止めた。それ以上何も口にしようとせず、灼熱の銃をバロットに向けた。


　バロットは突っ伏したまま声にならぬ嗚お咽えつに身を震わせている。石のように固くなった体を床面に押しつけるようにしながら、左手に握った柔らかな命の熱を感じた。それが、どうしようとしているのかもわかった。噴き出す血のぬめりを指の間に感じた。その温度をもっと感じたかった。自分の罪深さを赦ゆるしてくれる何かを、その温かみに探したくて。


　ボイルドが撃鉄を起こす音が聞こえた。


　バロットが跳ね起きた。


　声を失った喉が叫びを上げようとして震えていた。痛みに耐えて体を起こし、意志を振り絞って目を見開き、その手に握る命を──変身ターンさせた銃を振りかざした。


　二つの銃声が同時に響き渡り、暗闇に、かっと火花が走った。


　発砲するバロットの手の中で、今までよりもずっと高い温度が溢れ出した。銃のあちこちから血が流れて手を濡らし、雫しずくとなってしたたり、引き金を引くたびに飛び散った。


　バロットは赤い血を流すその生きた銃を握りしめ、泣きながら撃ち続けた。


　自分たちを永遠の沈黙へ追いやるものを必死に退けたくて。


　死なないために。


　ただ生き残るために。





本書は早川書房刊、ハヤカワ文庫ＪＡ『マルドゥック・スクランブル　The 1st Compression─圧縮　〔完全版〕』６刷（二〇一二年六月発行）を底本とした電子書籍版です。





本作品の全部または一部を、著作権者ならびに株式会社早川書房に無断で、複製、転載、改ざん、公衆送信（ホームページなどに転載することを含む）することを禁じます。





マルドゥック・スクランブル　The 1st Compression─圧縮〔完全版〕





二〇一二年九月二十五日　電子書籍版発行




著　者　冲うぶ方かた　丁とう


発行者　早川　浩


発行所　株式会社早川書房


　　　　郵便番号一〇一‐〇〇四六


　　　　東京都千代田区神田多町二‐二


電　話　〇三‐三二五二‐三一一一（大代表）







早川書房公式ＨＰ


http://www.hayakawa-online.co.jp





©2010 Tow Ubukata




OEBPS/nav.xhtml



Navigation




		第１章


		第２章


		第３章


		第４章









Guide



			Cover


    		目次








OEBPS/Images/embed0002.gif





OEBPS/Images/embed0001.gif
Bi





OEBPS/Images/embed0000.gif





OEBPS/Images/embed0003.jpg
RlI=E

NP
<

N

s ’\%





